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　　　　　　　　生物科学科

Department　of　Bio1ogica1Science

　本学科は，細胞生物学講座，生物機能学講座から構成

されており，細胞生物学講座では動物及び動物細胞の形

態，生化学，植物細胞の代謝機能など細胞の構造⑧機能

を中心とした教育研究を行っている．生物機能学講座で

は動物の行動生理学，神経生理学，植物の種生態，形態

形成のメカニズムなど組織⑧個体⑧集団の機能を中心と

した教育研究を行っている．以下に学科の教官（専任）

とその研究概要を紹介する．

細胞生物学

　　Ce11Bio1ogy

大川和秋亀
Taka－ak1OHKAwA

黒　田　正　明　⑧

Masaak1KUR0DA
西　川　彰　男　⑧

Ak1o　NIsHIKAwA

赤　間　一　仁

Kazuh1to　AKAMA

松　野　　　緯

Ak1ra　MATsUN0

大　島　朗　伸

Ak1nobu　OHsHIMA

石　田　秀　樹

H1dek1IsHIDA

教授　大川　和秋

　細胞膜，特に植物細胞膜のイオン⑧水の透過の問題を

電気生理学的手法で研究している．シャジクモ節問細胞

を主材料として，植物細胞の興奮性，イオン透過を研究

してきたが，その結果をもとに藍藻，大腸菌のエネルギー

変換機構を，電気生理学的手法から開拓したい．また，

外界からの様々の刺激に対しての初期反応と，その後の

生理活性との関係を電気生理学的手法からアプローチす

る方法を探っている．

教授　黒田　正明

　アクチン系，中間径線維系細胞骨格の構造形成の過程

を明らかにすることが研究の中心的な課題である。従来

は，アクチン線維の多形性やそれに伴う物理化学的なパ

ラメーターの変化，アクチン重合に関わる調節タンパク

質の分離精製，筋原線維形成の過程で変化するアクチン

アイソマーの定量等アクチン系細胞骨格に比重をおいた

研究を行ってきた．さらに，デスミン系繊維の筋細胞内

での分布が筋形成，生理学的状態により動的に変化する

ことを明らかにし，中間径線維の機能的役割を解明する

研究が現在遂行されている。

助教授大島朗伸
　アルカリ性PHで良好な生育を示す好アルカリ性細菌

及びCa2＋要求性の大腸菌L－form　NC－7株を材料に研

究を行っている。現在，好アルカリ幽田菌についてはNa＋

要求性の低いT－21株の細胞内pH調節機構とU－21株の

耐塩性獲得機構について，またL－formについては，細

胞分裂機構についての研究を進めている。

助教授　西川　彰男

　両生類変態期の器官の幼生型から成体型への変換機構

を，幼生型細胞のプロクラム細胞死と新たな成体型細胞

の増殖⑧分化の両方の観点から解析している．とくに骨

格筋が幼生型から成体型へと変換する機構について，筋

芽細胞のアポトーシス，増殖，筋管形成筋分化マーカー

発現を甲状腺ホルモン作用との関連で調べている．

講師　石田　秀樹

　原生動物の細胞運動，特に肉質虫類仮足の収縮や繊毛

虫類の細胞体の収縮に関与する細胞骨格の構造と機能の

解明を主なテーマとして研究を行っている．現在は，繊

毛虫1S肋08広o舳榊や8肋肋などに見られるATPを消

費しない収縮運動について，形態⑧生理⑧生化学的な手

法を用いた解析を行っている．

教授　松野　　煉

　従来までの研究事項　特に無脊椎動物の持っている筋

肉を中心にして，横紋筋⑧平滑筋の微細構造に関する研

究．

　現在の研究主題：平滑筋⑧結合組織のキャッチ機構の

研究　微細構造，生理学的，生化学的な面からキャッチ

機構をコントロールするCaの挙動に注目している。

助手　赤間　一仁

　研究主題：植物核メチオニンtRNAイントロンの起

源及び機能，スプライシンク機構の解明

　我々は既に緑色植物の核メチオニンtRNA遺伝子が

イントロンにより普遍的に分断されていることを明らか

にしている。現在，イントロンの起源や機能を明らかに

すると同時に，植物メチオニンtRNAイントロンのス

プライシンク様式を前駆体tRNA分子の立体構造並び
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にイントロンの切断に関与するエンドヌクレアーゼの両

側面から解析している．

生物機能学

　　Funct1ona1B1o1ogy

内藤富夫⑧藤本正昭
Tom1o　NAIT0H　　　Masaak1FUJIM0T0

猪原節之介⑧澤真知子
Setsunosuke　IHARA　Mach1ko　SAwA

秋吉英雄⑧杁村喜則
H1deo　AKIY0sHI　　　Yosh1non　SUGIMURA

高畠育男⑧松崎貴
Ikuo　TAKABATAKE　　Takash1MATsUzAKI

教授　内藤　富夫

　これまで，（1）硬骨魚類の体色変化，特に体表斑紋

の出現消失のメカニズム，（2）両生類内臓自律機能の

調節メカニズムを調べてきた．現在はこれの研究を継続

するとともに，両生類の嘔吐メカニズムおよび微小重力

に対する内臓機能適応メカニズムの研究に取り組んでい

る。

教授　藤本　正昭

　従来までの研究事項　神経伝達関連薬物投与による脊

権動物網膜のシナプス経路の解析と，網膜電図及び伝播

性抑制電位発生機構の解析。

　現在の研究主題：魚類から見いだした生理活性ペプチ

ドの分布と機能解析及び魚類水晶体筋の収縮関連機構の

薬理学的解析．

教授　猪原　節之介

　従来までの研究事項　真核細胞転写促進因子の精製と

機能解析（’73一’84），補体依存性殺菌因子RaRFの構造

解析とその系統発生学的考察（980一’92）

　現在の研究主題（’86以降）：個体発生および系統発生

的側面から組織修復能を考える；器官形成と胎児組織修

復の共通項を探る．

助教授澤　真知子

　ショウジョウバエを中心とした進化，種分化の研究を

行っている。種間雑種が適応度を減少する機構を解明す

るために，ショウジョウバエ近縁種間の，生殖的隔離機

構と，減数分裂機構を含む生殖細胞の形成機構を研究し

ている．また，水棲動物の種分化様式にっいて，分子系

統学的解析を分担し，共同研究を行っている．
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助教授　秋吉英雄

　従来までの研究事項　肝臓病理学，肝臓の繊維形成過

程とその調節機構の解析。遺伝子組換えウイルスによる

繊維形成機構の発現制御および細胞転化機構の解読．

　現在の研究主題：内臓進化学，生体における代謝の中

枢である肝臓と，調節系の中枢である脳神経系の相関性

を系統学的な視野にたって比較検討することで，壮大な

進化の流れを内臓学の側面から少しでも検証できたらと

考えている．

講師　杁村喜則

　植生分類（植物社会学）と植物相の調査，研究．

　主に山陰地方の植生型と植物相の現状を把握し，氷河

期以降のそれらの変遷について考察を試みる．昨今の地

域開発に関わる土地，環境改変に対して，地域の基礎的

な植物的資料の集積，解明をもって，地域の自然環境の

保全，保護について考察したい．

講師　松崎　　貴

　毛を作り出す組織である毛包がどのように形成される

のかを明らかにするために，毛包基部の毛乳頭細胞を培

養し，この細胞に特異的に発現する遺伝子やタンパク質

を同定してその機能を調べてきた．これらの研究を継続

するとともに，毛乳頭と相互作用する毛包表皮細胞の動

態をトランスジュニックマウス等を使って調べている．

助手　高畠　育雄

　多くの動物において，繁殖行動は一年に一度決まった

時期に起こることが多い．この決まった時期に起こる繁

殖行動は，内因性のリざム（概年リズム）と外的環境の

変化の相互調節機構によって生じると思われる。この調

節機構を魚類を用いてメラトニンと性ホルモンの関係か

ら調べており，今後概年時計の関与も調べる予定である。

　　　　　　　　生物科学科

Department　of　Bio1ogica1Science

細胞生物学

　　Ce11Bio1ogy

1
．

2
．

3
．

4
．

大川和秋⑧
Taka－ak1OHKAwA

黒　田　正　明　⑧

Masaaki　KUR0DA

西　川　彰　男　⑧

Ak1o　NIsHIKAwA

赤　間　一　仁

Kazuh1to　AKAMA

松　野　　　煉

Ak1ra　MATsUN0

大　島　朗　伸

Ak1nobu　OHsHIMA

石　田　秀　樹

H1dek1IsHIDA

　　　　　　　　〔論　文〕

Tyros1ne　phosphory1at1on　m五〇〇κhas1mp11ca－

t1ons　for　the　man1pu1at1on　of1ntrace11u1ar

s1gna111ng　and　structure1n　ant1－bactena1thera－

p1es　the　Jeky11and　Hyde　apProach　Norr1s　V，

PFreestone，SGrant，IToth，MTrmes，L　Le

Sce11er，TNystroem，AOsh1ma　TOnoda，Emerg－

mg　Therapeut1c　Targets389－92．1999

Mo1ecu1ar　character1zat1on　of　a　gene　for　a1an1ne

ammo　transferase　from　nce　（0㎎gα　8α肋α）

K1kuch1H，S　Tok1，S　H1rose，K．Akama　and　F

Taka1wa，P1ant　Mo1B1o139149－159．1999

Mo1ecu1ar　c1onmg　and　character1zat1on　of　a

nuc1ear　gene　encod1ng　a　putat1ve　subun1t　of

tRNA　sp11cmg　endonuc1ease　fromλ榊6〃o少8z8

肋α肋〃α　Akama，K，V　Junker　and　H　Be1er

Nuc1e1c　Ac1ds　Sym　Ser，42261－262．1999

U1trastructura1stud1es　on　ca1c1um　1ocat1on

dur1ng　the　“catch”　　contract1on　of　adductor

smooth　musc1e　ce11s　Tanaka　T，HIsh1da，

KOhtsu　and　AMatsuno，Zoo1Sc1．5855－859．1998

5Insect1c1da1propert1es　of3－ammopropy1（methy1）

　phosph1n1c　ac1d　and1ts　effect　on　K＋一evoked

　re1ease　of　acety1cho1me　from　cockroach

　synaptosomes　Fukunaga，I，H　Hasegawa，

　COgawa，AMatsuno，KImamura　and　TOzoe，

　CoI皿B1ochem　Phys1o1C122283－2861999
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6．A　monoc1ona1ant1body，mH1spec1f1ca11y　recog－

　n1zes　m1crov11110f　d1v1d1ng　He1a　ce11s　Okubo　N，

　SCh1ba，T　N1sh1kata，A　Matsuno　M　Nambaand

　H　Hosoya，T1ss　Cu1t　Res　Commun，15855－859．

　1999．

7．T3－hydrocort1sone　synerg1sm　on　adu1t　type

　erythrob1ast　pro11ferat1on　and　T3－med1ated

　apoptos1s　of　1arva1type　erythrob1asts　dunng

　erythropo1et1c　convers1on　1n　Xθ〃o抄〃∫　Zαθ〃z∫

　N1sh1kawa，A，H　Hayash1，H1stochem　Ce11B1o1．

　111　325＿334．1999

8．Pur1f1cat1on　and　character1zat1on　of　a　DNaseγ一

　11ke　endonuc1ease　from　X刎o〃∫Zα舳811ver

　Umemor1，K，A　N1sh1kawa　and　S　Tanuma
　Apoptosis，3二145－15．1998．

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．シャンクモ節間細胞原形質膜の刺激受容初期イオン

　過程一外液イオン濃度とチャンネル開口の開始時間．

　大川和秋，筒井泉雄，野坂修一，大島朗伸．日本生

　物物理学会第36回年会（福岡）199＆

2。好アルカリ性肋o〃〃8U－21の耐塩性について．福

　屋保幸，大島朗伸，大川和秋．第35回好塩微生物

　研究会（徳島），199＆

3．植物tRNAMα前駆体からのイントロンの除去機構

　の解析．赤間一仁，Vo1ker　Junker，H11dburg

　Be1er第21回日本分子生物学会（横浜），199＆

4　Ear1y1on1c　processes1n　the　exc1tab1e　a1gae　Cんαπz

　oo”αZ伽αafter　recept1ons　of　st1mu11Ohkawa，T，

　NOsh1ma，SNosaka　and　ITsutsu1　The　25th

　SERIKEN　Internat1ona1Sympos1um（COE）Ion

　Channe1s　and　Recepters　1n　Ce11　Phys1o1ogy，

　（Okazak1）1999

5Ear1y1on1c　processes　after　recept1on　of　st1mu11

　1n　the　C肋m　c㎝α〃閉α　p1asma　membrane

　Propert1es　of　marked　outward　current

　Ohkawa，T，ITsutsu1，S　Nosaka　and　NOsh1ma

　日本植物生理学会1999年度年会（仙台）1999

6．シャンクモ節間細胞における刺激受容初期イオン過

　程．大川和秋，筒井泉雄，野坂修一，大島朗伸．日

　本植物学会中国四国支部会（高知），1999

7．好アルカリ性3αo〃〃s　U－21の細胞内pHに及ぼす

　陽イオンの効果．山根純一，大島朗伸，大川和秋．

　日本植物学会中国四国支部大会（高知）1999

＆Na＋要求性の低い好アルカリ性3αo〃〃8T－21の生

　理学的性質にっいて。鈴木誉士，大島朗伸，大川和

　秋　日本植物学会中国四国支部大会（高知）1999。

軌好アルカリ性肋o刎㈱U－21の細胞内pH調節機構

　について。山根純一，大島朗伸，大川和秋．日本植

10．

11．

12．

13．

14

15。

物学会大63回大会（秋田）199λ

Na＋要求性の低い好アルカリ性肋α吻s　T－21の性

質について．鈴木誉士，大島朗伸，大川和秋。日本

植物学会大63回大会（秋田）199臥

イントロンを含む植物核tRNAMet前駆体の伽倣㈹

スプライシング系を用いた解析．赤間一仁，

Vo1ker　Junker，H11dburg　Be1er日本植物生理学

会1999年度年会（仙台）1999．

tRNAスプライシング⑧エンドヌクレアーゼのサブ

ユニットをコードするアラビドプシス核遺伝子の分

子解析．赤間一仁，Vo1ker　Junker，H11dburg

BeieL日本遺伝学会第71回大会（東広島）199乱

taaRSAt，a　database　of　tRNAs　and　ammoacy1－

tRNA　synthetases　fromλ糊肋doゆ8ゐ肋ακα〃α．

Sma11，I，K　Akama，A　Chapron，N　Ch01sne，A

D1etrlch　L　Drouard，A－MDuchene，A　G1r1tch，D

Lance1m，N　Peeters，G　Souc1etand　H　W1ntz　In

26th　FEBS　Meetmg（N1ce，France）1999

Spec1f1c1ty　of　p1ant　tRNA　sp11cmg　endonuc1ease

JunkerV，K　Akama　ANass　and　H　Be1er　In26th

FEBS　Meet1ng（N1ce，France）1999

二枚貝閉殻筋平滑筋細胞の太いフィラメントの多様

性濱中香理，松野緯．日本動物学会第70回大会

（山形）1999

16．繊毛虫Sp1rostomumの細胞伸長における細胞内微

　　小管の働きにっいて．石田秀樹。日本動物学会第

　　70回大会（山形）199乱

17。

18。

ッメカエル成体型およぴ幼生型筋芽細胞における増

殖⑧分化⑧細胞宛のT3による調節西川彰男，金

子弥生，柴生田葉子．日本発生生物学会32th（神

戸）199臥

発生運命の異なる筋芽細胞から生じる混合筋管のT

3による生死の支配．柴生田葉子，西川彰男，日本

発生生物学会32th（神戸）199乱

　　　　　　　　　　〔その他〕

1tRNAを介した種子貯蔵タンパク質の発現量の改変

　赤間一仁．「バイテク植物育種に関する総合研究」

　平成10年度試験研究報告（農林水産技術会議事務
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　局），p104－105．1999．（報告書）

2．Mo1ecu1ar　structure　of　p1ant　nuc1ear　tRNA舳

　1ntrons　and　pre－tRNA　sp11c1ng　m　wheat　germ

　extract　Kazuh1to　Akama，U1m　Un1vers1ty（U1m，

　Germany），August1Oth，1999（招待講演）

3．シロイヌナズナのtRNA遺伝子とアミノアシル

　tRNA合成酵素のデータベースの構築と公開

　（http／／wwwmrafr／USER　PRODUCTIONS／

　BDD／TAARSAT／）I　Sma11赤間一仁他，1999．

　（データベースの構築と公開）

生物機能学

　　Functiona1Bio1ogy

内　藤　富夫　⑧

Tom1o　NAIT0H

猪原　節之介　⑧

Setsunosuke　IHARA

秋吉英雄　⑧
H1deo　AKIY0sHI

高　畠育男　⑧

Ikuo　TAKABATAKE

藤本正　昭
Masaak1FUJIM0T0

澤真　知子
Mach1ko　SAwA
杁　村　喜　則

Yosh1nor1SUGIMURA

松　崎　　　貴

Takash1MATsUzAKI

　　　　　　　　　　　〔著書〕

1．Rad1osens1t1v1ty　of　freshwater　sponge　gem－

　mu1es　Sh1mada，A，Y　Watanabe，T　Matsuzak1，

　E．Maeda　and　N．Egami．In　Sponge　sciences．Y．

　Watanabe　and　N　Fusetan1（Eds）Spnnger－

　Ver1ag，pp311－319．1998．

Z岩波科学ライブラリー61毛髪を科学する．松崎

　貴，岩波書店，pp1－105，199＆

a失われた毛髪は再生できるか（ニュートン別冊「な

　ぜ人は病気になるのか」所収）．松崎　貴，吉里勝

　利，ニュートンプレス，PP190－195，199臥

　　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．A11ometry1n　yest1bu1ar　responses　of　anurans

　Yamash1ta　M，TNa1toh，AKondo　and　RJ
　Wassersug，AdwSpace　Res．，鴉：2083－2086．1999．

2．Tum1ng　b1as　m　tadpo1es　Wassersug，RJ，T

　Na1toh　and　MYamash1ta，J　Herpeto1ogy，33

　543＿548．1999．

a　Iso1at1on　and1dent1f1cat1on　of　a　nove1f1sh　sub－

　stancePand1ts　effectonret1na1ce11responses

　Fu］moto，M，XWang，KTakesh1ta，ITakabatake，

　YFuj1sawa，H．Teran1sh1　MOhtan1　and
　Y．Muneoka．Zoo1．Sci．，且5：667－671．1998．

4ヤリタナコの嗅球脳波記録の試み．藤本正昭，前川

　清人，松島　治，松田征也．島根大学生物資源科学

　部研究報告，3二1－4．1998．

5．Character1zat1on　of　a　cDNA　encod1ng　a　precursor

　of　C伽㏄8吻s　RFam1de，structura11y　re1ated　to　a

　mamma11an　pro1act1n－re1easmg　pept1de　Satake

　H，HM1nakata，XWangand　MFuエmoto，FEBS
　Lett．，446：247－250．1999．
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a　β一adrenerg1c　receptor　subtypes1n　me1anophores

　of　the　mar1ne　gob1es　T吻θ肋照“ηgo〃ooθ助α肋s

　and　Cん08舳o〃物s　卿Z08〃∫　Katayama，　H，

　FMor1sh1ta，OMatsushma　and　MFujmoto
　Pigment　Ce11Re＆，12二206－217．1999．

7．Estab11shment　of　rat　derma1pap111a　ce111mes

　wh1ch　susta1n　the　potency　to　mduce　ha1r　fo111c1es

　fromaffo11cu1arsk1n　Inamatsu，M，TMatsuzak1

　and　K　Yosh1zato　J　Invest　Der－mato1．111

　767－775．1998－

8　Ro1e　of　derma1pap111a　ce11s　on1nduct1on　and

　regenerat1on　processes　of　ha1r　fo111c1es　Matsu－

　zak1，T　and　K　Yosh1zato　Wound　Rep　Reg，6

　524－530．1998．

9．木次町尺の内（昆虫の森）の植生と植物相。杁村喜

　則，ホシザキグリーン財団研究報告，2：109－120．

　1998。

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

L両生類の行動への重力支配と宇宙実験設計．山下雅

　道，内藤富夫，柏木照彦，RJWassersug．日本宇

　宙生物科学会第13回大会（東呆）1999

2微小重力下におけるオタマシャクシの内臓の観察．

　内藤富夫，山下雅道，原田佳世子，RJWassersu＆

　　日本宇宙生物科学会第13回大会（東示）199λ

aオタマシャクシ消化管の神経支配。内藤昌夫，秋吉

　英雄，山下雅道，三嶋美佐子，RJ．Wassersug．日

　本宇宙生物科学会第13回大会（東尿）199軌

4．オタマジャクシの消化管壁内VIP神経繊維および

　NO神経繊維の分布．内藤富夫，山下雅道，RJ．

　Wassersug，秋吉英薩日本動物学会第70回大会

　（山形）199臥

5．オタマジャクシの驚惜反応と成長にともなうその

　変化。山下雅道，柏木照彦，内藤富夫，RJ．

　Wassersug．日本動物学会第70回大会（山形）

　1999．

α　フナの脳より単離したRFam1deと哺乳類PrRPの

　類似効果．藤本正昭，王小燕，坂本竜哉安藤正昭，

　森下文浩，松島　治，日沼州司，細谷昌樹．日本動

　物学会中国四国支部大会（高知）199臥

7．フナの脳より単離した新規ペプチドの網膜細胞に対

　する効果藤本正昭，王小燕，佐竹炎，宗岡洋二郎

　「視覚科学フォーラム」第一回研究会（筑波）1999

8　Ant1noc1cept1Ye　effects　of　C－RFam1de　on　somat1c

軌

10．

11。

12。

and　v1scera1st1mu11m　rats　YK1r1hara，Y．Sa1to，

YYamamon　M．Fujmoto，FMor1sh1ta，OMatsu－

sh1ma　KHaraandrKosakagthWor1dCongress
on　Pa1n，（V1enna，Austna）1999．

The　effect　of　a　nove1RFam1de1solated　from　the

bra1n　of　the　Japanees　cruc1an　carp　on　the　retina1

ce11responses　MFuj1moto，X．Wang　HSatake，

FMor1sh1taandOMatsushma5thIntemat1ona1

Congress　of　Comparat1ye　Phys1o1ogy　and

B1ochem1stry，（Ca1gary，Canada）1999

フナの脳より単離した新規RFam1deについて藤

本正昭，王小燕，宗岡洋二郎，日沼州司，坂本竜哉

安藤正昭，森下文浩。第4回「水生動物の行動と神

経系」シンポジウム　（東大三崎臨海実験所）1999

フナの脳より単離した神経ペプチドC－RFaの網膜

内分布。藤本正昭，王小燕，佐竹炎，森下文浩，松

島　治．日本動物学会第70回大会（山形）1999。

ラット新生児期の創傷治癒におけるケラチン発現。

小泉美智子，松崎貴，猪原節之介。日本動物学会第

70回大会（山形）199臥

1aラット毛根の形態形成時におけるプログラム細胞死

　　とリソソーム⑧カテプシンBおよびDの分布。森

　　岡清和，大室弘美，桜庭均，猪原節之介．日本動物

　　学会第70回大会（山形）199軌

14。表皮⑧毛根の形態形成時におけるリソソームの役割：

　　カテプシンB，Dの局在とDNA断片化の解析。森

　　岡清和，大室弘美，上野隆，木南英紀，鮫島正純，

　　桜庭均，猪原節之介。第72回日本生化学会大会

　　（横浜）1999

1aラット表皮の発生および分化にともない発現する新

　　規遺伝子，Kdapにっいて．Sahuc，K，大水総一，

　　稲松睦，松崎貴，朝比奈欣治，佐々木正和，小原政

　　信，吉里勝私日本研究皮膚科学会第24回学術大

　　会（神戸）199軌

1α毛髪関連細胞の培養系。松崎貴。第72回日本生化

　　学会大会（横浜）199臥

1τショウジョウバエの卵成熟．初見（澤）真知子，澤

　　正実，渡邊泰弘，ショウジョウバエ研究会（名古屋）

　　1999．

1＆　ヒメクロオトシフミの地域集団間の遺伝的分化河

　　野正剛，初見（澤）真知子．日本遺伝学会第71回

　　大会（東広島）199λ
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　　　　　　　　　　〔その他〕

1．Ana1ys1s　of　the　rat　derma1pap111a　ce11proteome

　Knstensen，DB，M　Inamatsu，T　Matsuzak1and

　K　Yosh1zato　Exp　Dermato18339－340．1999

2。毛髪のメカニズム。松崎貴．ニュートン，19：

　106＿111．　1999．

　　　　生態環境科学科

　Department　of　Eco1ogy
and　Environmenta1Science

環境生物学

　　Env1ronmenta1B1o1ogy

前　田　泰　生

Yasuo　MAETA

山　本　広　基

Hiroki　YAMAM0T0

荒　瀬　　　栄

Sakae　ARAsE

井　藤　和　人

Kazuh1to　IT0H

木　原　淳　一

Jun1ch1KIHARA

本　田　雄　一

Yu1ch1H0NDA
北　村　憲　二

Kenj1KITAMURA

星　川　和　夫

Kazuo　HosHIKAwA

巣　山　弘　介

Kosuke　SUYAMA

　生態環境の保護や保全を指向し，生物の生存や人間活

動に関わる複雑な生態系のしくみや問題を科学的に解明

し，評価する基礎的学問分野と，これらをふまえて，人

間活動，特に農林業における保全的環境管理技術，たと

えば環境低負荷型の植物防疫技術などを開発する応用的

分野からなる．講座ではおもに動物生態学と微生物生態

学に関する教育⑧研究を行っている．

動物生態学分野（前田泰生，北村憲二，星川和夫）

　昆虫類を中心とする小動物を対象に，その保全と利用

を目指し，主として生態学的視点から多様な研究を展開

している．また，環境保全に必要な基礎情報として，島

根県昆虫研究会などと協力して「島根県の動物相のデー

タベース作成」をすすめている．研究テーマは「ハナバ

チ類の比較社会学」，「食植性昆虫の種分化機構」など進

化生態学的視点からの基礎研究に加えて，環境問題と農

業との関連では，「減農薬農業のための天敵生物利用技

術の開発」，「土壌動物⑧蛾類⑧水生昆虫などの群集構造

による環境評価技術の開発」，「光質調節環境下での害虫

およぴ天敵の行動」，「ハナバチ類の送粉昆虫としての利

用技術の開発」などの応用研究が行われている．その他，

「各種環境ストレスに対する動物の適応（耐寒性、耐塩

性）」などの生理的基礎研究を進めている．本研究分野

の際だった特徴は，世界的にも屈指のレベルのハナバチ
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類飼育設備が整備されていることにあり，そこから数多

くのデータが得られてきた．訪れた外国人研究者も，長

期滞在者を含め，10ヶ国30名を数えている．

植物病理生態学分野（本田雄一，荒瀬　栄，木原淳一）

　植物病原糸状菌の動態，あるいは植物と病原糸状菌の

出会いによって起こる様々な現象を，生理，生態，形態

および分子生物学的手法を用いて解析し，「植物の病気」

の発生メカニズムを明らかにすると共に，その成果を植

物保護に活用することを目指している．現在は主に，1）

宿主植物と病原糸状菌をとりまく環境の中で特に光環境

に注目し，光が病原糸状菌の胞子形成に及ぼす影響や光

による病害抵抗性の誘導，光質環境の調節による病害防

除に関する研究，2）イネいもち病菌が生産する基本的

親和性成立に関与する毒素の作用機構およぴ突然変異イ

ネを用いた病害抵抗性の誘導機構，3）紫外線と青色光

による拮抗的光反応（マイコクローム系）によって調節

される病原糸状菌の胞子形成機構の遺伝子レベルでの解

析に取り組んでいる．

微生物生態学分野（山本広基，井藤和人，巣山弘介）

　土壌中に生息する多種多様の微生物を対象として，主

として環境科学的視点から，1）農薬の環境に対する安

全性評価方法を確立するために，特に農薬の土壌生態系

への影響評価試験方法の統一化と評価の際の考え方を示

すための環境科学的研究と，2）土壌微生物の持つ物質

循環に関わる機能，例えは，セルロースの分解，難分解

性有機化学物質の分解，窒素化合物の無機化，有機汚濁

水の浄化などを生態学的あるいは遺伝学的に解明し，こ

れを活用した新技術の開発に取り組んでいる．現在の具

体的な研究テーマとして，1）土壌微生物（バイオマス⑧

活性・フロラ）に及ほす農薬の影響評価法の確立と影響

の発現機構，2）土壌微生物の多様性を表現するための

方法の確立，3）土壌微生物のもっ難分解性化学物質の

分解遺伝子の起源⑧進化⑧集積機構の解明，4）嫌気性

微生物による有機塩素化合物の脱塩素活性発現機構の解

明，5）コンクリートなどへの生物有機膜形成機構の解

明とそれを応用した水質浄化技術の開発，などを上げる

ことができる．

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．中国地方．星川和夫，日本昆虫学会自然保護委員会

　編「昆虫類の多様性保護のための重要地域第1集」，

　日本昆虫学会，p叫80－83，199g

Z大根島の洞窟の小さなコミムシ．星川和夫，国井秀

　伸編．「中海本庄工区の生物と自然」，たたら書房，

　PP．94－98，　199臥

3。土と農薬．鍬塚昭二⑧山本広基，日本植物防疫協会，

　東尽，pp1－200，199＆

4．農薬と微生物．片山新太⑧山本広基，服部勉⑧犬伏

　和之編「新⑧土の微生物（4）環境問題と微生物」，

　博友社，東尿，pp29－69，199臥

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1。島根県におけるキエビネ（ラン科）の受粉生態．杉

　浦直人⑧前田泰生，ホシザキグリーン財団研報，碧

　225＿229．　1998．

z南西日本亜熱帯産ハナバチ類の分布記録，付亜熱帯

　産ハナハチ上科目録．前田泰生⑧羽田義任⑧宮永龍

　一⑧杉浦直人，中国昆虫，127－12．1998．

aオオムカシハナバチの新分布地。前田泰生⑧宮永龍

　一，中国昆虫，且2：13－15．1998．

4　タイワンアリハナバチの大型コロニーの一例．郷右

　近勝夫⑧則田泰生⑧馬屋原友紀，中国昆虫，1217－

　20．　1998．

5

a

τ

8
．

エゾネジレバネの新分布地．宮永龍一⑧前田泰生，

中国昆虫，1221－22，199＆

The　fourth　host　ofP物sooφ肋Zαo6∫o鮒αKroeber

found　m　Japan　Katayama，E　and　Y　Maeta，

Chugoku　Kontyu，1223．1998

Geograph1ca1vanat1on　of　soc1a11ty　and　s1ze－

11nked　co1or　patterns1nムαszogZoss〃刎（1弛ψα9〃∫）

ψ閉肋榊　（Vacha1）　m　Japan　（Hymenoptera，

Ha11c1tdae）M1yanaga　R　and　Y　Maeta，Ins　Soc，

4岱：224－232．1999．

As1at1sche　Ha11ct1dae－8，Zwe1neueムα8zogZ08醐榊

s　str－Art　von　den　su11chsten　Inse1n（Nanse1－

Shotδ）Japans（Insecta　Hymenoptera　Ap01dea

Ha11ct1daeHa11c1nae）Ebmer，AWandY
Maeta，L1nz　b1o1Be1tr，31229－248．1999

臥　F1ne　structure　of　the　v1te11ogen1c　ovanan　fo111c1es

　　of　Psθ〃do”θ〃08　zωα肱z　（Streps1ptera　Insecta）

　　Matsuzak1M，T　Tsutsum1Y　Maeta　and　M

　　Kunhara，Proc　Arthrop　Embryo1Soc　JPn，34

　　23＿26．1999－

10。スナハキバチネジレバネに関する生態的知見。前田

　　泰生⑧宮永龍一⑧星川和夫，JP皿J．En仁（N　S），2：

　　111＿126．　1999。
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11。ヒメツツハキリハチの生態学的研究．前田泰生，

　　JPn．J．Ent．（N．S．）；2：127－147．1999．

12．松江市近郊の植生タイプの異なるため池における水

　　生昆虫群集．星川和夫⑧小倉久和，ホシザキグリー

　　ン財団研究報告，2：235－25a1998．

13．西日本におけるマクカタテントウの生活史分布南

　　限における気侯適応の破綻．星川和夫⑧津下麻樹，

　　中国昆虫，12：31－35．1998．

14．斐伊川支流⑧阿用川の水生昆虫相，特に河床に埋設

　　した人工芝に形成された群集の特徴にっいて．片岡

　　大輔⑧北村憲二⑧星川和夫，ホシザキクリーン財団

　　研究報告，3：173－194，199臥

15．Some　character1st1cs　of　red11ght－mduced　ant1－

　　funga1　substance（s）　aga1nst　Bo〃〃κs　α〃θ昭α

　　produced1n　broadbean1eaf1ets　Is1am，S　Z，Y

　　Honda　and　S　Arase，Jouma1of　Phytopatho1ogy，

　　147：65＿70．1999．

16．Suppress1on　and　react1vat1on　of　UV－mduc1b1e

　　sporu1at1on　by　b1ue　11ght　1n　3ゆoZαη8　0γμzαθ

　　K1hara，J，Y　Watanabe　and　Y　Honda
　　Mycosc1ence，40363－366．1999

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．野生ハナバチ類の利用．前田泰生，岐阜養蜂組合連

　合会研修会，1999．

z園芸植物の送粉昆虫としてのハリナシバチ類．手塚

　俊行⑧前田泰生，日本昆虫学会第58回大会講演要

　旨集，叫96．1998．

aレンゲにおけるマメコバチ0∫〃o　oo閉怖o〃sの最

　適放飼密度．吉田桜⑧前田泰生，平成11年度日本

　応用動物昆虫学会中国支部⑧日本昆虫学会中国支部

　合同例会．

4大玉トマトでのマメコバチ0s〃o　oo閉獅o〃8の受

　粉効果．前田泰生，平成11年度日本応用動物昆虫

　学会中国支部⑧日本昆虫学会中国支部合同例会。

5．人工河川底質における水生昆虫群集の形成過程．片

　岡大輔⑧星川和夫，日本昆虫学会第58回大会講演

　要旨集，p脳，199＆

6．人工河床の水生昆虫群集はどれほど多様か？鍵野

　順一⑧星川和夫．日本昆虫学会第59回大会講演要

　旨集．P．25．1999．

7．二⑧三の植物及び病原菌における赤色光による病害

　抵抗性の誘導．梅津博充⑧S　Z．Is1am⑧本田雄一，

　平成10年度日本植物病理学会関西部会講演要旨予

8
．

稿集，P，37．1998一

ガンマー線照射によ’り誘導したイネ突然変異系統

M1009の耐病性について．荒瀬栄⑧趨昌民⑧秋光

和也⑧一井眞比古⑧山本幹博，平成10年度日本植

物病理学会関西部会講演要旨予稿集事p38．1998．

λ3φoZα桃S肋o∫〃αの分生胞子形成における光調

　　節反応．木原淳一⑧森脇明弘⑧本田雄一，平成10

　　年度日本植物病理学会関西部会講演要旨予稿集，p

　　80．　1998．

1α赤色光による30榊鮒α〃㈱αに対するソラマメの

　　抵抗性誘導の形態学的研究明石寛道⑧S　Z　Is1am⑧

　　本田雄一⑧荒瀬栄，平成11年度日本植物病理学会

　　大会講演要旨予稿集，p11．1999

11．

12．

1＆

14

イネごま葉枯病菌3砂oZα㈹o㎎脇から単離した紫

外線誘導遺伝子の解析．木原淳　⑧本田雄一，平成

11年度日本植物病理学会関西部会講演要旨予稿集，

P，15．1999。

非親和性いもち病菌レースによるイネ葉鞘細胞への

拒否性の誘導。森祐一郎⑧荒瀬栄⑧本田雄一，平成

11年度日本植物病理学会大会講演要旨予稿集，

p60．　1999．

イネいもち病菌の分生胞子発芽液中に存在する毒性

物質（16）オオムギを用いた毒素単離の試み。葉山

智代⑧原島哲也⑧荒瀬栄⑧本田雄　，平成11年度

日本植物病理学会大会講演要旨予稿集，p60．1999

イネいもち病菌に出現した異常形態胞子．荒瀬栄⑧

久保田恵美⑧本田雄一，平成11年度日本植物病理

学会大会講演要旨予稿集，p157．1999

1a細菌の生育に及ぼすフルボ酸の影響．井藤和人⑧巣

　　山弘介⑧山本広基，第14回日本腐植物質研究会講

　　演要旨集，p叫33－34，199＆

岨

1τ

水田の土壌生態系に及ほす農薬の影響評価一微生物

バイオマスの変動一．岡本悠子⑧生嶋隆博⑧梶原真

二⑧古賀伸和⑧宮本ひとみ⑧巣山弘介⑧井藤和人⑧

山本広基，日本農薬学会第23回大会講演要旨集，

P－126．1999．

2，4－D資化性菌の生存性および分解能の安定性に及

ぼす易分解性有機物の影響．井藤和人⑧湯之谷洋一⑧

神田理恵⑧巣山弘介⑧山本広基，日本土壌微生物学

会第1999年度大会講演要旨集，p22．1999

1＆水田土壌中の微生物バイオマスの測定法の比較．梶

　　原真二⑧生嶋隆博⑧古賀伸和⑧宮本ひとみ⑧巣山弘

　　介⑧井藤和人⑧山本広基，日本土壌微生物学会第

　　1999年度大会講演要旨集，p24．1999
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19．水田土壌微生物フロラの変動と農薬の影響。生嶋隆

　　博⑧梶原真二⑧古賀伸和⑧宮本ひとみ⑧巣山弘介⑧

　　井藤和人⑧山本広基，日本土壌微生物学会第1999

　　年度大会講演要旨集，p25．1999

20除草剤ベンチオカーフの還元的脱塩素菌（群）の生

　　態学的特徴にっいて．井藤和人⑧川田敏子⑧巣山弘

　　介⑧山本広基，日本土壌肥料学会講演要旨集第45

　　集，叫65，199臥

21　Env1ronmenta1prob1em　of　chem1ca1s　and　future

　　perspect1ve－Ecotox1co1og1ca1r1sk　assessment

　　ofpest1c1desms011－Yamamoto，H，Proceedmgs

　　of6th　Intemat1ona1Sympos1um　on　Env1ron－

　　menta1Issues　and　A1temat1ves　for21C，pp1－8．

　　1999．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．今月の虫，キバナヒメハナバチル伽θ〃α肋〃〃。

　　前田泰生，インセクタリゥム，36101．1999

2．中海本庄工区の種多様性に関する調査．国井秀伸⑧

　　高安克己⑧大谷修司⑧清家泰⑧劇榊夫⑱趨1傲樹⑧

　　大塚攻⑧神谷要⑧矢部徹，第7期プロ⑧ナトゥーラ⑧

　　ファンド助成成果報告書，pp23－29．1998

ユ島根県斐伊川水系の昆虫観淀江賢一郎⑧劇11和夫⑧

　　斎藤光夫1門脇久志⑧尾原和夫，ホシザキクリーン

　　財団研究報告，2：7－86．1998．

4．湖を語ろう一トンボ．星川和夫，朝日新聞9月29

　　日，1998．

5．中海沿岸に生息する節足動物，特にヘラムン個体群

　　の生産量．中野浩⑧下瀬貴子⑧星川和夫，平成9－1O

　　年度科学研究費補助金（基盤研究B2課題番号

　　09480122．研究代表者清家泰）研究成果報告書，

　　pp．145－160．　1999．

a島根県の水環境と水生昆虫をめぐる諸問題．淀江賢

　　一郎⑧市川憲平⑧星川和夫⑧他，ホシザキグリーン

　　財団シンポジウム資料集，p叫1－32．1999，

7光環境と糸状菌および糸状菌病．本田雄　，島根病

　　虫研報，24：5－28．1999．

8．赤色光による病害抵抗性の誘導．梅津博充⑧S　Z．

　　Is1am⑧本田雄一，島根病虫研報，2455－57．1999

9　ソラマメの赤色光誘導抵抗性の形態学的研究．明石

　　寛道⑧S．Z　Is1am⑧本田雄一⑧荒瀬栄，島根病虫

　　研報，24：59－63．1999

10．ガンマー線照射により誘導したイネ突然変異系統

　　M1O09の耐病性にっいて．荒瀬栄⑧趨昌民⑧秋光

　　和也⑧一井眞比古⑧山本幹博，日植病報，触：622．

　　1998．

11．3φo1α桃8肋o砂伽の分生胞子形成における光調

　　節反応．木原淳一⑧森脇明弘⑳本田雄一，日植病親

　　㊧盈：632＿633，　199＆

1Z赤色光による3o榊眺伽㈱αに対するソラマメの

　　抵抗性誘導の形態学的研究明石寛遣⑧S　Z　Is1am⑧

　　荒瀬栄，日植病報，㊧5326．1999

1a

14

非親和性いもち病菌レースによるイネ葉鞘細胞への

拒否性の誘導。森裕一郎⑧荒瀬栄⑧本田雄．日植

病報，髄1350，199臥

イネいもち病菌の分生胞子発芽液中に存在する毒性

物質（16）オオムギを用いた毒素単離の試み。葉山

智代⑧原島哲也⑧荒瀬栄⑧本田雄　，日植病親鋸

350．　1999．

15イネいもち病菌に出現した異常形態胞子．荒瀬栄⑧

　　久保田恵実⑧本田雄一，日植病報，鵠396，199軌

1α環境に優しい植物保護（剤）をもとめて。荒瀬栄、

　　環境広報，島根大学環境汚染防止対策委員会，

　　ppユ1－13．　1999．

17．　Host－spec1f1c　toxms　produced　by吻卿αヵo材加

　　卿8gα，Ev1dence　for　ro1e　as　determmants　of　bas1c

　　compat1b111ty　m　b1ast　d1sease　Arase，S，T

　　Hayama　and　Y　Honda　Proceed1ngs　of　the5th

　　Intemat1ona1Semmar　SUBSEC　（Research

　　Network　for　Sustamab1e　Bioproduct1on　Systems

　　on　Env1ronmenta1Conservat1on），pp4－11．1999

18．Effect　of　Pheno11c　Ac1ds　on　Transformat1ons　of

　　Ch1oropheno1s　by　a　Cono1us　vers1co1or　Laccase，

　　Itoh，K，MFu11ta，KKumano，KSuyamaandH

　　Yamamoto，Proceedmgs　ofthe5th　Intemat1ona1

　　Sem1nar　SUBSEC　（Research　Network　for

　　Sustamab1e　B1oproduct1on　Systems　on　Env1ron－

　　menta1Conserv’at1on），pp44－52．1999
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生態環境工学講座

Eco1ogica1Engineering

相　崎　守　弘　　⑧

Mor1h1ro　AIzAKI

長　縄　貴　彦　　⑧

Takah1ko　NAGANAwA

山　口　啓　子

Keiko　YAMAGUcHI

若　月　利　之

Tosh1yuk1WAKATsUKI

佐　藤　利　夫

Tosh1o　SAT0H

土壌圏分野研究室

若月利之（土壌圏生態工学）

1）アフリカの生態環境の修復と食糧増産

2）土壌生態系の機能を活用した汚水浄化

3）熱帯雨林の環境土壌学

長縄貴彦（土壌生化学，土壌生態学）

1）土壌からの炭酸ガスの発生に関する研究

2）コンピュータ技術の土壌学分野への適用

　本講座は，良好な自然の保全や，すでに失われた自然

の修復をはかるための新しい学問分野，生態環境工学

（エコテクノロジー）を学ぷ講座です．本講座では，環

境科学や生態学をべ一スに地球環境問題，地域の環境問

題についての教育および研究を行っています．研究対象

分野は主に水圏と土壌圏です．

　水圏分野では，生物や機能性ろ材を用いた水質浄化技

術の開発，近くにある宍道湖⑧中海の水質保全やG　I　S

手法を用いた流域管理にっいて研究しています。また，

水質浄化に役立っ機能性材料の開発や水の殺菌技術にっ

いても研究を進めています．

　土壌圏分野では，アフリカの劣化集水域での食糧増産

と生態環境の修復を計る研究開発プロジェクトや，土壌

圏の機能を活用した多段土壌層法による生活系排水の高

度浄化に取り組んでいます．また，土壌からの炭酸ガス

の発生に関する研究やコンピューター技術の土壌学分野

への適用についても研究を進めています。

　主な研究テーマは以下の通りです．

水圏分野研究室

相崎守弘（水圏生態工学，陸水学）

1）水生植物やヤマトシジミを使った水質の直接浄化技

　　術の開発

2）中海や宍道湖など湖沼の水質特性解析

3）G　I　S（地理情報システム）を使った霞ケ浦などの

　　湖沼流域管理

山口啓子（水圏生態工学，貝類学）

1）汽水環境における底生生物の分布と機能評価

2）二枚貝の生態解析

佐藤利夫（環境応答生物学，環境衛生工学）

1）疫学的安全性が高い水の殺菌技術の開発

2）環境低負荷型の水質浄化技術の開発

3）多機能性水質浄化材料の開発

1
．

1
。

2
。

a

　　　　　　　　〔著　書〕

Sawah　systems　for1ntegrated　watershed　man－

agement　ofsma11m1and　va11eys　m　West　Afr1ca

Wakatsuk1，T，Y　Shmmura，E　Otoo　and　G　O

O1amyan，肋Food　and　Agr1cu1ture　Organ1zat1on

of　the　Un1ted　Nat1ons　ed，Water　Reports17

“Inst1tut1ona1　and　Techn1ca1　Opt1ons　m　the

Deve1opment　and　Management　of　Sma11－sca1e

Imgat1on”，FAO，Rome，pp45－60．1998

　　　　　　　　〔論　文〕

中海本庄工区の水質特性．相崎守弘⑧秋葉道宏，

Laguna（汽水域研究），5175－182．1998

塩濃度の変化から推定した本庄水域の表層水の交換

率，小池文人⑧相崎守弘⑧清家泰⑧秋葉道宏⑧奥村

稔⑧藤永薫，Laguna（汽水域研究），碕19－25．1999

中海本庄工区に設置された潮通しパイプ交換水の水

質特性福井真司⑧青井亜矢子⑧藤岡克己⑧前田伊

佐武⑧三浦真吾⑧相崎守弘，Lagma（汽水域研究），

6：37－42．　1999．

4中海本庄工区の水質特性と潮通しの影響．藤岡克己⑧

　青井亜矢子⑧前田伊佐武⑧相崎守弘，Laguna（汽

　水域研究），岱：43－48．1999．

5本庄工区への負荷量の算定と水質浄化能の評価。相

　崎守弘⑧今吉篤子，Laguna（汽水域研究），649－

　55．　1999．

α中海本庄工区における植物プランクトンの種類組成

　と現存量の季節変化大谷修司⑧清家泰⑧奥村稔⑧

　相崎守弘，Laguna（汽水域研究），663－71．1999

τ土壌生態系を用いた水質浄化，土壌圏の生態工学．

　若月利之⑧増永二之⑧暑田賢⑧白浜松重⑧善波孝人⑧

　原田剛臣，用水と廃水，4⑰874－882．1998

＆西アフリカにおける環境保全型総合農村開発の試み

　若月利之，開発学研究，⑨：25－37，199＆
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9．　S011degradat1on　dur1ng　the　per1od　1967－1995，

　　IIIPart1c1e　s1ze　d1str1but1on　Mohsm　A11，M，T

　　Masunaga　and　T　Wakatsuk1，S011Sc1ence　and

　　P1ant　Nutr1t1on，44679－684．1998

10．　Landscape－sca1e　changes　1n　s011　propert1es

　　between1967and19951n　Bang1adesh，Mohsm

　　A11，M　andT　Wakatsuk1，肋SecondIntemat1ona1

　　Land　Degradat1on　Conference，‘6Meet1ng　the

　　Cha11enges　of　Land　Degradat1on　1n　the　21st

　　Century”，Khon　Kaen　Tha11and，pp22－24．1999

11．　Spatia1distribution　pattern　of　trees　in　re1ation　to

　　so11edaph1cstatusmtrop1ca1ra1nforest1nWest

　　Sumatra，Indones1a，II　D1str1but1on　of　non－

　　accumu1atmg　trees　Masunaga，T，D　Kubota，U

　　W1111am　M　Hotta，Y　Shmmura　and　T
　　Wakatsuk1Trop1cs，817－30．1999

12．S011s　of　noodp1a1ns　of　West　Afr1ca　genera1

　　fert111typarametersBur1，MM，FIsh1da，D

　　Kubota，T　Masunaga　and　T　Wakatsuk1，S011

　　Sc1ence　and　P1ant　Nutnt1on4537－50．1999

1a　H1gh　qua11ty　water　remed1at1on　by　the　mu1t1－s011－

　　1ayer1ng　method　Masunaga　T，M　Sh1rahama　T

　　Ina1sh1and　T　Wakatsuk1，肋the　Proceedmgs　of

　　the12th　Intemat1ona1Conference　on　Chem1stry

　　for　Protect1on　of　the　Env1ronment　Nanjmg，

　　Ch1na　pp303－309．1999

14．無機イオン交換体⑧吸着体の特性を利用した多機能

　　性水質浄化材による浄化槽処理水の殺菌と水質改善

　　佐藤利夫⑧砂山俊二⑧鈴木喬⑧大久保彰，浄化槽研

　　究，1⑰：15－25．1998．

15．銀吸着型アロフェンによる水中微生物の不活化⑧殺

　　菌．砂山俊二⑧佐藤利夫⑧鈴木喬⑧小野寺嘉郎，防

　　菌防徽誌，27：633－640，199軌

1aイタヤ貝の浮遊幼生に対する止水海水飼育系と流水

　　海水飼育系における飼育水中の細菌相の影響。勢村

　　均⑧山本倫久⑧佐藤利夫，日本海水学会誌，54：

　　267＿275．　1999．

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．人工的に改変された中海本庄工区の底層環境と底生

　生物の分布　堀伸子⑧秋葉道宏⑧相崎守弘⑧今岡務，

　第33回日本水環境学会年会講演集，p21．1999

2．GISを用いた土浦市の流域管理システム．相崎守弘⑧

　松重　夫⑧三浦真吾，第33回日本水環境学会年会

3
。

4
．

5
．

a

7
．

講演集，叫36．1999

ゼイオライト水耕法による栄養塩除去特性と植物の

成長．細田真由美⑧秋葉道宏⑧相崎守弘⑧紬見正明，

第33回日本水環境学会年会講演集，p70．1999

ゼオライト水耕法による下水二次処理水の水質浄化

機構に関する研究秋葉道宏⑧細田真由美⑧相崎守

弘⑧細見正明，第33回日本水環境学会年会講演集，

叫195．1999一

中海⑧本庄工区に設置された潮通しパイプ交換水の

水質特性福井真司⑧相崎守弘⑧藤岡克己⑧青井亜

矢子，第33回日本水環境学会年会講演集，p300．

1999．

市町村をべ一スとした地理情報システム（GIS）に

よる流域管理システムの開発松重一夫⑧相崎守弘⑧

三浦真吾，第33回日本水環境学会年会講演集，皿

407．　1999．

ヤマトシジミを用いた汽水の水質浄化に関する研究

相崎守弘⑧福地美和⑧前田伊佐武⑧第33回日本水

環境学会年会講演集p436．1999

＆中海の環境アセスメント．相崎守弘，第33回日本

　　水環境学会年会講演集，p78．1999

λ中海本庄工区の水質特性皿、藤岡克己⑧青井亜矢子⑧

　　前田伊佐武⑧相崎守弘，日本陸水学会第64回大会

　　講演要旨集，p79．1999

1α土壌生能系を用いた水質浄化若月利之，土壌浸透

　　浄化技術研究会設立記念講演会，土壌による排水処

　　理の技術的可能性，大阪，1998．

11．JICA研究協カ「農民参加によるアフリヵ型谷地田

　　総合開発一ガーナ」の中間報告。若月利之，京都大

　　学東南アジア研究センター農村開発研究会，京都，

　　1999

1Z　Conceptua1framwork　for　r1ce　deve1opment　and

　　the　restorat1on　of　env1ronment1n　West　Afnca

　　Wakatsuk1，T　and　E　Otoo，JICA主催国際ワー

　　クショップ「西アフリカの稲作振興と環境保全」，

　　東尽，PP1－17．1999

1a　JICA研究協力「農民参加によるアフリカ型谷地田

　　総合開発」中間報告。若月利之，第36回日本アフ

　　リカ学会学術大会研究発表要旨，皿58．1999

14サヘルにおける農民の土壌観と分析結果との比較一

　　ニジェール⑧マタンカリ村の事例から．林慶一⑧若

　　月利之，第36回日本アフリカ学会学術大会研究発

　　表要旨，p－50，199軌

15．アフリカの稲作振興と環境修復一JICA研究協力
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　　「ガーナ谷地田総合開発」．若月利之⑧増田弘⑧

　　EOtoo，第9回日本熱帯生態学会講演要旨集P朋，

　　1999．

1a　Tree11tterfa11and　nutr1ent　dynam1cs　m　a　trop－

　　1ca1ram　forest　m　West　Sumatra，Indones1a

　　Hemansah⑧増永二之⑧若月利之，第9回日本熱

　　帯生能学会講演要旨集，P46．1999

17．西スマトラ熱帯雨林における樹木の養分利用効率．

　　増永二之⑧Hermansah⑧堀田満⑧若月利之，第9

　　回日本熱帯生態学会講演要旨集，p47．1999

1＆S011，water　and1and　use　dynam1cs　a1ong　the

　　transect1mes　of　m1and▽a11eys，Ashant1，Ghana

　　Asubonteng，K．O．，皿Kubota　and　T．Wakatsuki，

　　日本土壌肥料学会講演要旨集第45集，叫167．1999．

19．ミレット茎マルチによるハルマッタンダストの補集

　　効果，林慶一⑧若月利之，日本土壌肥料学会講演要

　　旨集第45集，p．167．1999．

20．Ind1ca　r1ce　performance　under“ra1nfed’’cond1－

　　t1on　us1ng　po1yo1ef1n－coated　urea　as　the　N－source

　　Fasho1a，O　O　and　T　Wakatsuk1，日本土壌肥料学

　　会講演要旨集第45集，叫215，199凱

21．多段土壌層法水質浄化システムによる生活排水の高

　　度処理一温暖化カスの発生特性および環境ホルモン

　　除去効果．増永二之⑧森純一⑧稲石高雄⑧白浜松重⑧

　　若月利之，日本土壌肥料学会講演要旨集第45集，

　　叫263．1999．

22．多段土壌層法式新技術浄化槽における最適送気条件

　　のpH制御．若月利之⑧中西資文⑧増永二之，日本

　　土壌肥料学会講演要旨集第45集，p264．1999

23．多段土壌層法による河川浄化システムの開発一シス

　　テムの透水係数と最大負荷量の検討。森純一⑧増永

　　二之⑧稲石高雄⑧白浜松重⑧若月利之，日本土壌肥

　　料学会講演要旨集第45集，叫264．1999．

24．S011charactenst1cs　under　spec1f1c　tree　spec1es　m

　　a　trop1ca1ra1nforest1n　West　Sumatra，Indones1a

　　Hermansah，T　Masunaga，D　Kubota　and　T．

　　Wakatsuk1，日本土壌肥料学会講演要旨集第45集，

　　p．267．　1999．

25Impact　ofsawah　on　r1ce　based　farmmgsystem　of

　　1n1and　va11ey　watershed　m　Ashant1，Ghana

　　Aman－Affu1，E　and　T　Wakatsuk1，日本土壌肥料

　　学会講演要旨集第45集，皿268．1999．

26．S011s　ofWest　Afr1ca1ow1ands　Su1furand　zmc　as

　　1m1tmgfactorstor1ceproduct1onBur1，MM

27．

2＆

29

30。

31。

3Z

33。

34。

35。

36．

and　T　Wakatsuk1，日本土壌肥料学会講演要旨集

第45集，P，268．1999．

ジオスタティスティクスを用いた造成農地における

土壌理化学性の空間的⑱時間的変異の解析．長縄貴

彦⑧斉藤万之助⑧沖田良隆⑧宍戸信貞⑧矢内純太⑧

小崎隆，日本土壌肥料学会講演要旨集第45集，皿

165．　1999．

アフリカの自然と人一コメント．若月利之，国際高

等研究所公開セミナー「環境問題と食料生産の調和

をめざして一アフリカからの発想」，京都，1999．

アジァの開発経験及びそのアフリカにおける適用可

能性一西アフリカにおけるアジア諸国の水田開発プ

ロジェクトの比較と評価．若月利之，平成11年度

開発援助研究セミナー，国際開発局等教育機構（F

ASID），東尿，PP1－21．1999

Bacter1c1da1act1v1ty　of　hydrota1c1te　for　concreat

repa1Yang，W，TNonakaandT　Sato，第53回

農業土木学会中国四国支部講演会要旨集，pp193－

195．　1998．

イオン交換膜電気透析法の大腸菌ファージ（Qβ）

に対する不活化効果．佐藤利夫⑧砂山俊二，日本防

菌防徽学会第26回年次大会講演要旨集，皿85．

1999．

飼育水中の細菌相の変動が二枚貝幼生の生残⑧成長

に与える影響（2）一幼生飼育に良好な細菌相構築

への有用微細藻類培養液の寄与一．佐藤利夫⑧砂山

俊二⑧勢村均，日本海水学会第50年会講演要旨集，

P．123．　1999．

Ant1m1crob1a1act1v1t1es　and　phys1ca1propert1es

of　repa1r　w1th　hydrota1c1te1n　wastewater　treat－

mentp1antYangW，TNonakaandTSato，平
成11年度農業土木学会大会講演，pp．6俗649．

1999．

リン酸イオン高選択性無機イオン交換体による浄化

槽処理水からのリン除去。佐藤利夫⑧鈴木喬⑧川本

有海⑱大久保彰，第2回水環境シンポジウム講演集

ppユ6－17．　1999。

石炭灰⑧石炭殻を用いたモルタルの生物膜形成とそ

の改質に関する研究．野中資博⑧山本広基⑧佐藤利

夫，第54回農業土木学会中国四国支部講演会要旨

集，・PP，152－154，199臥

リン酸イオン高選択性無機イオン交換体（TPEX）

のリサイクル利用について。生越学⑧佐藤利夫⑧川

本有海⑧大久保彰⑧鈴木喬，第13回全国浄化槽技
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　　術研究集会講演要旨集，pp71－75．1999．

37．改質ハイドロタルサイトによる浄化槽処理水の殺菌

　　およびリン除去．砂山俊二⑧佐藤利夫⑧川本有海⑧

　　大久保彰⑧鈴木喬，第13回全国浄化槽技術研究集

　　会講演要旨集，p皿76－81．1999．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．屋外実験池におけるラン藻類の組成変化～こ与える供

　　給N／P比及び雑食性魚類の影響．稲田敏之⑧相崎

　守弘⑧福島武彦⑧松重　夫⑧朴済哲，茨城公技研報，

　9：　13＿25．　1999．

2多段土壌層式浄化ンステム開発へ．若月利之，山陰

　経済ウイークリー，1999年2月16日号．

3．水中のべ一タエストラジオール等の除去方法．藤本

　充⑧若月利之⑧増永二之⑧喜田賢，特許出願公告，

　特願平11－85722．1999

4Conceptua1framwork　for　r1ce　de▽e1opment　and

　the　restorat1on　of　env1ronment　m　West　Afr1ca

　若月利之，JICA主催国際ワークショップ「西アフ

　　リカの稲作振興と環境保全」，東尿，PP1－17．1999．

5．西アフリカにおけるアジア諸国の水田稲作開発プロ

　　ジェクトの比較と評価．若月利之，外務省一

　FASID（国際開発高等教育機構）委託研究報告書，

　「アジア開発経験及びそのアフリカにおける適用可

　育旨’性」，　pp．1－21．　1999．

αInter1m　Report　of　The　JICA／CRI　Jomt　Study

　Project　on　The　Integrated　Watershed　Mange－

　ment　of　In1and　Va11eys　Wakatsuk1，T，E　Otoo，

　WAndahKAsubonteng，JCobb1naEOwusu，
　M　Masuda，H　Masuda　and　H　Joyce，PP1－139．

　1999．

7．総合報告書1999年5月19日，アフリカ谷地田総合

　開発，カーナ共和国．若月利之，農業生態工学短期

　専門家，国際協力事業団，pp．1－63．1999．

8．総合報告書1999年8月27日，アフリカ谷地田総合

　開発，カーナ共和国．若月利之，農業生態工学短期

　専門家，国際協力事業団，pp1－25．1999

森林環境学

　　Forestry　and　Env1ronment

北　尾　邦伸

Kunmobu　KITA0

片　桐　成　夫

Sh1geo　KATAGIRI

川　口　英　之

H1deyuk1KAwAGUcHI

山　本伸　幸

Nobuyuki　YAMAM0T0

井　口　隆　史

Takash1IGUcHI

小池　浩　郎

K01ch1ro　KoIKE

長　山　泰　秀

Yasuh1de　NAGAYAMA

　現在は人間と森林との関係が乱れている．人間と森林

がより好ましい関係を持ち，森林の健全な保全と利用を

図るためには，森林についての自然科学的解明と社会科

学的アプローチの双方が不可欠である．環境問題は基本

的には社会システムの問題であり、そして，生態学的な

自然認識をふまえて解決していくべき問題である。

　当講座では，このようなかまえをもって，Eco1ogy

系とEco－P1annmg系に大別して研究教育を行い，共通

して森林環境問題にあたろうとしている．Eco1ogy系

研究室は，森林生態学（片桐，長山）と森林生産学（川

口），Eco－P1ammg系研究室は，森林計画学（北尾），

森林環境評価学（小池，山本），森林経済学（井口）の

研究教育分野に分かれている。

Eco－P1am1ng系研究室

北尾邦伸

1）森林の多様な整備を流域ごとに骨格を与え，総合計

　画化する流域管理システム。

2）里山の自然に関する調査研究とその保全のための手

　法の開発。

3）公共財⑧環境財としての森林の管理への市民参加と

　合意形成に関する計画論的接近．

4）エコツーリズムに関する実態分析と政策提…1。

井口隆史

　今，最も関心を持っている研究課題は，山村における

農林複合経営の維持⑧発展方策と住民の定住である．具

体的には，典型的な中山間地域である中国山地山村の過

疎高齢化問題と農林複合経営の一環としての木材生産の

実態とその発展可能性を明らかにすることである．
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小池浩　郎

1）木質バイオマスの活用のための技術システム，社会

　システムの研究．

2）地域の森林に関する包括的表現体系の研究．

山本伸幸

1）森林関連統計体系の整合的な構築を目指す森林資源

　勘定の研究．特に最近はG　I　S等を用いた，土地勘

　定の構築について模索．

2）農山村地域の社会経済循環構造の研究．特に社会会

　計行列の，日本の農山村地域への適用について検討．

Eco1ogy系研究室

片桐成夫

　森林生態系における物質循環について落葉広葉樹林を

対象として土壌での有機物の分解，樹体内での物質の移

動，リターフォールによる養分還元量，林内小渓流での

有機物の収支，動態，下流への流出などの研究を行って

いる．また，燃料採取などの人問の干渉が森林生態系に

与える影響について研究している．さらにスギ人工林及

び落葉広葉樹林において林外雨，林内雨，樹幹流の水質

分析を行い，酸性雨が森林に及ぼす影響を研究している．

川口英之

　樹木は光や養分などの資源を有効に利用して有機物を

生産する．資源の利用様式は樹木個体の置かれている資

源環境によって可塑的に変化し，さらにそのふるまいが

光や養分なとの資源の存在様式を決定する．このような

樹木個体と資源環境の相互作用系として森林生態系内の

物質の流れを評価し，個体群と生産力の維持機構を明ら

かにする研究を行っている．

長山泰秀

　森林生態系の構造と光環境の相互作用の研究を行なっ

ている　樹冠における葉の配置がそれより下の光環境を

規定し，その光環境がその場所における葉と枝のシ・ステ

ム（年枝）の存否を決定するという相互作用と，それぞ

れの種の光環境形成と光環境に対する反応のデータをも

とに，森林構造の決定機構そのものへのアプローチを試

みている．

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1。森林社会への道。北尾邦伸，山田勇編「森と人のア

　ジア」，昭和堂，京都，pp．234－257．1999．

2。アメリカの土地フロンティアの終焉，コメント（翻

　訳）．山本伸幸，コードンんブラドリ　編著（岡

　裕泰⑧田中伸彦訳編）「都市と森林のインタiフェ

　イス」，森林計画学会出版局，東呆，pp239－242．

　1999．

1
。

z

3
。

4

5
．

α

7
．

8
．

9
．

10．

　　　　　　　　　〔論　文〕

森をめぐる営みの確かさ一日本の「山村らしさ」に

あったもの，あるもの一。北尾邦伸，森林科学，25：

9－15．　1999．

農の風景一里山の景観保全がムラとマチをつなく．

北尾邦伸，エコソフィァ，3：20－23．1999．

親子の繋がりからみた東北地方山村の現状と今後の

展望一遠野地域の山村集落を例に一。奥田裕規⑧井

上真⑧立花敏⑧安村直樹⑧山本伸幸⑧久保山裕文，

林業経済研究，4437－42．1998

人的繋がりからみた首都圏近郊山村の現状と展望一

埼玉県大滝村を事例に一。立花敏⑧井上真⑧安村直

樹⑧奥田裕規⑧山本伸幸⑧久保山裕文，林業経済研

究，44：67－72．1998．

人的繋がりからみた中国地方山村の現状と展望一島

根県の山村集落を事例に一。山本伸幸⑧井上真⑧立

花敏⑧奥田裕規⑧安村直樹⑧久保山裕文，林業経済

研究，44：79－84．1998．

農山村SAMの展開一環境セクター⑧公共セクター

への拡張の可能性一．山本伸幸⑧小倉波子，地域学

研究，28：231－241．1998．

Nutr1ent　dynam1cs　and11gunoce11u1ose　degrada－

t1on　m　decomposmg肋θ㏄〃8∫θ閉α肋1eaf11tter

Sa1amanca，F　E，N　Kaneko，S　Katag1r1and　Y

Nagayama，Eco1og1ca1Research，13199－210．1998

都市公園内に保存された常緑広葉樹林のリターフォー

ル量。片桐成夫⑧吉村徳彦⑧長山泰秀，島根大生資

研報，315・10，199＆

Po1ymorph1c　m1crosate111te　markers　m　Japanese

horse　chestnut　λθ80ω肋8　肋7肋〃砿α　B1ume

Mmam1，E，γIsag1，Y　Kaneko　and．H　Kawa－

guchi，Mo1ecu1ar　Eco1ogy，7：1616－1617，199＆

Nitrogen　resorption　from　need1es　of〃舳8

肋〃肋θ峨z　Par1growmg　a1ong　a　topograph1c

grad1entofso11nutr1entava11ab111tyEnok1Y

and　H　Kawaguch1Eco1og1ca1Research，14　1－8．

1999．
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11．D1oecy－mduced　spat1a1patterns　of　two　codom1－

　　nant　tree　spec1es，月oσ06αη）〃8〃α卯andハ尼o1砿sθα

　　αozo〃α吻　Nanam1，S，H　Kawaguch1and　T

　　Yamakura，Jouma1of　Eco1ogy，87678－687．1999

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．落葉広葉樹林内の小渓流における有機物の動態につ

　いて　勝部竜彦⑧片桐成夫，第40回日本緑化工学

　会研究発表要旨集，pp郷班，1999－

2．トチノキ繁殖個体のアロケーション。川口英之⑧荒

　木眞岳⑧榎木勉⑧井鷺裕司紬金子有子，第46回日

　本生態学会大会要旨集，p199．1999

3．御蓋山におけるナギとイヌカンの成長と死亡に対す

　る隣接個体の影響．名波哲⑧川口英之⑧山倉拓夫，

　第46回日本生態学会大会要旨集，p208．1999

4．構造の不均一な林冠下における鋤o閉ヵα榊鋤一

　〃肋α稚樹の分布と成長一サラワク州クバでの測

　定一．榎木勉⑧川口英之⑧中静透⑧Aban　A．

　Ham1d　第46回日本生態学会大会要旨集，P193．

　1999．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．環境を守る．北尾邦伸他，鬼頭秀　編「環境の豊か

　　さをもとめて」，昭和堂∵京都P叫28映30軌199軌

2林業という産業．北尾邦伸，林業経済，⑮O015－16．

　　1998．

3　日本の林業経営の本丸的存在。北尾翔申，森林組合，

　　343：20＿27．　1999．

4公的森林管理の必要性と森林資源の活用策　北尾邦

　　伸，森林組合，344：16－1＆1999

5明日の林業を目指す．北尾邦伸，森林組合，3蝸15

　　－21．　1999．

6。森のゼロエミッション基本構想。北尾邦伸他，兵庫

　　県，pp．1－82．1999．

7．森林・木材資源を活用したバイオマス発電の導入と

　　その条件整備に関する研究報告書．北尾邦イ軋pp

　　23＿88，　99＿104．　1999．

8．食糧⑧農林漁業．北尾邦伸他，月刊自治研1999年2

　　月号，PP－149－158．1999．

臥日本の過疎山村集落の変貌と現状．井口隆史⑧伊藤

　　勝久，国際学術研究報告書「環日本海諸国における

　　過疎問題の比較調査一韓国⑧中国⑧日本を中心に一」，

　　pp．12－16．　1999．

10．森林組合の素材生産⑧林産加工事業への取り組みの

11．

12。

実態と問題点一島根県斐伊川流域⑧飯石郡森林組合r

井口隆史，「平成9年度林業事業体の育成強化に関

する調査」，全国森林組合連合会，p皿90－112，

199＆

森林資源勘定一アメリカ合州国における試行一．山

本伸幸，科研成果報告書「日韓の森林関連産業に環

境問題が与えた影響の比較分析一」，p叫183－197．

1999．

Forest　resource　a㏄ounts　and　trade　mode1

Yamamoto，N，肋“Steps　toward　strateg1es　for

forest　conservat1on　part4’’，Inst1tute　for　g1oba1

env1ronmenta1strate91es，PP5－31．1999

1a森をはかる一落葉量一．片桐成夫，森林科学，25

　　38，199臥

14 Commun1ty　structure1n　a　forest　dommated　by

two　d1oec1ous　tree　spec1es，Podooαゆ〃s拠螂and

肋o腕θoo伽〃肋α．名波哲⑧川口英之，平成8－10

年度基盤研究C2（代表川口英之，課題番号

08660189）研究成果報告書，pp1－34199軌

15。遺伝子解析によるナギの雌雄判別．川口英之⑧杉崎

　　早千恵⑧名波哲，平成8－10年度基盤研究C2（代表

　　川口英之，課題番号08660189）研究成果報告書，

　　pp．35－66．　1999．

1a御蓋山におけるナギとイヌカシの光と窒素の資源利

　　用．舘野隆之輔⑧川口英之⑧名波哲，平成8－10年

　　度基盤研究C2（代表川口英之，課題番号08660189）

　　研究成果報告書，pp67－105．1999
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　　　　　　生命工学科

Department　of　Life　Science
　　　and－Biotechno1ogy

応用生命工学

　　App11ed　B1osc1ence　and　B1otechno1ogy

松　田　英　幸　⑧

H1deyuk1MATsUDA
横　田　一　成　⑧

Kazush1ge　Y0K0TA

長　屋　　　敦　⑧

Tsutomu　NAGAYA

西　村　浩　二

Koh］1NIsHIMURA

澤　　　嘉　弘

Yosh1h1ro　SAwA

川　向　　　誠

Makoto　KAwAMUKAI
田　中　克　典

Katsunor1TANAKA

教授　松田　英幸（H1deyuk1Matsuda）

　微生物の優れた機能を遺伝子レベル等で解明し，その

応用を目指している．新微生物のキトサン等を分解する

酵素の遺伝子の構造解析と，変異導入他により有用機能

を付与した酵索の分子設計や，遺伝子工学によるキトサ

ナーゼ等有用物質の生産制御，海藻粘性多糖類の抗菌，

免疫強化活性の解明とその応用等，機能性多糖に関する

糖鎖及び蛋白工学的研究を，共同，分担で進めている．

教授　澤　嘉弘（Yosh1h1ro　Sawa）

　微生物⑧藻類由来のアミノ酸代謝とりわけ窒素代謝に

関与する酵素群（グルタミン合成酵素，アミノ酸脱水素

酵素，トランスアミナーゼ）の構造⑧機能相関および調

節機構の解明とこれらの酵素の特性（熱安定性，基質特

異性）を部位特異的変異法やDNAシャッフリングを

用いて改変し，アミノ酸生産等への応用を目指している．

教授　横田一成（Kazush1ge　Yokota）

　食晶脂質の必須脂肪酸バランスなどによる細胞応答で

の動物細胞のアラキドン酸カスケードの栄養制御機構に

関して，主に，哺乳動物培養細胞株を用いた実験系で分

子や細胞のレベルでの調節機構を解明している．さらに，

これを発展させて，エイコサノイド産生を介した細胞増

殖，分化，免疫機能などとの関連性を研究する．

教授　川向　誠（Makoto　Kawamuka1）

　分裂酵母の細胞周期を調節するシクナル伝達系の解析

をテーマとし，現在cAMP経路やRas－MAPキナーゼ

経路の新たな制御遺伝子，その産物の機能解析を進めて

いる．これとは別に，電子伝達系の構成成分であるユヒ

キノンの生合成経路の遺伝子解析，生産性の向上および

抗酸化物質としての役割について研究している．

助教授長屋敦（TsutomuNagaya）
　不飽和脂肪酸に酸素を添加するリポキシゲナーゼ

（LOX）は動植物において重要なシグナル伝達系に関わっ

ている。このLOX酵素タンパク質の反応特性と構造の

関係の解析を遺伝子工学的にキメラ酵素を作製するなど

して行っている。また，植物細胞におけるLOX発現の

調節についてジャスモン酸などとの関連を検討している。

助教授　田中　克典（Katsunor1Tanaka）

　筒等真核生物のモテル系として非常に優れている分裂

酵母を材料にして，染色体DNA複製開始に重要な働き

を果たすORC複合体を細胞周期制御との関連を中心に

研究している．また，染色体DNA分配やテロメアの長

さの制御に関与するユビキチン様ファミリータンパク質

の機能解析を行っている。

助手　西村浩二（Kohj1N1sh1mura）

　アラキドン酸代謝の食餌因子による制御機構の研究を

動物培養細胞を用いて免疫工学的手法⑧分子細胞生物学

的手法を用いて行っている．特に，アポトーシスの誘導

を食餌因子により制御して生活習慣病の予防への応用を

指向している．また，高等植物における脂質由来情報伝

達経路に関する研究も行っており，環境ストレスや病害

虫感染の耐性への応用を指向している。

1
．

2
．

　　　　　　　　〔著　書〕

固定化酵素など12項目（今堀和友，山川民夫監修

「生化学辞典　第3版」所収），澤　嘉弘，東呆化学

同人，東尺，1998

Mo1ecu1ar　ce11b1o1ogy　of　arach1donate　cascades

and　the1r　d1etary　regu1at1on　focus1ng　cyc1ooxy－

genase1sofor皿s　K　Y0K0TA，T　M0RIsHIMA，K

KANAUMI，KTsURUHAMI，TKIsHIM0T0，andK
TAKINAMパ‘Recent　Research　Deve1op－ments　in

Agncu1tura1＆B1o1og1ca1Chem1stry”，ed　by　S　G

PANDALAI，Research　S1gnpost，Tnvandrum
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　pp．333－344．1998

3第16章，資源利用化学研究の進展と展望，3食晶，

　栄養，健康に関する生化学研究の歩みと新展開，

　「農学研究における20世紀の歩みと21世紀への展

　望」，鳥取大学大学院連合農学研究科設立10周年記

　念著書，鳥取大学大学院連合農学研究科，横田成

　pp．297－303．1998

4第13章　生命科学研究の新しい潮流，「農学研究に

　おける20世紀の歩みと，21世紀への展望」，鳥取

　大学大学院連合農学研究科設立10周年記念著書，

　鳥取大学大学院連合農学研究科，pp231－248．1998

5．細胞周期，タンパク質の輸送，川向　誠，ポイント

　がわかる分子生物学（松橋通生，真野佳博編）丸善，

　東京，PP．46－47，60－61．1999

6．食中毒，病原性大腸菌O－157，プリオンなどの危険

　性，長屋　敦，ゲノム微生物学（木村光編），シュ

　プリンカーフェアラーク東呆，PP225－228．1999

7．真核生物のDNA複製，田中克典，ポイントがわか

　る分子生物学（松橋通生，真野佳博編）丸善，東尿，

　pp．50－51．　1999

8．NAD＋一ポリ（ADP一リポース）代謝酵素（田沼靖一

　監修「改訂アポトーシス実験プロトコール2応用編」

　所収），西村浩二⑧山内淳司・阿部英明⑧丸田英晴⑧

　松村暢子，秀潤社，東景，pp．10企123．1999

　　　　　　　　　　〔論文〕

1．　Express1on　of　a　gene　for　cyc1oph111n　wh1ch

　contams　an　am1no－termma1　endop1asm1c

　ret1cu1um－target1ng　s1gna1SAIT0，T，Y　NIwA，H

　AsHIDA，KTANAKA，MKAwAMUKAIHMATsUDA
　and　T　NAKAGAwA　PZα〃Cθ〃P物szoZ，4⑪77－87．

　1999

2．　Ident1f1cat1on　of　the　GGPSl　genes　encod1ng

　gerany1gerany1d1phosphate　synthases　from

　mouse　and　human　KAIN0U，T，K　KAwAMURA，K

　TANAKA　H　MATsUDA　and　M　KAwAMUKAI
　1ガooんづηz．1ガoゆんμ＆ノ1oカα．，皿437：333－340．1999

3．Two　cytoso11c　cyc1oph111n　genes　ofλ伽6〃o抄szs

　肋α1zα〃αd1fferent1y　regu1ated1n　tempora1－and

　organ－spec1f1cexpress1onSAIT0，T，KTADAKUMA，

　NTAKAHAsHI，HAsHIDA，KTANAKA，M
　KAwAMUKAI，H　MATsUDA　and　T　NAKAGAwA
　－8づo∫oづ．一8乞oなθoκ一8ケooんθ〃z．63：632－637．1999

4．　Pur1f1cat1on，character1zat1on　and　gene　ana1ys1s

　ofW－acety1g1ucosamm1dase　from肋柘㈹6αo解sp．

　G－1Matsuo，YMKURITA，JKPARK，K．
　TANAKA，T　NAKAGAwA，M．KAwAMUKAI　and　H

　MATsUDA肋osoム肋o彪oん肋ooん㈱㊧31261－1268．

　1999

a　Iso1at1on　of　a　nove1gene，榊oo2，encod1ng　a　puta－

　t1ve　RNA　　he11case　as　a　suppressor　of

　Ster11e　Stra1nS　1n　　S0ん惚0Sα00んαγ0刎μ0θ8　カ0閉6θ．

　KAwAMUKAI，M．肋oo肋榊．励o助拠λo肋．144⑮：

　93－1O1．1999
6
．

7．

Hydroxy1Rad1ca1Generat1on　Depend1ng　on02

or　H20　by　a　Photo－cata1yzed　React1on　m

an　Aqueous　Suspens1on　of　T1tamum　D1ox1de

SHIBATA　H，Y　OGURA，Y　SAwA，and　Y．K0N0，

．8乞os〇五3乞oあθoん〃〇五。8づooんθηz．，筍2：2306－2311．1998

Effect　of　Intrace11u1ar　G1utath1one　on　Heat－

mduced　Ce11Death　m　the　Cyanobacter1um

S吻θoんoo蝸施　　PCC　6803　SUGINAKA，K，　K

YAMAM0T0，H　AsHIDA，Y　SAwA，and　H　SHIBATA，

Bz080z　3zoあθoん椛oZ　13zooんθ榊．，岱＄　1112－1115．1999

＆Co1d－Adapted　A1anme　Dehydrogenase　from　Two

　Antarct1c　Bactena1　Stra1ns　Gene　C1on1ng，

　Protem　Character1zat1on，and　Companson　w1th

　Mesoph111c　and　Thermoph111c　Counterparts．

　GALKIN，A，LKULAK0v－A，H　AsHIDAY　SAwA，and

　N　EsAKIλカゆZ五κ砂脈o〃　〃αo肋oZ，㊧540144020．

　1999

9．　Photosynthet1c　regu1atory　gene　c1uster　1n　an

　aerob1c　photosynthet1c　bactenum，R08θo6αo肪

　伽刎肋力oα鮒　　NIsHIMURA，K，H　SHIMADA，　T．

　SHINMEN，T　OBAYAsHI　T　MAsUDA，H　OHTA，and　K．

　TAKAMIYA，ノ：G吻　λクμ　〃zαo肋oZ，45　129－134．

　1999

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．キチン⑧キトサンの生化学とその応用，松田英幸，

　第8回日本応用糖質科学会近畿支部総会講演，

　1998．

z　タンパク質工学を利用したユビキノン種の自由な合

　成，川向　誠，日本農芸化学会西日本支部大会およ

　びシンポジウム講演要旨集，p19．1998

a亙肋θ㈹6αo鮒sp．G－1．の〃一アセチルグルコサミニダー

　ゼ遺伝子（伽σ1）のクローニング，松尾安浩⑧朴

　齊灌⑧石井文子⑧田中克典⑧中川強⑧川向誠⑧



島根大学生物資源学部業績目録（平成10年10月～平成11年9月） 101

　　松田英幸，同，p．26．1998

4　ヒト，マウス由来のゲラニルゲラニルニリン酸合成

　　酵素遺伝子の同定，河村圭⑧戒能智宏⑧内田尚徳⑧

　　田中克典⑧中川　強⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p

　　26．1998

5．海洋性粘性多糖食品の大腸菌0157に対する抗菌活

　　性，川本仁志⑧三木康成⑧田中克典⑧中川　強⑧川

　　向誠⑧松田英幸，同，p39．1998

6．分裂酵母のユビキノン合成に関与する妙玄1遺伝子

　　の解析，内田尚徳⑧岡田憲典⑧戒能智宏⑧鈴木謙吾⑧

　　田中克典⑧中川　強⑧松田英幸⑧川向　誠生化学，

　　70：957，．1998

7．The　s1gna1transduct1on　pathways　mvo1ved

　　1n　　sexua1　d1fferent1at1on　　1n　　f1ss1on　yeast

　　KAwAMUKAI，M，　Sympos1um　1n　Dong－A

　　Un1vers1ty，1998

＆　Orp5，a　subun1t　of　f1ss1on　yeast　ORC，1s1nvo1ved

　　1n　the1n1t1at1on　of　DNA　rep11cat1on　and　the

　　rep11cat1on　checkpomt　F，MATsUNAGA，K，

　　TANAKA　and　Y　MURAKAMI，Co1d　Spnng　Harbor

　　Meet1n1g（NY，USA）‘‘Dynam1cs　Organ1zat1on　of

　　Nuc1ear　Funct1on”pp176．1998

9．Orp5a　subun1t　of　f1ss1on　yeast　ORC，1s1nyo1ved

　　1n　the1n1t1at1on　of　DNA　rep11cat1on　and　rep11ca－

　　t1on　checkp01nt　and　the　rep11cat1on　1nh1b1t1on

　　checkp01nt，　H，KAT0H，　F，MATsUNAGA，Y，

　　MURAKAMI，K，TANAKA，THE14TH　WORKSHOP

　　OF　DNA　REPLICATION，1998，

1O．分裂酵母の染色体DNA複製開始因子Orp5タンパ

　　ク質の遺伝学的解析，加藤太陽⑧松永藤彦⑧村上洋

　　太⑧田中克典，第16回YEAST　WORK　SHOP
　　講演要旨集，p．19．1998

11．分裂酵母のSUMO－1ホモログの解析，西　智子⑧

　　田中克典，同，p．20．1998

12。分裂酵母の8Zα1遺伝子産物の局在性，田辺　香⑧

　　和久利智美⑱梅田　真⑧田中克典⑧中川　強⑧松田

　　英幸⑧川向　誠，同，p．37．1998

1a分裂酵母の14－3－3のホモロクと相互作用する因子，

　　恵良綾野⑧尾添昌美代⑧田中克典⑧中川　強⑧松田

　　英幸⑧川向　誠，同，叫38．1998

14ユビキノン欠損株の酸化ストレス感受性を抑圧する

　　8〃11，8〃Z2の解析，西岐良一⑧内田尚徳⑧戒能智宏⑧

　　田中克典⑧中川　強⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p

　　39．1998

15。

16．

1τ

18。

19

20．

21．

2Z

23．

24

分裂酵母のSUMO－1ホモログは紬胞周期制御にお

いて重要な機能を果たす，田中克典⑧西出純子⑧西

智子，第21回日本分子生物学会年会講演要旨集，

p．221．　1998

シロィヌナズナゲラニルゲラニルニリン酸合成酵素

の細胞内局在と発現解析，岡田憲典⑧斉藤武⑧中

川強⑧川向誠⑧松田英幸⑧神谷勇治，同，p

307．　1998

分裂酵母のORC構成因子Orp5はDNA複製開始

とDNA複製阻害チェックポイントに関与する，松

永藤彦⑧田中克典⑧加藤太陽⑧村上洋太，同，P．

355．　1998

分裂酵母のORC複合体構成因子Orp5タンパク質

と相互作用する因子の単離，三室孝子⑧田中克典，

同，叫355．1998

分裂酵母So肋08α㏄肋m榊㈱クo肋θのアクチン

調節タンパク質遺伝子ooρ十の解析，中野賢太郎⑧

川向　誠⑧馬淵　誠，同，p486．1998

分裂酵母の14－38ホモローグはRas－Byr2シクナル

を負に制御する，尾添富美代⑧黒川留美⑧恵良綾野⑧

田中克典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p556．1998

分裂酵母のRas－MAPキナーゼ系の欠損をバイパス

するs1a1遺伝子，和久利智美⑧田辺　香⑧梅田

真⑧田中克典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p556．

1998．

分裂酵母のCapと相互作用するタンパク質をコー

ドするo曲3遺伝子の解析，山本孝治⑧周　国雷⑧

田中克典⑧松田英幸⑧川向　誠、同，p556．1998

キチンキトサンのバイオテクノロジー最大の未利用

バイオマスヘの遺伝子工学的アプローチとその応用，

未利用資源利用研究講演会，松田英幸，北海道東海

大学環境研究所所報，66．1999

分裂酵母のSUMO－1ホモログは細胞周期において

重要な機能を果たす，田中克典，西出純子，西　智

子，第16回染色体ワークショップ，1999

25。分裂酵母oゆ5温度感受性変異株の単離と解析，加

　　藤太陽，松永藤彦，辻井良政，村上洋太，田中克典，

　　同，1999

2a新規キトサナーゼ生産菌の検索と分観　天方大貴⑧

　　松尾安浩⑧朴　齊構⑧下野久美子⑧太田ゆかり⑧田

　　中克典⑧中川　強⑧横田　明⑧川向　誠⑧松田英幸，

　　農化73：30．1999

2τ分裂酵母の榊oo1遺伝子産物のシクナル伝達系によ

　　る制御，石倉康恵⑧尾添富美代⑧田中克典⑧松田英
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　　幸⑧川向誠，同，73：209．1999

28．分裂酵母の有性生殖過程への移行を抑制する㈱α1

　　及び刎8α2の解析，Jeong　Hee　Tae⑧尾添富美代⑧

　　Cho1Yong　Lark⑧田中克典⑧松田英幸⑧川向誠

　　同，73：209．1999

29大腸菌オクタプレニルニリン酸合成酵素（IspB）の

　　合成産物の鎖長に及ぼすヘテロニ量体形成，戒能智

　　宏⑧岡田憲典⑧田中克典⑧中川強⑧松田英幸⑧

　　川向　誠，同，73：245．1999

30．分裂酵母の分化を制御する情報伝達系の解析、川向

　　誠，同，73：431433．1999

31．分裂酵母の分化を制御する情報伝達系の解析，川向

　　誠，日本農芸化学会西日本支部例会，特別講演，

　　1999

3Z親属微生物〃α励功αo柳o肋08肋oなα6肋s3001由

　　来のキトサナーゼとその遺伝子（0ん0）の機能解析，

　　下野久美子⑧田中克典⑧中川　強⑧川向　誠⑧松田

　　英幸，キチン⑧キトサン研究，5116－117．1999

33．ユビキチン様蛋白質修飾分子SUMO－1の機能，田

　　中克典，農芸化学会創立75周年記念シンポジュー

　　ム，1999

34．分裂酵母ORCは細胞周期進行に必要な幾っかの機

　　能をもっ，加藤太陽⑧松永藤彦⑧村上洋太⑧田中克

　　典，第32回酵母遺伝学フォーラム講演要旨集，p

　　19．1999

35．分裂酵母のCapと相互作用するタンパク質をコー

　　トするosん3遺伝子の解析，山本孝治⑧周　国雷⑧

　　田中克典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p23．1999

3巳分裂酵母のユビキノン欠損株の性質とそれを抑圧す

　　る遺伝子の単離，西岐良一⑳内田尚徳⑧戒能智宏⑧

　　田中克典⑧松田英幸⑧川向　誠，同，p46．1999

37．分裂酵母8o肋osα㏄肋”o榊oθsヵo肋θのADF／

　　Cof111n様アクチン調節タンパク質Adf1の解析，

　　中野賢太郎⑧川向　誠⑧馬淵　誠，同，p49．1999

38．栄養源枯渇に応答して誘導される分裂酵母の情報伝

　　達系，川向　誠，日本生物工学会大会講演要旨集，

　　p．118．　1999

39E〃彪仰o6αoθγsp．G－1．のN一アセチルグルコサミニダー

　　ゼの精製と性質及ぴ，遺伝子解析，松尾安浩⑧栗田

　　雅子⑧朴　齊穫⑧田中克典⑧中川　強⑧川向　誠⑧

　　松田英幸，同，p135．1999

40．ORC　has　mu1tip1e　and　separab1e　functions　re－

　　qu1red　　for　proper　　ce11　cyc1e　　progress1on－

　　Character1zat1on　of　ORC5homo1og1n　f1ss1on

　　yeast　H，KAT0，F，MATsUNAGA，S，MIYAzAKI　Y

　　MURAKAMI，and　K　TANAKA，Co1d　Spnng　Harbor

　　Meetm1g（NY，USA）“Eukaryot1c　DNA　Rep11－

　　cat1on’’PP99．1999

41．14－3－3protems　are　negat1ve　regu1ators　of　Byr2，

　　Oz0E，F，R　KUR0KAwA，K　TANAKA　H　MATsUDA，

　　andMKAwAMUKAI，TheF1rstIntemat1ona1
　　F1ss1on　Yeast　Meetmg，Edmburgh，UK　p122．

　　1999

42．Adf1，anADFldepactm／cof111n／actophorinfam11y

　　prote1n，P1ays　1mportant　ro1es1n　cytokmes1s

　　and　ce11morphogenesis　in　the　fission　yeast，

　　Sch1zosaccharomycespombeK．NAKAN0，M
　　KAwAMUKAI　and　L　MABUcHI，同，P176．1999

43．F1ss1on　yeast　ORC1nteracts　w1th　adenme／

　　thymme　streches　that　are　essent1a1for　ARS

　　act1v1ty　T　TAKAHAsHI　K　TANAKA，T　AsAHARA，H

　　SHIMA，and　H．MAsUKATA．同，p252．1999

44Character1zationofaf1ss1onyeast　SUMO－1homo－

　　1ogue，ク肋3＋，requ1redformu1t1p1enuc1earevents

　　mc1udmg　the　contro1of　te1omere1ength　and

　　chromosome　segregat1on　K　TANAKA，　J　N

　IsHIDE，K　OKAzAKI，H　KAT0，O　NIwA，M．K

　AwAMUKAI，and　Y　MURAKAMI，同，p255．1999

45．Thermostab111ty　of　Am1no－Ac1d　Metabo11sm

　　Enzyme　from　Thermoto1erant　M1croorgamsm

　　and　The1r　ApP11cat1ons　Sawa，Y，The1st　JSPS－

　　NRCT　Jomt　Semmar　on　Dev－e1opment　of

　　Thermoto1erant　Microbia1　Resources　and

　　The1r　ApP11cat1ons　1n　Tha11and　and　Japan

　　ABSTRACT，761998

46．Usefu1Compounds　Product1on　Usmg　Thermo－

　　ph111c　Photosynthet1c　M1croorgan1sm，Sawa，Y，

　　ibid，ABSTRACT，150．1998

4τアラニン脱水素酵素のX線結晶構造解析，BAKER，

　　P　J⑧D　RICE⑧芦田裕之⑧柴田　均⑧澤　嘉弘，

　　生化学，70：740，199＆

4＆Homo1ogy　mode1based　structura1compar1son　of

　　two　psychrotroph1c　a1anme　dehydrogenase　w1th

　　the1r　most　evo1ut1onary　c1ose　mesoph111c　and

　　ther皿oph111c　counterparts　GALKIN，A，L

　　KULAK0vA，H　AsHIDA，Y　SAwA，N　EsAKI，同，70

　　828．　1998．

4臥ラン藻アラニン脱水素酵素の部位特異的変異酵素の
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　　解析，丸山　亮⑧芦田裕之⑧中田大嘉⑧柴田　均⑧

　　澤嘉弘，同，70：1025，199＆

50．好冷菌由来アラニン脱水素酵素の補酵素特異性の改

　　変，芦田裕之⑧A　GALKIN⑧L　KULAKOVA⑧中

　　川　強⑧柴田　均・江崎信芳⑧澤　嘉弘，同，70：

　　1058．　1998．

51．ラン藻アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ熱

　　安定化機構の解析，金亨⑧八木麻由視⑧芦田裕之⑧

　　柴田　均，日本農芸化学会講演要旨集，7356．1999

　　52．Synechocystis　s叫pCC6803由来アラニンラ

　　セマーゼの精製と酵素特性，芦田裕之⑧畑谷美紗子⑧

　　中川強⑧柴田均⑧澤嘉弘，日本農芸化学会講演

　　要旨集，73二57．1999

5ユモノクロールアミンが誘発するDNA損傷のクロロ

　　ゲン酸及び尿酸による保護作用，柴田　均⑱岡美樹

　　子⑧河野泰久⑧坂本裕司⑧澤　嘉弘，日本農芸化学

　　会講演要旨集，73131．1999

54。酸化チタン光触媒飯能によるNO・からNO，ONOO一

　　の生成，柴田　均⑧野田奈美子⑧小倉康史⑧曽我部

　　國久⑧澤嘉弘，日本農芸化学会講演要旨集，73

　　334．　1999

55．Crysta11ograph1c　Stud1es　of　Aspartate　Ammo－

　　transferase　from　a　Thermoph111c　Cyanoba－

　　cter1um　HAMADA，K，K　NozAwA，Y　SAwA，Y

　　MEzAKI，Y　KATsUYA，T　KUMAsAK，and　M

　　YAMAM0T0，The　XVIII　Internat1ona1Un1o皿　of

　　Crysta11ography　Congress，ABSTRACT，1999

56．ジャガイモ塊茎の過酸化脂質代謝酵素に関する研究，

　　KONGRIT，D一⑧地阪光生⑧西村浩二1長屋　敦⑧

　　横田一成竃第240回日本農芸化学会西日本支部大会

　　講演要旨集，pp56．1998

57．オイルポティー34－kDa蛋白質複合体形成のリパーゼ

　　反応に対する効果，岡田忠倫⑧地阪光生1西村浩二⑧

　　長屋敦1横田成⑧滝波弘一，第240回日本農芸

　　化学会西日本支部大会講演要旨集，p叫57．1998

58．8－S及び15－Sリポキシゲナーゼ2の反応位置特異性

　　の解析，地阪光生⑧RBKIM⑧WEB0EGLIN⑧
　　西村浩二⑧長屋　敦⑧横田一成⑧A　R　BRAsH，生

　　化学，70：1063．1998

59．オイルボディー付着蛋白質複合体形成のリパーゼ反

　　応に対する効果，岡田忠倫⑧地阪光生⑧西村浩二竃

　　長屋敦⑧横田成⑧滝波弘一，農化，7313．

　　1999

60．リポキシゲナーゼ酵素タン白質の分子解剖，長屋

61．

1
．

2
。

a

敦亀増田香織⑧山本弘子⑧西村浩二⑧地阪光生⑧横

田　成，農化，7342．1999

ジャガイモ塊茎組織に由来するリポキシゲナーゼ

cDNAクローンの発現酵素を用いた反応特性の解

析，岸本享子⑧前田和宏⑧大下浩樹⑧西村浩二⑧長

屋敦⑧地阪光生⑧横田成，農化，7342．1999

　　　　　　　　〔その他〕

コェ！ザイムQ1Oの製造方法，松田英幸⑧川向

誠⑧矢島麗晃⑧池中康裕⑧長谷川淳三⑧高橋里美，

特願平，199臥

ユビキノンの生合成，機能に関する最近の展開，川

向　誠，生化学，70：1344－13似1998

ユヒキノンー1Oの生成方法，松田英幸⑧川向誠⑧

中川強⑧田中克典⑧朱旭券⑧岡田憲典⑧神谷康裕，

特開平11－056372．1999

4「いのち」の科学への招待，松田英幸，地域バイオ

　技術体験研修会テキスト，p1－8．1999

5酵母のバイオテクノロジー，川向　誠，地域バイオ

　技術体験研修会テキスト，p9－18．1999

6．抗菌組成物，木村隆之⑧三木康成⑧川本仁志⑧川向

　誠⑧田中克典⑧松田英幸，特願平11－158578，1－11

　頁，1999

7．B1otechno1ogyofch1tosanand1ts　re1ated　enzymes

　Part　IX，H1deyuk1Matsuda，B1otechno1ogy

　Ut111zmg　H1gher　P1ants　and　M1croorgamsms，

　Kobe　Un1vers1ty，1－47．1999

8．B1otechno1ogy　of　ch1t1n　and　ch1tosan，and　the1r

　app11cat1on　1n　funct1ona1　foods，　H1deyuk1

　Matsuda，Chma　Agr1cu1tura1Un1vers1ty，1999
9
。

10。

11．

12．

B1otechno1ogy　of　ch1t1n　and　ch1tosan，and　the1r

app11cat1on1n　agr1cu1ture，H1deyuk1Matsuda，

Zhe］1ang　Un1vers1ty，1999

遺伝子組換え農産物の最近の話題，松田英幸，第8

6回島根県食品工業研究会，機能性食晶研究会，1－

6．1999．

世界最大の未利用資源キチンキトサンのバイオ処理

による有効利用，松田英幸，シンポジュウム　深刻

化する地域環境問題，一遣内未利用資源を活用した

新産業創出を目指して一，19－22．1999．

大学公開講座「細胞や分子から，生命の不思議やスー

パー能力をのぞいて見よう」，「食べ物と細胞の応答」，

横田一成（代表），島根大学生物資源科学部，10月

から12月，1998
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13．大学公開講座，同，「遺伝子の世界」，長屋　敦，

　　1998

14．大学公開講座，同，「染色体の世界」，田中克典，

　　1998

15．大学公開講座，同，「酵母もがんになる！？」，川向

　　誠，1998

16．大学公開講座，同，「バイオテクノロジーの世界」，

　　松田英幸，1998

17．アラキドン酸カスケート反応に対する食晶及び加工

　　食晶由来の脂質成分の細胞内相互作用に関する研究，

　　平成9年度年報，財団法人飯島言己念食晶科学振興財

　　団，p皿145－149．1999

18．食餌因子と細胞との相互作用によるアラキドン酸カ

　　スケード反応の分子調節機構に関する研究，横田

　　成，食生活科学⑧文化及び地球環境科学に関する研

　　究助成研究紀要第12巻（平成8年度），財団法人ア

　　サヒヒール学術振興財団，pp69－75．1999

19．動物細胞のシクナル伝達系での情報脂質分子の生合

　　成機構と食晶機能因子による分子調節，横田　成，

　　平成10年度科学研究費補助金実績報告書，基盤研

　　究（C）（2），課題番号09660139．1999

生命情報工学

　　B1omo1ecu1ar　and　B1oinformat1on　Sc1ence

松　井　佳　久　⑧

Yosh1h1sa　MATsUI

柴　田　　　均　⑧

H1tosh1SHIBATA

山　本　達　之　⑧

持　田　和　男

Kazuo　MocHIDA

尾　添　嘉　久

Yosh1h1sa　Oz0E

地　阪　光　生

Tatsuyuk1YAMAM0T0M1tsuo　JIsAKA

石川孝博⑧池田泉
Takah1ro　IsHIKAwA　Izum1IKEDA

教授　松井佳久（Yosh1h1sa　Matsu1）

　シクロデキストリンが特定の分子を選択的に結合する

機能（分子認識能）の発現機構をNMR法による分子構

造の解析や結合定数の測定を通して明らかにするととも

に，シクロデキストリンの化学修飾によって分子認識能

の局度化を目指す研究を進めている。植物が分泌するア

レロパシー物質の同定とバイオアッセイに関する研究も

行っている．

教授　持田和男（Kazuo　Moch1da）

　水圏生能系の基底生物である動植物プランクトンにお

けるケミカルストレス応答機能およびアレロパシー現象

の解析⑧評価を行ってきた．有機リン系殺虫剤の長期低

濃度曝露で発現した交差抵抗性の増大機構解明，および

アレロケミカルスとして分離した細菌産生藻類増殖抑制

物質の作用機構解明を当面の研究課題としている．

教授　柴田　均（H1tosh1Sh1bata）

　活性酸素生成の機能解析，その防御系，さらには活性

酸素生成系の応用研究を進めている．ラン藻細胞内での

グルタチオン（GSH）の抗酸化機能を検証したが，

GSH合成酵素の特性は明らかに出来ていない．天然多

機能抗酸化剤の改質実験も開始した。酸化チタン光触媒

系が農産晶の鮮度保持に有効であることを明らかにし，

実用化を図っている．

教授　尾添嘉久（Yosh1h1sa　Ozoe）

　神経伝達物質受容体の構造と薬理作用との関係につい

て研究を行っている．今年は，1）アミノホスフィン酸

誘導体の作用点，2）植物テルペノイド⑧アニサチンの

GABA受容体におけるアロステリック作用と電気生理

学的特性，さらに3）昆虫のGABA受容体に選択性を
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示すアンタコニストの分子設計⑧合成などについて報告

した．

助教授　山本達之（Tatsuyuk1Yamamoto）

　タンパク質の立体構造決定の原理を解明するための一

手段としてさまさまな分光学的手法を組み合わせてタン

パク質のフォールディング過程を研究している．主に包

接化合物の結合によるタンパク質の熱安定性変化の解析，

D，L一アミノ酸の包接化合物による光学認識のNMR分光

法による解析などをテーマに研究を行っている．

助教授　地阪光生（Mitsuo　Jisaka）

　生体内脂質は，局度に制御された種々の酸化反応を経

て様々な生理活性物質へと変換される．これらの反応を

司る諸酵素の構造⑧機能，発現調節機構，代謝生成物の

同定と生理機能の解析を通じ，脂質過酸化代謝系を用い

た生体の巧妙な生理調節機能の解明を進めている．

助教授　石川孝博（Takah1ro　Ish1kawa）

　光合成生物の酸化ストレスに対する防御機構の解明を

目的に，アスコルヒン酸ペルオキシダーゼの発現調節機

構の解析を行っている．また植物細胞の環境応答機構を，

活性酸素とアスコルビン酸，グルタチオンが関連するレ

ドックス調節による遺伝子発現制御の方面から研究して

いる．

助手　池田　泉（Izumi　Ikeda）

　これまで，光学活性アレン酸ジエステルのπ面選択制

及び合成索子としての有用性に関する研究を行った．平

成10年6月1日より，米国長期出張中である．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．　Inh1b1tory　effect　of　cyc1odextr1ns　on　the　d1sco1－

　orat1on　react1on　of　an　anthocyan1d1n　pe1argo－

　n1d1n　ch1or1de，m　ac1d1c　med1a　MATsUI，Y，A

　SUN0UcHI，　and　T　　YAMAM0T0，　ノ1　肋o肋szo〃

　Pんθηo肋θ〃α1吻oムRθooση．Cんθ刎．，32：57－67．1998．

λMo1ecu1ar　recognition　in　temary　comp1exes　of

　γ一cyc1odextnn　w1th　naphtha1ened1carboxy1ate

　1onsandaspace－regu1ator1onTAN，WH，T

　IsHIKURA，A　MARUTA，T　YAMAM0T0，and　Y

　MATsUI，肋〃C加刎Soo〃〃，712323－2329．1998

a水耕栽培キュウリの培養液から分離したフェノール

　物質が果実収量に及ぼす影響．浅尾俊樹⑧Md．H．

　　R　Praman1k⑧邑田浩平⑧大場友美子⑧太田勝巳⑧

　　細木高志⑧松井佳久，園学雑，68：847－853．1999．

4Ident1f1cat1on　and　growth　effects　of　compounds

　　adsorbed　on　act1vated　charcoa1from　hydropon1c

　　nutr1ent　so1ut1onsofcucumber　AsA0，T，Md　H

　　RPRAMANIK，KT0MITA，YOHABA，KOHTA，T
　　Hos0KI，and　Y　MATsUI，λ〃θZoゆα肋μ∫，＆243－250．

　　1999．

5　Inf1uences　of　fen1troth1on　exposure　on　to1erance

　　of　rot1fer3γαo〃o〃〃∫カZκα切〃8　to　organophos－

　　phorus1nsect1c1des　KAsHIwADA，S，K　MocHIDA，Y

　　ADAcHI，S　KIMURA，Y　Oz0E，and　T　NAKAMURA，1帥

　　ノ：17κ砂乞”o肌　7ro”づooム，1：55－64．1998．

6．Hydroxy1Rad1ca1Generat1on　Depend1ng　on02or

　　H20　by　a　Photo－cata1yzed　React1on　m　an

　　Aqueous　Suspens1on　of　T1tan1um　D1ox1de

　　SHIBATA，H．YOGURA，Y．SAwA，andYK0N0，
　　1ガ080五1斑o彪oんη〇五3づooんθ〃z．，62：2306－2311．1998

7．Effect　of　Intrace11u1ar　G1utath1one　on　Heat－

　　mduced　Ce11Death　m　the　Cyanobacter1um，

　　S脾θoんooμs娩　　PCC　6803　SUGINAKA　K，　K

　　YAMAM0T0，H　AsHIDA　Y．SAwA，and　H　SHIBATA，

　　1充08α　3zo〃θoん〃oZ　1ヲzooんθ〃z，㊧3　1112－1115．1999

8．Natura1ant1ox1dant　ch1orogen1c　ac1d，protects

　　aga1nst　DNA　breakage　caused　by　monoch1o－

　　ram1neSHIBATA，HYSAKAM0T0，MOKA，andY
　　K0N0，肋o∫oえ励o畑o〃〃〇五肋ooんθ刎”63：1295－1297．

　　1999．

臥チタニア溶射被膜による微生物の殺菌．堀江　譲⑧

　　柴田　均⑧河野泰久⑧平野哲治，溶射，粥82－87．

　　1999．

10．Insect1c1da1propert1esof3－am1nopropy1（methy1）

　　phosphm1c　ac1d　and1ts　effect　on　K＋一evoked

　　re1ease　of　acety1cho11ne　from　cockroach

　　synaptosomes　FUKUNAGA，A，H　HAsEGAwA，C

　　OGAwA，A　MATsUN0，K　IMAMURA，and　Y　Oz0E，

　　Co榊少Bづooんθ刎．Pκμ；sづo1．，122C：283－286．1999．

11．Interact1on　of　amsat1n　w1th　rat　bra1nγ一ammo一

　　butync　ac1dA　receptors　A11oster1c　modu1at1on　by

　　compet1t1ve　antagon1sts　KAKEM0T0，E，　E

　　OKUYAMA，KNAGATA，andYOz0E，3zoo加刎
　　P物α閉αoo1．，58二617－621．1999．

12．Amsat1n　modu1at1on　of　theγ一ammobutyr1c　ac1d

　　receptor－channe1　1n　rat　dorsa1　root　gang11on
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　　neuronsIKEDA，T，YOz0E，EOKUYAMA，K
　　NAGATA，H　H0NDA，T　SH0N0，and　T　NARAHAsHI，

　　3κノニ1干んα閉αoo1”127：1567－1576．1999．

13．Mo1ecu1ar　c1on1ng　of　a　second　human　15S－

　　11poxygenase　and1ts　mur1ne　homo1ogue，an

　　8S－11poxygenase　The1r　re1at1onsh1p　to　other

　　mamma11an11poxygenasesBRAsH，AR，M

　　JIsAKA，WEBoeg1m，andMSChang，〃砂E功
　　ル他泓一8乞o1．，447：29－36．1999

14．A1tematwe1y　sp11ced　mRNA　var1ants　of

　　ch1orop1ast　ascorbate　perox1dase1soenzymes1n

　　sp1nach1eavesYosHIMURA，K，YYABUTA，M
　　TAM0I，T　IsHIKAwA，and　S　SHIGE0KA，肋oo加閉∫，

　　338二41＿48．1999

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．シクロデキストリンとD，L一トリプトファンの結合

　定数の温度依存性，山本達之⑧加藤伸子⑧松井佳久，

　第16回シクロデキストリンシンポジウム講演要旨

　集，叫33－34．1998．

2．芳香族アミノ酸残基側鎖へのCD類の結合に伴うタ

　　ンパク質の熱安定性変化の分光学的研究，堀博明⑧

　山本達之⑧松井佳久，第17向シクロデキストリン

　　シンポシウム講演要旨集，p71－72．1999

3．Four1er－transform　mfrared　stud1es　on　ca1c1um－

　bmd1ngprotems，NARA，M，M　TAN0KURA，T

　YAMAM0T0，H．T0RII，and　M．TAsUMI，The11th

　Intemat1ona1Sympos1um　on　Ca1c1um－bmd1ng

　prote1ns　and　Ca1cium　Funct1on　m　Hea1th　and

　D1sease，K1sarazu，1999

4シクロデキストリン類と結合したタンパク質熱変性

　過程の2次構造変化の研究，山本達之⑧堀　博明⑧

　松井佳久，第79回日本化学会春季年会，横浜，2D

　03，p．1243．1999．

5．ラン藻アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ熱

　安定化機構の解析金亨⑧八木麻由視⑧芦田裕之⑧

　柴田　均⑧澤　嘉弘，日本農芸化学会講演要旨集，

　73：56．　1999．

6．ラン藻アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼの

　機能解析．澤　嘉弘⑧八木麻由視⑧芦田裕之⑧柴田

　均，日本農芸化学会講演要旨集，7認56．1999

7．モノクロールアミンが誘発するDNA損傷のクロロ

　ゲン酸及び尿酸による保護作用．柴田　均⑧岡美樹

　子⑧河野泰久⑱坂本裕司⑧澤嘉弘，日本農芸化学

8
．

9
．

1O．

11．

12．

岨

14

15．

1a

17．

18。

会講演要旨集，73131．1999

酸化チタン光触媒反応によるNO。一からNO，ONOO・

の生成．柴田　均⑧野田奈美子⑧小倉康史⑧曽我部

國久⑧澤嘉弘，日本農芸化学会講演要旨集，73：

334．　1999．

GABAレセプターアンタゴニストの構造活性相関

と作用機構．尾添嘉久，第14回農薬デザイン研究

会要旨集，pp13－16，199＆

昆虫のGABA受容体チャネルに選択的に作用する

二環式リン酸エステル：合成と活性巨修練⑧尾添

嘉久，第14回農薬デザイン研究会要旨集，pp40－

41，199＆

GABAアンタコニストであるピクロデンドリン類

および関連化合物の構造活性相関．赤松美紀⑧尾添

嘉久⑧小池男⑧大本太一⑧二階堂保⑧上野民夫⑧

藤田稔夫，第26回構造活性相関シンポジウム講演

要旨集，pp－230－233，199＆

ラット脳GABA。受容体へのアニサチンの結合　競

合的GABA拮抗体によるアロステリック阻害。掛

本栄治⑧奥山恵美竃永田啓一⑧尾添嘉久，日本農薬

学会第24回大会講演要旨集，p48，199軌

Structura1des1gn　of　env1ronment－fr1end1y　safer

pest1c1des　AKAMATsU，MandYOz0E第10回
女性科学者フォーラム（1Cwes11KyOtO　Sate111te

Sympos1um）要旨集，p16，199臥

ジャカイモ塊茎の過酸化脂質代謝酵素に関する研究，

K0NGRIT，D⑧地阪光生⑧西村浩二⑧長屋　敦⑧横

田　成⑳第240回日本農芸化学会西日本支部大会講

演要旨集，p叫56，199＆

オイルボディー34－kDa蛋白質複合体形成のリパーゼ

反応に対する効粟岡田忠倫⑧地阪光生⑧西村浩二⑧

長屋　敦⑧横田　成⑧滝波弘一，第240回日本農芸

化学会西日本支部大会講演要旨集，p叫57，199＆

8S一及び15S一リポキシゲナーゼ2の反応位置特異性

の解析．地阪光生、R．B．KIM，W．E．B0EGLIN，

西村浩二，長屋　敦，横田　成，A　R　BRAsH，生

化学，7⑪：1063．1998．

オイルポティー付着蛋白質複合体形成のリパーゼ反

応に対する効果．岡田忠倫，地阪光生，西村浩二，

長屋　敦，横田　成，滝波弘一，農化，7認13．

1999．

リポキシゲナーゼ酵素タン白質の分子解凱長屋

敦，増田香織，山本弘子，西村浩二，地阪光生　横

田　成，農化，7＄42．1999
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19。ジャガイモ塊茎組織に由来するリポキシゲナーゼ

　　cDNAクローンの発現酵素を用いた反応特性の解

　　析．岸本享子，前田和宏，大下浩樹，西村浩二，長

　　屋　敦，地阪光生横田一成，農化，7342．1999

20．Ident1f1cat1on　of　two　ammo　ac1ds　for　the

　　pos1t1ona1spec1f1c1ty　of　mouse8S－11poxygenase

　　mutat1on　to　the　15－11poxygenase－2　sequence

　　changes　spec1f1c1ty　to　oxygenat1on　at　C－15

　　JIsAKA，M．R．R　K1M，W．E．B0EGL1N　andんR．

　　BRAsH，E1cosan01ds＆Other　B1oact1ve　L1p1ds　m

　　Cancer，Inf1ammat1on　and　Re1ated　D1sease，6th

　　Intemat1ona1Conference，September　12－15，

　　Boston，MA，USA，Abstract　pp182．1999

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．汽水域におけるN．Oの生成機構に関する研究．清

　家泰⑧奥村稔⑧千賀有希子⑧藤永薫⑧持田和

　男，汽水湖の酸化還元変動水域における亜酸化窒素

　の生成に関する研究「平成10年度科学研究費補書

　金（萌芽的研究）研究成果報告書，代表清家泰」，

　p．13－33．1999．

2．　Interact1ons　　of　p1crodendr1ns　　and　　re1ated

　terpen01ds　w1th1onotrop1c　GABA　receptors　of

　mamma1sand1nsects　Oz0E，Y，MAKAMATsU，T

　HIGATA，I　IKEDA，K　MocHIDA，K　KoIKE，T　OHM0T0，

　and　T　NIKAID0，肋8枕・Sα，55665－666．1999

a大学公開講座，「細胞や分子から，生命の不思議や

　スーパー能力をのぞいて見よう」（代表横田　成），

　r生体分子を見る」，山本達之，島根大学生物資源科

　学部，1O月から12月，1998

4．大学公開講座，同，「植物の生存戦略」，地阪光生，

　1998

　　　　　農業生産学科

Department　of　Agricu1ture

食料生産学

　　Crop　and　An1ma1Prod－uct1on

今木　　　正

Tadash1IMAKI

小葉田　　　亨

Tohru　K0BATA

小林和　広
Kazuh1ro　K0BAYAsI

藤　原　　　勉

Tsutomu　FUJIHARA

一　戸　俊　義

Tosh1yosh1IcHIN0HE

粟　野貴　子

Takako　AwAN0

⑧作物生産学研究室（今木，小葉田，小林）

　イネ，ムギ，ダイズなどの単位土地当たりの作物収量

は，太陽からの日射がどれだけ収穫部分に変換されるか

によって決定される．この変換は気象および土壌環境か

らの生産基質の供給量と，晶種，栽培管理，環境ストレ

スなどの作物側要因の両者によって大きく変動する．本

研究室では，このような作物生産過程のどのような場面

が実際の収量に影響を与え，制限しているのかについて，

地域性を重要視しながら量的，質的に明らかにすること

を目的として教育⑧研究をおこなっている．主な研究テー

マは以下のようである。

1．気象変動，不良環境下での作物生産低下と適応性

機構の解明と克服の方法に関する研究　近い将来予測さ

れる気象の温暖化や降雨変動は作物の収量ポテンシャル、

を著しく低下させる．

（1）高温下でのイネの開花および登熟反応と高温適

応性の性質解明

（2）土壌乾燥あるいは異なる土壌物理性条件下での

イネの水利用効率と蒸散から見た生産維持機能の解明と

晶種比較

（3）灌概下での窒素ストレスがイネやタイスの生産

へ与える影響

2．作物の子実収量の変化と限定要因の解明に関する

研究：

（1）子実の成長と子実の成長ポテンシャル，物質生産

量，茎葉貯蔵量の関係とその一般化

（2）窒素施肥によるイネ頴花数の決定要因と収量ポ

テンシャルの成立過程

3．特産作物の安定的高収⑧高品質生産のための基礎
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的研究：

（1）赤米や黒米などの有色米系統の交雑排除方法

（2）松江市におけるソバの低収量の原因解明

　このような研究課題について，圃場を中心に人工気象

室なども用いて，物質生産，光合成⑧呼吸，蒸散，無機

栄養の分析，安定同位元素の利用などの研究手法によっ

て定量的な把握を中心に研究を活発におこなっている．

1動物生産学研究室（藤原，一戸，粟野）

　動物栄養学および動物生理学方面からの基礎的な研究

および発展途上国からの外国人留学生とともに粗飼料を

主体とした反努家畜の飼養技術，ミネラル栄養の改善に

関する研究を行っている．本研究室で目下進行中の研究

概要は以下の様に大別される．

1　反努胃内微生物の増殖収支および宿主動物の微生物

体タンパク質利用に関する研究　反揚動物栄養において，

飼料タンパク質の形質変換および，非タンパク態窒素の

利用を量的に把握することが重要な課題となっている。

本研究室では，尿中に排泄されるプリン誘導体を指示物

質とし，小腸以降で吸収⑧代謝された微生物体タンパク

質量を推定する手法を確立している．本手法を用い，各

種生理状況（哺乳期，育成期，肥育期，泌乳期など），

種々の飼料給与状況下での反揚動物のタンパク質栄養に

関し，多面的な研究を行っそいる．

　目下，プリンマーカー法の適用範囲拡張を目指し，プ

ロトゾア由来の微生物体タンパク質供給量の寄与率につ

いて，正常反舞動物と無虫動物を用いての査定を鋭意行っ

ている．

2．飼料成分の反窮胃内発酵の同期化に関する研究　飼

料中の各種栄養素（タンパク質，繊維成分，糖，テンプ

ン，脂質など）の反舞胃内発酵の様相は各々異なり，か

っ相互に密接に関連して進行することが想定される．給

与飼料の差異が反揚胃内成分発酵の同期化の程度に及ぼ

す影響について，反留胃内養分注入法およびナイロンハッ

ク法を用いて査定している．得られた結果から，簡便に

成分発酵の同期化の程度を推定するための数学モデルの

開発を行っている．また，反努胃内発酵の程度は，微生

物体タンパク質生産量に影響を及ぼす第一義的要因とな

るため，反努胃内発酵の様相と微生物体タンパク生産量

との関連についての検討も上記1．と併せて行ってい

る．

3．反留動物の微量元素利用に関する研究：熱帯気侯区

分に属する発展途上国では，明瞭な乾季により，反揚家

畜に粗飼料を十分に給与することが経済的に困難である。

加えて，酸性土壌，雨季の多雨により，土壌および放牧

地草のミネラル含量低下，ミネラルバランス不均衡とな

り易い．したがって，雨季⑧乾季を通しての家畜のミネ

ラル栄養不足が生産成績を低下させる主な要因と考えら

れる。本研究室では，中央ルソン州立大学（フィリピン

共和国），アンダラス農科大学（インドネシア共和国）

との共同研究により，妊娠ヤギヘのミネラルボラス投与

による親子動物のミネラル栄養改善の検討および土壌

放牧地草，放牧動物血液中の各種ミネラル含量の季節変

動についての調査を行っている．

　セレン（Se）は，生体内で種々の生理活性作用を有し，

哺乳動物にとって必須な半金属元素である．本研究室で

は，セレンの形態差異（各種無機態，バクテリア吸収態，

プロトゾア吸収態）が反揚動物におけるセレン利用に及

ぼす影響について，モデル動物（マウス，ラット）を利

用して検討を行っている。

4．熱帯性牧草の反甥胃内消化の影響要因の検討　熱帯

性の牧草には，反努胃内微生物の分解阻害因子が種々存

在する（タンニン，ミモシン，リグニンなど）。また，

成分組成の点からも熱帯性牧草の反揚胃発酵速度が低い．

エカートン大学（ケニァ共和国）において生産試験を実

施した各種粗飼料について，インビトロ法およびナイロ

ンバッグ法を用い，粗飼料成分と反揚胃内発酵の様相と

の関連について調査を行っている。

5．育成メンヨウの発育とレプチン分泌量との関連　近

年，レプチンは単胃動物の飼料摂取量，エネルギー代謝

率および繁殖成績に影響を及ぼすホルモンであることが

報告されているが，反努動物におけるレプチン分泌レベ

ルおよび他のホルモン分泌との関連は明らかではない．

本研究室では，育成メンヨウの増体成績とレプチン，イ

ンスリン様成長因子分泌量および窒素出納成績にっいて

検討を行っている．

6．畜産物の利用性向上に関する研究　乳からカゼイン

を除去した乳清タンパクを利用した家禽飼養法について

の研究を行っている．

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．　Anma1Nutnt1on　A　1aboratory　Manua1
　（Sh1mane　Un1vers1ty）　ABDULRAZAK，S　A

　and　T　FUJIHARA，ISBN4－907677－03－0C3445，

　P叫1－4Z

Z生産と気象環境（堀江武　他7人共著　「作物学総

　論」所収）．今木　正，朝倉書店，東呆，pp117－

　134．　1999
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＆生産と環境負荷（堀江武　他7人共著　「作物学総

　論」所収）．小葉田　亨，朝倉書店，東尿，pp134－

　　142．　1999．

　　　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．An1ma1Industry　m　Japan　FUJIHARA　T　and　T

　　ICHINOHE，TSAP　ConferenceSer1es（Proc　of

　　the　25th　Sc1ent1f1c　Conference，AICC－Arusha，

　　Tanzan1a），Vo12522－261998

会．粗飼料を単体給与したメンヨウにおける反揚胃内容

　　液通過速度と微生物態タンパク質合成量との関連，

　　一戸　俊義，古川和明，藤原勉，日本緬羊研究会誌，

　　35：5＿11．1998．

3．肋〃z肋rumen　degradat1on　of1egumes　m　south

　　Sumatera，Indonesia．FARIANI，A．，L．WARLY，T．

　　ICHINOHE　and　T　FUJIHARA，BSAS　Occas1ona1

　　Pub1．，No．22．，241－243．1999．

4．Re1at1onsh1p　between㈱〃肋o　gas　product1on　and

　　1n　s1tu　degradab111ty　for　forage　components

　　ICHINOHE，T，WJSHAND，DJKYLE，XB
　　CHEN　and　E　R　ORSKOV，BSAS　Occas1ona1

　　Pub1，No22　244－2461999

5．Nutr1t1ve　eva1uat1on　of　Prosop1s　Ju11f1ora　fru1ts

　　and1eaves　from　Kenya　Chem1ca1compos1t1on

　　and㈱o肋o　gas　product1on　ABDULRAZAK，S

　　A，T　AWANO，T　ICHINOHE，T　FUJIHARAand

　　J　NYANGAGA，Proc　Br1t　Soc　An1m　Sc1，P146．

　　1999．

6．M1nera1concentrat1on1n　b1ood　of　grazmg　goats

　　and　some　forages　m　Lahar1aden　areas　of　centra1

　　Luzon，Ph111pp1nesORDEN，E　A，A　B　SERRA，

　　S．D．SERRA，C．P．AGANON，E．M．CRUZ，L．C．

　　CRUZ　and　T　FUJIHARA，AA　J　An1m　Sc1．12

　　422＿428．1999．

7．The　effect　of　treated（spray－dr1ed）beef－ta11ow

　　supp1ementat1on　on　fattenmg　performance　m

　　Japanese　B1ack－breed　（WAGYU）　steers

　　NARUSE，H，T　MATSUI　and　T　FUJIHARA，

　　An1m　Sc1J，70174－180．1999

＆　Reduct1on1n1eaf　water　potent1a1and　hydrau11c

　conductance　of　young　nce　p1ants（Oryza　sat1vea

　　L）grown　m　wet　compacted　s011s　Kobata　T　and

　Hoque，M．M．，P1ant　Pro．Sci．2：14－20．1999．

9　Growth　and　y1e1d　responses　of　d1rect　sown

d1verse　r1ce　cu1t1yars　to　s011compact1on　stress

under　the　paddy　f1e1d　cond1t1on　Word　Food

Secur1ty　and　Crop　Product1on　Techno1og1es　for

TomorrowKobata，TandHoque，MM，
Proceedmgs　of　Intemat1ona1Sympos1um，Eds，

Hor1e，T　et　a1The　Crop　Sc1ence　Soc1ety　of　JaPan，

195＿198．1999．

　　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1。タンパク質給与レベルが育成メンヨウの成長に及ほ

　　す影響．平野隆幸⑧岩国盲弓⑧藤原　勉，第48回

　　関西支部大会講演要旨，p10．1998．

z粗飼料成分の反甥胃内分解度及び成分間の分解比率

　一戸俊義⑱E　A　ORDEN⑧喜多村友子⑧藤原　勉

　第48回関西支部大会講演要旨，p16，199＆

＆フィリピンにおける雨季の山羊の放牧行動，小塩利

　朗⑧E．M．CRUZ⑧E．A．ORDEN⑧藤原　勉，第

　95回日本畜産学会大会講演要旨，p10．1999

4飼料の給与量および給与頻度が育成メンヨウの窒素

　　出納および尿中PD排泄パターンに及ぼす影響，岩

　国首弓⑧一戸俊義⑧E　R．ORSKOV⑧藤原　勉，

　第95回日本畜産学会大会講演要旨，p32，199軌
5
．

6
．

7
．

粗飼料を単体給与したメンヨウの唾液分泌量および

反揚行動，一戸俊義⑧古川和明⑧田中雪姫⑧藤原

勉，．第95回日本畜産学会大会講演要旨，p43．

1999．

The　effect　of　feed1ng1eve1and　frequency　on　the

m1crob1a1prote1n　synthes1s1n　the　rumen　of

sheep　FUJIHARA　T，M　IWAKUNI，D　J　KYLE

and　E　R　ORSKOV，Prote1n　Metabo11sm　and

Nutnt1on（Book　of　abstracts　of　the　VIII　th　Int

Symp　Prot　Meta　Nutr），p54．1999

Acac1a　tree　forages　as　prote1n　supp1ement　to1ow

qua11ty　d1et　m　the　trop1cs　ABDULRAZAK，S　A，

J　NYANGANGA，T　FUJIHARA　and　E　R
ORSKOV，Protem　Metabo11sm　and　Nutnt1on
（Book　of　abstracts　of　the　VIII　th　Int　Symp　Prot

Meta－NutL），R51，199臥

＆稲ワラ飼料および熱帯性マメ科飼料木葉部の反鍔胃

　　内分解度と肋〃肋0カス生産パラメータとの関連，

　喜多村友子⑧且A．ORDEN⑧一戸俊義⑧藤原　勉

　第49回関西畜産学会大会講演要旨，p13，199乱

臥アンモニァ処理大麦ワラヘのクズ葉補給がメンヨウ

　　の窒素出納および反揚胃内微生物体タンパク質合成
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　　量に及ぼす影響，一戸俊義⑧E．A．ORDEN⑧藤原

　　勉，第49回関西畜産学会大会講演要旨，p14．

　　1999．

1O．反努胃内への成分注入速度が微生物体タ1／パク質合

　　成量に及ほす影響，古川和明⑧一戸俊義⑧藤原勉

　　第49回関西畜産学会大会講演要旨，p16，199臥

11．メンヨウにおける第一胃内プロトソアが微生物体タ

　　ンパク質合成量に及ほす影響，宮田浩平⑧藤原勉

　　第49回関西畜産学会大会講演要旨，p16，199臥

12．子ヤギにおける代用乳給与時と絶食時のアラントイ

　　ン排泄量，平野隆幸⑧藤原　勉，第49回関西畜産

　　学会大会講演要旨，p17，．199軌

13　肋oz施gas　product1on　and　pheno11c　compounds

　　1n　acac1s　spec1es　from　Kenya　ABDULRAZAK，S

　　A，T　AWANO，T　ICHINOHE　andT　FUJIHARA，

　　Proc．Sate11ite　Symp．，The　IX　th　lLSRP

　　（Z1mbabwe，East　Afr1ca，11th－14th，Oct）1999（2

　　pages，in　press）

14．The　effect　ofrumen　protozoaon　p1asma　a11antom

　　1eve1and　ur1nary　excret1on　of　pur1ne　der1yat1ves

　　m　sheep　FUJIHARA，T，M　IWAKUNI　and　K

　　MIYATA，Proc　The　IX　th　ISRP，（South　Afr1ca，

　　17th－22nd，Oct．）．1999．（2pages，in　press）

15．The　re1at1onsh1p　between　rumen　f1u1d　outnow

　　rate　and　rumen　m1crob1a1y1e1d　m　sheep　fed

　　d1fferentforages　ICHINOHE，T，K　FURUKAWA

　　and　T　FUJIHARA，Proc　The　IX　th　I　S　RP，

　　（South　Africa，17th－22nd，Oc七）．1999．（2pages，in

　　press）

16．Contnbut1on　of　water　use　eff1c1ency　to　crop

　　product1on　of　r1ce　sub〕ect　to　s011　des1ccat1on

　　Kobata，T，Okuno，T　and　Yamamoto，T
　　Proceed1ng　of　the　3rd　As1an　Crop　Sc1ence

　　Conference，As1an　Crop　Sc1ence，Chmese　Soc1ety

　　of　Agronomy，Ta1chung，Ta1wan，1998

17．イネ登熟初期の同化産物不足はその後の玄米発育能

　　力低下の主原因にはならない．小葉田　亨⑧菅原

　　誠⑧高津定訓．日作紀．67（別2）：84－85．1998．

18．炭素安定同位体を利用した圃場条件下におけるイネ

　　呼吸量の測定　足立文彦，小葉田　亨，今木　正

　　日作紀　67別1　144－145．1998

19．Leaf　mtrogen　contents　as　a　dom1nant　factor

　　determmg　water－use　eff1c1ency　of　paddy　r1ce

　　ADACHI　F，T　KOBATA　and　T　IMAKI　Proc　Int

　　Symp　Wor1d　Food　Secur1ty　and　Crop

　　Product1on　Techno1og1es　for　Tomorrow　P312－

　　313．1999．

2α中国寧夏回族自治区とオーストラリアニューサウス

　　ウエルズ州における稲作事情山本朗，月森弘

　　今木　正　日本作物学会中国支部研究集録　40．32－

　　33．　1999．

21．栽植密度と穂首分化期から穎花分化始期までの窒素

　　濃度の上昇が2次枝梗の分化に及ほす影響。小林和

　　広⑧遠藤寛子⑧今木　正，日作紀，67（別2）　166－

　　167．　1998．

2Z水稲の総展開葉数と頂端分裂組織の大きさおよび分

　　化1次枝梗数の関係．小林和広⑧堀江武日作組

　　68（別1）：162－163，199臥

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．環境保全型農業経営にむけて　一テンマーク王国の

　取り組み一，一戸俊義，日本畜産学会関西支部報，

　141：13＿16．　1999．
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植物資源開発学

　　Hort1cu1ture　and　Breedmg

山村　宏⑧板村裕之
Hiroshi　YAMAMURA　H1royuk1　ITAMURA

細木高志⑧太田勝巳
Takash1Hos0KI　　Katsum1OHTA

山岸真澄⑧中務　明
Masum1YAMAGIsHI　Ak1ra　NAKATsUKA

　　ある尻腐れ果の発生について，季節および水耕培養

　　液濃度など環境条件による差異を捉えたうえで要因

　　解明を試みている．

4。これまでにトルコギキョウの苗に対してキトサンを

　　処理した場合，成長促進効果が顕著であることを明

　　らかにした。今後は，この要因を解明するとともに，

　　他の花卉でも同様な効果が認められるか検討してい

　　く予定である．

⑧植物育種学研究室（山岸，中務）

⑧果樹機能学研究室（山村，板村）

1　フトウの早期栽培や二期作栽培における樹勢の低下

　　を防ぎ，毎年安定した収量が得られる技術の確立を

　　目指して，夜間の補光（光中断）が新梢伸長と花芽

　　の形成に及ぼす影響を調査している。

2．日本で栽培されているカキの原生地を明らかにする

　　ための研究を行っている．耐寒性を指標とした調査

　　では，栽培カキの原生地は日本ではないことが示さ

　　れた．現在，他の形質やDNAマーカーを用いて調

　　査を行っている．

3　カキ果実の軟化とエチレン生成系および細胞壁分解

　　酵素の関係性について研究を行っている．細胞壁中

　　のペクチンが分解を受けることで，エチレツが生成

　　され，それによって，細胞壁中のヘミセルロースを

　　分解する酵素が活性化することで，急速な果実軟化

　　がおこることが示唆された．また，カキ果実におけ

　　るエチレン生成系酵素のACC合成酵素およびACC

　　酸化酵素の活性を測定することに成功した．さらに，‘

　　昨年来全国的に問題になっている樹上軟化について

　　も，同様な観点から調査を行っている．

4．中山間地域におけるブルーベリーやオウトウの栽培

　　水田転換作としてのイチジクの栽培にっいて，生理

　　生態的に検討を行っている。

⑧蕗菜⑧花卉資源学研究室（細木，太田）

1。ボタン，シャクヤク，サクラ，グラジオラス，クレ

　　マチス，メロンなどの園芸品種の起源や近縁関係お

　　よび品種の同定に，DNA解析（RAPD，RFLP）

　　を用いて実験を行っている。これらの結果を統合し

　　て園芸品種の成立過程の追究を目指している．

2．チョコレートコスモス，ツボサンゴ，コリウス，マ

　　ッムシソウなどの宿根花井のin　Vitro大量増殖や

　　各組織からの不定芽再生とキメラを調べている。

3．ミニトマトと大型トマトにおいて生理障害の一種で

1．

2．

3。

1
。

2
．

3
．

4

DNAマーカーを用いてイネの有用遺伝子を連鎖地

図上にマップしており，マップされた遺伝子の機能

解析を行っている．特にイネの半数体育種法の改良

を目指して，菊培養に応答する遺伝子のマッピンク

と機能解析に取組んでいる．

スカシュリのDNAマーカーを開発して連鎖地図を

作成している．また，スカシュリの有用遺伝子を単

離して機能解析を行うと共に連鎖地図へのマッピン

グを行っている．

果実の成熟や花の老化などの晶質低下を引き起こす

エチレンを制御することは，園芸上極めて重要な課

題である。現在トマト果実を用いてエチレン生合成

のエチレン自身によるフィードバック調節について

調査している。主に生合成経路の律即段階となる

ACC合成酵素遺伝子の制御領域におけるcis－

e1ementの決定を行っている．今後、その制御領域

の一部とGUS（β一g1ucuronidase）とのキメラ遺伝

子を作成し，トランスジェニック植物体での発現解

析を行う予定である。

　　　　　　　　　〔論　文〕

ササユリ小球根の液体振とう培養における培地から

の糖および無機イオンの吸収に及ぼす照明の影響と

グルタミン添加による球根肥大促進。春木和久⑧細

木高志⑧名古洋治。園学雑，68628－634，199乱

ミニトマトと大型トマトにおげる尻腐れ果発生の比

較．太田勝巳⑧武田栄治郎⑧吉岡大輔⑧浅尾俊樹⑧

細木高志．植物工場学会誌，1122－25．1999．

Effects　of　ch1tosan　treatment　on　p1ant　growth

and　iower　qua11ty　of　Eustoma　grand1f1orum

K　OHTA，A　TANIGUCHI，N　KONISHI　and　T

HOSOKI．HortScience，34：233－234．1999。

水稲湛水土中散播栽培における根系形態の晶種間比

較一円筒モノリスによる圃場試験一，旭藤直生⑧酒井
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　智弘⑧井村光夫⑧山岸吉澄，北陸作物学会報，33

　63－65．　1998．

5　cDNA　c1onmg　of　ACC　synthase　and　ACC　ox1dase

　genes　m　cucumber　fru1t　and　the1r　d1fferent1a1

　express1on　by　woundmg　and　auxm　SHIOMI，S，

　M　YAMAMOTO，T　ONO，K　KAKIUCHI，J

　NAKAMOTO，んNAKATSUKA，Y．KUBO，R．
　NAKAMURA，A　INABA　and　H　IMASEKI　J
　Japan．Soc．Hort．Sci．，67：685－692．1998．

6．　D1fferent1a1express1on　and1nterna1feedback

　regu1at1on　of1－am1nocyc1opropane－1－carboxy1ate

　synthase，　1－ammocyc1opropane－1－carboxy1ate

　ox1dase　and　ethy1ene　receptor　genes　m　tomato

　fru1t　dur1ng　deve1opment　and　r1penmg

　NAKATSUKAA，S　MURACHI，H　OKUNISHI　S

　SHIOMI，R　NAKANO，Y　KUBO　and　A　INABA

　P1ant　Physio1．，118：1295－1305．1998．

τ　Express1on　character1st1cs　of　CS一λCS1，CS一λC82

　and　CS一λCS3，three　members　of　the　1－

　am1nocyc1opropane－1－carboxy1ate　synthase　gene

　fam11y1n　cucumber（0〃o〃舳880肋〃8L）fru1t

　under　carbon　dioxide　stres＆MATHOOKO，RM”

　M　W　MWANIKI，A　NAKATSUKA，S　SHIHO，Y

　KUBO，A　INABA　and　R　NAKAMURA　P1ant
　Ce11Physio1．，40：164－172．1999．

7
．

1
．

2
．

a

現と内的フィードバック制御。中務明⑧村地志保⑧

奥西弘典⑧塩見慎次郎⑧久保康隆⑧稲葉昭次．園学

雑67（別2）：502．1998．

トマトACC合成酵素遺伝子LE－ACS2および
LE－ACS6遺伝子の制御頷域のクローニンクとその

機能解析．村地志保⑧奥西弘典⑧中務　明⑧中野龍

平⑧久保康隆⑧稲葉昭次。園学雑68（別2）：446．

1999．

　　　　　　　　〔その他〕

第2章園芸資源の栽培⑧利用と先端技術　1　果

樹部門の研究展開（鳥取大学大学院連合農学研究科

編「農学研究の歩みと21世紀への展望」所収）。板

村裕之，鳥取大学大学院連合農学研究科発行，

pp－31－38．1999．

第2章園芸資源の栽培⑧利用と先端技術　2　蕗

菜部門の研究課題と進展（鳥取大学大学院連合農学

研究科編「農学研究の歩みと21世紀への展望」所

収）。太田勝巳，鳥取大学大学院連合農学研究科発

行，PP38－43．1999

第2章園芸資源の栽培⑧利用と先端技術　3　花

井部門の研究進展（鳥取大学大学院連合農学研究科

編「農学研究の歩みと21世紀への展望」所収）。細

木高志，鳥取大学大学院連合農学研究科発行，

pp－43－48．1999．

　　　　　　　　　〔学会発表等〕

1．カキ果実の急速な軟化に伴うエチレン生成と細胞壁

　分解酵素活性の変化許　昌国⑧板村裕之．園学雑

　中四国支部，38：12．1999．

2．サクラ晶種の形態による分観細木高志⑧小野郁子⑧

　佐藤亜子竃平沢祐二⑧浅尾俊樹⑧太田勝巳，園学雑，

　67（別2）1358，199＆

3．ハナタバコヘのアンチセンスカルコンシンターゼ遺

　伝子の導入と発現細木高志⑧中塚貴司⑧平沢祐二⑧

　中川　強⑧中務　明⑧山岸真澄，園学雑，68（別1）

　　272．　1999．

4サクラ晶種のRAPD分析．細木高志⑧小竹七恵⑧

　浅尾俊樹，園学雑，68（別2）：369，199臥

5．PCRを用いたイネ菊培養由来アルビノ植物の葉緑

　体ゲノムの解析，山岸真澄，日本育種学会第96回

　講演会（育種学研究1（別冊2）：2），199λ

巳　トマト果実の発育⑧成熟中におけるACC合成酵素，

　ACC酸化酵素およびエチレンレセプタ遺伝子の発
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生産技術管理学

　　Cu1t1vat1on　Techno1ogy　and　Management

伊　藤　憲　弘

Nor1h1ro　IT0

浅　尾　俊　樹

Tosh1k1AsA0

山　岸　主　門

Kazuto　YAMAGIsHI

青　木　宣　明

Nor1ak1A0KI

大　西　政　夫

Masao　OHNIsHI

　本講座は，1講座1教育研究分野制をとっており，農

業生産技術管理学の教育研究分野でもある。なお，本講

座は研究活動の拠点を附属生物資源教育研究センター⑧

農業生産科学部門に置き，当部門の教官と一体となった

教育⑧研究を行っている．

　　　　　［従来までの研究事項とその概要］

1　地域比較試験に基づく水稲の収量成立過程のモテル

化と多収機構の解明

　　京都市，長野県伊那市及びオーストラリア⑧ヤンコ

　で栽培試験を行い，水稲の収量成立過程の動的予測モ

　テルを開発した。また，このモテルを用いて，生産効

率の高い水稲の生育パターンを示唆した。

2。東北タイ天水田地帯における水稲の潜在生産力評価

　　東北タイ天水田地帯で栽培試験を行い，水稲の生育⑧

収量の動的予測モデルを開発した．また，このモデル

　を用いて，天水田の土地生産力を評価し，同地帯で深

刻な土壌崩壊が進行しつつあることを示唆した。

3．施設栽培トマトの高温ストレスに対する植物成長調

節剤の効果

　　夏季高温期，施設栽培トマトの高温ストレスを軽減

するために植物成長調節剤の効果を検討した．

4．イチコの1n　v1troにおける開花及び結実

　　温度，光条件の調節が比較的容易で，培地へ添加し

た物質の効果を確認できる1n　V1troでのイチコの開

花，結実が可能かどうかについて検討した。

5．ボタンの促成⑧抑制栽培

　　島根県（八束町）で育成されたボタン晶種に関する

促成能力や花色の研究を行い，促成能カを有する品種

及び育種素材として有望な晶種を見出した．これらの

研究成果は，生産現場で実用化されている．さらに，

研究は111晶種の中国ボタンを用い，促成，抑制栽培

に有効な好適晶種の選抜及び育種のための花色素の分

析などを実施している．

6．ファジー理論によるストック苗の八重鑑別

　　ストック苗自動鑑別システム開発の基礎研究として，

八重苗と一重苗の認識，評価方法を検討した。そして，

画像計測処理で求めた特徴量をもとに，ファジー積分

理論により八重鑑別を可能にした。

7。ブルーベリーの鉢花栽培

　　ブルーベリニの花，果実に着目し，促成鉢花（盆栽）

としての晶種選定及び休眠打破のための有効冷蔵期間

などについて研究した．

8．ブルーベリーの収穫作業改善

　　フルーベリー樹の仕立て法や勇定法を工夫すること

により手摘み収穫作業姿勢の改善及び採果機の開発を

目指している。そして，農作業の省力化⑧軽労化⑧快

適化，さらには「農」のもっ教育的⑧心理的⑧治療的効

果の評価について総合的に検討している。

9。果樹作を中心とした被覆不耕起栽培

　生産システムと環境保全システムの両面を意図し，

被覆不耕起栽培の生産⑧生態学的評価を行っている．

不耕起は非撹乱的な働きかけであり，適度な被覆は生

物群集の形成を促進することから，これらの栽培法は

生物社会の安定⑧永続性を積極的に創造していくこと

を明らかにした．

　　　　　　　　〔現在の研究主題〕

⑧水稲の収量成立過程のモテルと多収機構の解明

⑧東北タイ天水田地帯における水稲の潜在生産力のモテ

ル化と評価

⑧水耕キュウリの自家中毒とその制御

⑧園芸植物のアレロパシーに関する研究

⑧ポタンの促成⑧抑制栽培

⑧ブルーベリーの鉢花栽培

⑧各種農作物の肉体的および精神的な作業負担の評価

　　（とくに，仕立て法，勇定法の異なるカキ及びフル

　　ーベリー樹を用いて）

1
。

z

　　　　　　　　〔著　書〕

おもな農作業体系⑧花卉（日本農作業学会編「農作

業学」所収）．伊藤憲弘，農林統計協会，東尿、p皿

221＿229．　1999、

栽培管理による生物相の変化を調べる（日本農業教

育学会編「学校園の観察実験便利帳」所収）．山岸

主門，農文協，東尿，p叫194－19民199臥
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　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．重量法による水稲各器官中の非構造性炭水化物の簡

　　易定量法．・大西政夫⑧堀江武，日作紀68：126－136．

　　1999．

2．群落表面温度の隔測に基づく高温⑧高CO。濃度環

　境下の水稲の蒸散⑧熱収支特性の解杭本間香貴⑧

　　中川博視⑧堀江武⑧大西宏明⑧金漢龍⑧大西政夫，

　　日イ乍糸己68：137－145，．1999

3．Mode11ng　and　eva1uat1on　of　productmty　of

　ramfedr1cemNortheastTha11andOhn1sh1M，T

　Hor1e，K　Homma，S　Kondo，H　Takano，T

　Inamura，C　Thongtha1and　S　Noppom　In　T

　Hor1e　et　a1，eds　Proceedmgs　of　Internat1ona1

　Sympos1um　Wor1d　Food　Secunty　and　Crop

　Product1on　Techno1og1es　for　Tomorrow173－176．

　　1999．

4Re1at1onsh1p　between　ce11wa11matena1contents

　and　water－uptake　ab111ty1n　r1ce　roots　und－er

　water－stressed　cond1t1ons　H1ramatsu，U，T

　Inamura，M．Ohnishi　and　T．Horie．In　T．Horie　et

　a1，eds　Proceed1ng　of　Intemat1ona1Sympos1um

　Wor1d　Food　Secur1ty　and　Crop　Product1on

　Techno1og1es　for　Tomorrow310－311．1999

5．Est1mat1on　of　S011Product1y1ty　for　R1ce　m

　NortheastTha11andHommaK，MOhn1sh1T
　Hor1e，S　Kondo，H　Takano，T　Inamura，C

　Thongtha1and　S　Nopporn　In　T　Hone　et　a1，eds，

　Proceedmg　of　Intemat1ona1Sympos1um　Wor1d

　Food　Secur1ty　and　Crop　Product1on　Techno－

　1ogies　for　Tomorrow318－3191999

6．Long－term　effects　of　chem1ca1fert111zer　and

　farmyard　manure　app11cat1ons　on　s011property

　and　crop　Product1▽1ty1n　a　cont1nuous　ma1ze－

　bar1ey　rotat1on　cropPmg　L1，K，J　Nakano，H

　KagataNInoue，MOhn1sh1TInamura，T
　Shiraiwa　and　T．Hori巳In　T．Horie　et　a1．，eds．

　Proceed1ngs　of　Internat1ona1Sympos1um　Wor1d

　Food　Security　and　Crop　Prodaction　Techno－

　1og1es　for　Tomorrow320－3211999

τY1e1d，feedmg　va1ue　and　chem1ca1compos1t1on　of

　soi1in　a　rotation　cropPing　system　of　maize－

　bar1ey　as1nf1uenced　by　bamyard　manure　and

　chem1ca1fert111zerKagata，H，NInoue，M

　Hag1wara，MOhn1sh1andJNakanoGrass1Sc1

＆

9
。

1O．

11．

12．

1
．

45：42＿51．1999．

培養液非更新水耕キュウリの接木による収穫期の延

長。浅尾俊樹⑧清水法子⑧大田勝巳⑧細木高志，園

学雑68：598－602．1999

水耕栽培キュウリの培養液から分離されたフェノー

ル物質が果実収量に及ぼす影響。浅尾俊樹⑧M．H．R．

Praman1k⑧邑田浩平⑧大場友美子⑧大田勝巳⑧細

木高志⑧松井佳久，園学雑68二847－853．1999

Ident1f1cat1on　and　growth　effects　of　compounds

adsorbed　on　act1vated　charcoa1from　hydropon1c

nutr1ent　so1ut1ons　of　cucumber　T．Asao，

MHRPraman1kKTom1ta，YOhba，KOhta，T
Hosok1and　Y　Matsu1，A11e1opathyエ6　243－250．

1999．

ミニトマトと大型トマトにおげる尻腐れ果発生の比

較．太田勝巳⑧武田栄治郎⑧吉岡大輔⑧浅尾俊樹⑧

細木高志，植物工場学会誌11：22－25，199λ

Stud1es　on　automat1c　d1scr1m1nat1on　of　doub1e

f1owermg　stock　from　s1ng1e　f1ower1ng　seed11ng

by　fuzzy　theorハKoku，K．N．Aoki，M．Dohi，T．

Fu］1ura　and　K　Takeyama　J　Japan　Soc　Hort

VoL68：49－54．1999．

　　　　　　　　〔学会発表〕

Assessmg　the　Impact　of　Land　Degradat1on　on

R1ce　Product1on　m　Northeast　Tha11and　Ohn1sh1

M，THor1e，KHommaSKondo，H　Tkano，T
Inamura，C　Thongtha1and　S　Noppom　Abstract

of2nd　Internat1ona1Land　Degradat1on　Confe－

rence，47－48．1999

zサクラ晶種の形態による分類について。細木高志⑧

　小野郁子⑧佐藤亜子⑧平沢祐二⑧浅尾俊樹⑧太田勝

　巳，園学雑67（別2）：358．1998．
3
．

4

5
．

6
。

冷蔵開始時期と期間が島根県に導入された中国ボタ

ンの促成開花に及ぼす影響．青木宣明⑧劉　政安⑧

坂田祐介．園学雑67（別2）：440．1998．

予備冷蔵とGA処理が年内促成ボタンの開花に及

ぼす影響．青木宣明⑧劉政安⑧成倣雲。飯島大

宙．農技管誌6（別1）：19－20，199臥

ポタンの抑制栽培に関する研究（I），開花に及ぼす

晶種問差異青木宣明⑧飯島大宙⑧劉政安⑧成

傲雲。農技管誌6（別1）　21－22，199a

予傭冷蔵の有無が中国ポタンの促成開花に及ぼす影

響。成　倣雲⑧青木宣明⑧劉　政安⑧飯島大宙．農
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　　技管誌6（別1）：23－24，199臥

7．ブルーベリーの勇定の程度が手摘み収穫作業に及ぼ

　　す影響．山月・主門⑧伊藤憲弘⑧武田久男⑧安田　登⑧

　　広瀬佳彦，農作業研究34（別1）：45－46．1999．

8。ブルーベリーの振動収穫に関する基礎的研究　第3

　　報振動数を変えて主軸枝を振動させた場合。山岸

　　主門⑧伊藤憲弘⑧武田久男⑧安田　登⑧広瀬佳彦，

　　農作業研究34（別1）：4748，199λ

9収穫作業における数種姿勢評価の試み．山岸主門⑧

　　伊藤憲弘⑧大野直美⑧前崎靖彦，農技管誌6（別1）

　　：35＿36．　1999．

1O農場実習教材への春の七草の活用，山岸，日本農業

　　教育学誌30（別1），31－34．1999。

　　　　　　地域開発科学科

Department　of　Regiona1Deve1opment

　地域開発科学科は，食糧や緑を生み出し，景観や環境

の保全に大きな役割を果たすことが期待されている農業

の場としての農村地域と，その周辺の中小都市を一体的

に「地域」として捉え，地域資源の活用等を図りながら

都市の住人にも開かれた豊かで快適な特色ある農村空間

を創出することを目的として，ソフト⑧ハードの両面か

ら教育研究を行うユニークな学科であり，ソフト面を担

当する地域経営学講座，及ぴハード面を担当する農林シ

ステムエ学講座と地域環境工学講座，の3講座から構成

されている．

地域経営学

　　Rura1Management

平塚貴彦　　⑧
Takah1ko　HIRATsUKA

濱　田　年駿　　⑧

Tosh1k1HAMADA
渡　部　晴　基　　⑧

Haruk1WATANABE
伊　藤　勝　久　　⑧

Katsuh1sa　IT0

大　森　賢　一　　⑧

Kenichi　OM0RI

仙　田　久仁男

Kumo　SENDA

谷　口　憲　治

Kenji　TANIGUcHI

内　田　和　義

Kazuyosh1UcHIDA

伊　藤　康　宏

Yasuh1ro　IT0

鹿取悦　子
Etsuko　KAT0RI

　本講座の共通の研究テーマは，中山間地域の構造分析

と将来展望に関するものである．その成果は，安達生恒

編著『農林業生産力論』（御茶の水書房，1979年刊），

永田恵十郎⑧岩谷二四郎編著『過疎山村の再生』（同，

1989年刊），北川泉編著『中山間地域経営論』（同，1995

年刊）として世に問い，学会，行政機関等から大きな反

響を得ている．本講座は，農業経営学，地域政策論，農

山村開発学，地域市場論，山村経済学，漁村経済論から

なり，広範囲の研究領域を10名の教官でカバーしてい

る．

　平塚貴彦（教授）は，土地利用型農業経営の合理化⑧近

代化についての理論的⑧実証的研究，中山間地域の担い

手としての集落営農の成立要件と形成手法，中山間地域

農業振興方策と行政支援のあり方等幅広い研究を行って
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きた．今後は，中山問地域を中心に農山村地域全体のマ

ネシ・メントのあり方を幅広く具体的に研究していく．

　仙田久仁男（教授）は，「地代論論争」にっいて「価値

法則」を守るという視点に価値の「分割法則」を順守す

るという新しい視点を設定し分析を行った．また，日本

の農産物価格法則を考察し，政策的な価格の評価，農業

発展のための適正価格等について理論的研究を行ってい

る．

　濱田年駿（教授）は，出雲平野に展開した高畦一首措農

法の形成⑧存続要因⑧メカニスムの実証的⑧理論的研究

中国中山間地域の小規模肉用牛飼養実態とその存続支援

システム等の研究を行った．今後は，肉用牛経営発展を

促す粗飼料，牛舎，放牧等の支援システム，中山間地域

の担い手としての集落営農とその法人化問題を中心に研

究を進める．

　谷口憲治（教授）は，農村の協同組合組織の生成⑧展開

要因の研究，農林産物で看過されてきたシイタケの流通

経済的研究，中山間地域における農業公社⑧自治体農政

の展開要因と役割について研究してきた。今後は，中山

間地域を中心とした地域市場の役割，農家の存立要因，

農協⑧農業公社⑧自治体の役割，地域経営の概念の検討

をしていく．

　渡部晴基（助教授）は，中山間⑧過疎地域の位置付けを

統計的分析によって行い，ぎらに過疎問題の構造及び過

疎地域の農業生産⑧経営構造分析，中山間⑧過疎地域の

開発手法及び政策論的研究を行ってきた．今後は，中山

間⑧過疎地域の産業振興の方向，環境保全型農業の方向

性，中山間⑧過疎地域の農林業が持っ国土保全機能等の

社会的費用の内部化効用の重要性とその内部化効果を政

策体系に導入していく必要性について研究を進める。

　内田和義（助教授）は，これまで近世農書の発掘謂査を

行い，それを基に近世農民の思想，農業技術の分析，明

治期の著名な老農の史料⑧発書記録等の調査発掘を行い，

老農の思想と彼等の唱えた農業技術を分析して，農業技

術を全国に普及するための献身的な活動の実態を明らか

にするとともに，彼等を支えたものは何であったかを考

察した．今後は，上記研究の一層の推進と農村の活性化

のための農村リーダー論にっいての理論的⑧実証的研究

を進める．

　伊藤勝久（助教授）は，これまで林業地域の資源特性と

地域特性をもとに，農林業諸主体の行動を地域林業の特

性を形成する諸要素とその相互関運の実証分析，及び農

林産物の生産・流通⑧需要に関して，産地化，産地間競

争，銘柄化等の側面から，マーケッティングや産業組織

論的考察等を行った．また，山村に対する直接所得保障

の検討，林業労働力問題についての研究を行っている。

　伊藤康宏（助教授）は，これまで近世⑧近代の日本漁業⑧

漁村の特質の解明，山陰地域を対象にした地域史研究，

それに現代の山陰地域の漁業⑧漁村問題研究を行ってき

た．今後は，近代を中心とした漁業史研究，山陰の地域

史研究，ならびに現代における漁業⑧漁村問題の実証的

研究を進める．

　大森賢　（助教授）は，これまで土地改良事業の効果の

多目的評価と農家の評価行動を規定する要因の計量的分

析，土地改良事業に伴って誘発される農業生産の組織化

行動の実態とそれを規定する要因の計量分析，そして環

境保全と農村開発，とくに景観評価に関する関連主体の

意識構造の解明等を行ってきた．今後は，上記研究を一

層進め，生活環境整備を主目的とした過疎地域の開発評

価システムの確立を目指した研究を展開する．

　鹿取悦子（助手）は，これまで呆都大学芦生演習林を事

例にとり，林業をとりまく社会経済環境と演習林の施業

の変遷を歴史的に研究した．また，竹材や割箸など，用

材⑧林産物の生産⑧流通⑧消費の構造に関する研究を行っ

てきた．近年は，森林資源をはじめとし，耕地など含め

た地域資源を現代の農山村社会でどのように活用するか

ということに関連した研究を行っている。具体的には特

に中山間地における耕地⑧林地の利用の動態，原生林の

保護と利用のあり方，グリーンツーリズムの検討などで

ある．

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1。農産物価格の論理。仙田久仁男，近代文芸社（東呆），

　pp262，　199＆

2．高門ため池と棚田の村から一中国山地の米作り一。

　谷口憲治⑧田中秀樹⑧篠原一郎⑧小林元，自治体研

　究社（東県），p112，199＆

a干拓事業と漁業問題（地域漁業学会編「漁業考現学」

　所収）．伊藤康宏，農林統計協会（東呆），pp346

　（142～155），199＆

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．中山間地域の農業⑧農村の活性化と直接支払い、平

2
．

塚貴彦，農業と経済，8月号別冊　131－138．1999．

Manager1a1Perfomance　of　V111age－Fammg

Groups　m　Japan　Case　Stud1es1n　Sh1mane

Prefecture　A1pha　Mamoudou　Bah　and　Takah1ko

H1ratsuka，農業経営研究，37（2）11－22．1999
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3．集落営農の法人化とその意義。濱田年駿，島根大学

　　生物資源科学部研究報告3：27－35，199＆

4中山間地域等直接支払制度の内容と課題谷口憲治，

　　菌撃，45（7）31－37，199臥

5．「むらづくり」と農村リーダー：藤光忠のリーダー

　　ンップ行動にっいての考察．内田和義⑧尾野繁文，

　　島根大学生物資源科学部研究報告3：37－46．1998。

α「日本型デカップリング政策」の条件検討（1）一

　　過疎山村集落の変貌と現状一．井口隆史⑧伊藤勝久⑧

　　鹿取悦子，日林論，109：65－68．1998．

7．「日本型デカップリング政策」の条件検討（2）一

　　直接的所得補償の方法試論一．伊藤勝久⑧井口隆史⑧

　　鹿取悦子，日林論，109：69－72，199＆

＆日本における切り花の需要関数分析。EGトロイ⑧

　　伊藤勝久，地域農林経済学会大会報告論文集，7：

　　49＿52．　1999－

9．A　Study　on　Consumers’Preferences　for　Cut

　　f1owers　m　Japan－A　factor　ana1ys1s　apProach

　　based　upon　the　consumer　survey　at　Tokyo　and

　　Sh1mane　Prefecture－Evang111ne　G　Toroy　and

　　Katsuh1sa　Ito，Japanese　Jouma1of　Agr1cu1tura1

　　Techno1ogy　Management，6（1）　1123．1999

10山村対策の新しい段階　構造政策から純粋な地域政

　　策へ一．伊藤勝久，林業経済研究45（1）33－38．

　　1999．

11．来待産業組合と組合史料．伊藤康宏，宍道町歴史叢

　　書，4：1～15，199臥

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．日本⑧中山間地域での国土資源の畜産利用における

　諸問題．濱田年駿，中山間地域での国土資源の畜産

　的利用による保全⑧開発技術に関する国際ワークショッ

　プ報告集，3－13．1999

2．中山間地域政策の基本方向。谷口憲治，「中山問地

　域政策を問う一新基本法制定に向けて一」（所収），

　地域農林経済学会中国支部，1屯199＆

＆農山村開発と地域経営視点．渡部晴基，「1999年度

　日本農業経済学会大会報告要旨」，51，199臥

4出雲の近世農書「農家心得頭書」の稲作技術．内田

　和義⑧田中美保，「1999年度日本農業経済学会大会

　報告要旨」，139．1999．

5　The　present　s1tuat1on　of　mountamous　areas　m

　Japan　and　measures　for　promot1on－Based　on

　the　case　study　of　act1ve　commun1t1es　and

depressed　commun1t1es－Katsuh1sa　ITO，Inter－

nat1ona1Sem1nar　on　Loca1Know1edge　and

Innovat1on　Tottor1，Japan（m　pnnt1ng）

　　　　　　　　　〔その他〕

1．島根県における野生鳥獣による農業被害の実態と

　JAグルーズ島根の今後の取組課題，平塚貴彦，

　島根県農業協同組合中央会，（社）島根県農協地域

　振興センター，1－57，199軌

z肉用牛飼養における経営構造の革新と地域飼養シス

　テムの形成に関する実証的研究．濱田年駿，平成8

　年度～平成10年度科学研究費補助金（基盤研究（C）

　（2））成果報告書，1｛7．1999．

3．隠岐郡海士町農業構造改善事業の実態と改善方向．

　谷口憲治，「平成10年度農業構造改善地区モテル経

　営実態調査報告書」（所収），島根県農業会議⑧島根

　県農業農村活性化推進機構，1－19．1999．
4
。 山間地域における地方自治体の直接所得補償政策の

現状と課題．谷口憲治，「直接的所得補償政策の合

意形成と補償額⑧方法の検討」（所収），平成8⑧9

年度科学研究費補助金基盤研究（B）（2）研究成果報

告書，PP51－59．1999

5。中国中山間地域農業論の分析方法の検討谷口憲治，

　「農学研究の歩みと21世紀への展望」（所収），鳥取

　大学大学院連合農学研究科，135－149，199臥

6．韓国中山間地域の農業経営構造の特質一2集落（里）

　を対象とした農家経営調査結果から一，渡部晴基，

　「環日本海諸国における過疎問題の比較研究一韓国⑧

　中国⑧日本を中心として」（所収），平成9⑧10年度

　文部省科学研究費補助金国際学術研究成果報告書，

　32＿42．　1999、

τ第1章課題と方法（伊藤勝久）．第2章分析⑧

　考察の対象としての集落（伊藤勝久）．第3章　各

　地域の現状と歴史的背景（井口隆史⑧鹿取悦子⑧伊

　藤勝久）。第5章山村集落の保全と直接的所得補

　償（伊藤勝久）．第6章　総括（伊藤勝久）．「直接

　的所得補償政策の合意形成と補償額・方法の検討」

　（所収），1996～1997年度基盤研究（B）（2），科

　研報告書，1舟7－19，20七〇，60－82，83－8τ199g

＆日本の過疎山村集落の変貌と現状．井口隆史⑧伊藤

　勝久，「環日本海諸国における過疎問題の比較調査一

　韓国⑧中国⑧日本を中心に一」（所収），平成9⑧10

　年度文部省科学研究費補助金国際学術研究科研報告

　書，1997～1998年度，12－1a1999
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9．平成10年度林業雇用改善促進事業研究成果報告書．

　　伊藤勝久，「林業雇用改善促進研究委員会⑧島根県

　　林業労働力確保支援センター」（所収），1－46，199a

1O「漁書」からみた沿岸域文化伊藤康宏，沿岸域，

　　11（1）　：28～31．　1998．

11島根県における漁協強化組織の方向．伊藤康宏，漁

　　協（くみあい），81，45－49．1999

12．林業の公益的機能をめくって．大森賢一，しまね農

　　政研，238：8－10，199＆

　　　　　　　　　　〔書評〕

1．野添憲治「山村からの発信一中山間地域の明日を見

　据えて一」鹿取悦子，農業と経済，1285．1999

慶林システムエ学講座

　　Agr1cu1tura1and　Forestry　Systems

　　Eng1neering

石　束　宣　明　⑧

Nor1ak1IsHIzUKA

竹　山　光　一　⑧

Kou1ch1TAKEYAMA
土　肥　　　誠　⑧

Makoto　D0HI

藤　浦　建　史

Tatesh1FUJIURA

喜　多　威知郎

Ich1ro　KITA

北　村　　　豊

Yutaka　KITAMURA

　本講座には，農業機械学と水環境情報科学の分野があ

り，農作業や農産加工の機械化⑧自動化，農村環境の快

適化に取り組む人材の育成を目指した教育を行っている。

教育科目として，機械力学，材料力学，流体力学，熱力

学，電気工学，電子工学，機械設計などの基礎工学から

生物生産機械学，水管理システムエ学，栽培管理システ

ムエ学，水環境情報科学などの応用分野までを広範に学

習し，卒業論文では，農作業ロポット，生物生産のシス

テム分析，食品製造の晶質管理，水管理システム，バイ

オマスエネルギー，雨水の有効利用等の課題に取り組ん

でいる。

　研究面では，農作業ロポット，生物生産のシステム分

析，雨水の有効利用，環境情報科学，バイオマスエネル

ギiの有効利用等，様々な課題に取り組んでいる。

　石束は生物生産のシステム分析，生産管理のための意

志決定支援システムの開発，環境保全型精密農法を研究

している。

　藤浦は三次元視覚センサによる作物の認識，ミニトマ

ト収穫ロボット，レタス収穫ロボットを研究している．

　竹山は汽水域の水環境の解析と制御，雨水や自然エネ

ルギーを利用したシステムの開発，環境情報ネットワー

クシステムの構築を研究している．

　喜多は広域水管理システムの解析その制御手法の開発

研究，雨水を有効な水資源とするための基礎的な研究を

行っている．

　土肥は農用6足歩行ロボットの研究，ストック苗選別

移植ロポット，人工生命による生態系モテルの研究を行っ

ている。

　北村は生ゴミのバイオガス変換，食晶製造の殺菌⑧晶

質評価⑧衛生管理システム，家畜糞尿処理の研究を行っ

ている．
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　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Stud1es　on　Automat1c　D1scr1m1nat1on　of　Doub1e

　F1owermg　Stock　from　Smg1e　F1owenng　Seed11ng

　byFuzzyTheory　KKOKU，NAOKI，MDOHI，

　TFUJIURA，KTAKEYAMA，園芸学会雑誌，
　68（1），49－54．1999．

Z　ロボットによる結球野菜の選択収穫の研究（第3報）。

　丁碩絃1藤浦建史⑧土肥誠⑧北村豊⑳月谷香
　織⑧上田弘二，農業機械学会誌，61（5），1O1－107．

　1999．

3　Stud1es　on　　the　　Susta1nab1e　　Ramwater

　Ut111zat1on　Systems1n　Japan　w1th　Front1er

　Techno1og1es竹山光一⑧井手光男⑧吉田孝⑧樋口

　昭⑧林圭院，Proc．Intemat1ona1Sympos1um＆

　　1st　Ch1nese　Nat1ona1Conference　on　Ra1nwater

　Ut111zat1on，Ranzhou，Ch1na　Proc，pp168－173．

　1998．

4．The　sustamab1e　System　m　Japan　w1th

　Ra1nwater　and　So1ar　Energy　TAKEYAMA，K，

　IDEMKITAI，YOSHIDAT，HIGUCHIAand
　FUJIMOTO　Y，Intemat1ona1Sympos1um＆2nd

　Ch1nese　Nat1ona1Conference　on　Ra1nwater

　Ut111zat1on，Xuzhou　Chma　Proc　pp298－303．

　1998．

5．曝気装置による水質改善のための太陽エネルギーの

　利用。井手光男⑧竹山光一⑧筒井曄，雨水資源化シ

　ステム学会誌，4（1），45－49，1gg＆

a雨水利用施設に対する自治体の助成制度に関する

　Wor1d　Wide　Web上の情報．喜多威知郎⑧竹山

　光一⑧北村邦彦・古庄由里恵，雨水資源化システム

　学会誌，4（1），41－44，199＆

7。電解水の有効利用に関する研究．藤本陽子⑧竹山光

　一⑧喜多威知郎⑧北村豊，雨水資源化システム学会

　誌，4（2）：31－36，199乱

8　Desa11nat1on　and　Contro1of　D1sso1ved　Oxygen

　by　New　Gate　System　－F1oat1ng　Gate　m

　Estuary1n　Mekong　De1ta　m　V1etnam　and

　Desa11nat1on　Condu1t　m　Nakaum1Pro〕ect　m

　Japan　TakeyamaK，K1taI，Ide　M，Yosh1da

　T，and　H1guch1A，ISCUCMIR999Kunm1ng，
　Ch1na（国際連合学より出版予定）1999

臥Loca1govemment’s　f1nanc1a1ass1stance　for

　ramwater　ut111zat10n1n　Japan　Proceedmgs　of

　the　gth　Intemat1ona1ra1nwater　Catchment

10．

Systems　Conference，1｛　（1999Ju1y）　CD　1n

press．

The　effect　of　storage　1ocat1on　on　co11ected

ra1nwater　qua11ty　Proceedmgs　of　the　gth

Internat1ona1ramwater　Catchment　Systems

Conference，K1tamura　K，K1ta　I，Takeuch1A，

1999．

11。三次元セル⑧オートマトンによる植物生長モテル。

　　土肥　誠⑧藤浦建史⑧岡　和歌子，農機学会関西支

　　部報，86二53－54，199臥

12。

13。

14．

15、

16。

1τ

18．

1
．

2
。

3
。

GAによるストック苗画像認識について．土肥誠⑧

藤浦建史⑧植原麻衣，農機学会関西支部親8689－

90．1999

P1ant　Growth　Mode1usmg3－D　Ce11u1ar　Auto－

matonMDOHI，TFUJIURA，WOKA，ASAE
Paper　Nσ。993006：1－9．1999．

Stock　Seed11ng　Se1ect1on　and　Transp1antmg

RobotMDOHI，TFUJIURA，ASAEPaper
No－993070：　1＿9．1999．

農用4軸RCヘリコプタの開発に関する基礎的研究

（第2報）一ダウンウオッシュによる液剤被覆面積

率のモデル化一。挑剣亭亀中尾清治亀北村豊，農業

生産技術管理学会誌，5（2），49－53．1998。

バイオガス変換を目的とする厨芥の酸分解特性．北

村豊⑧藤浦建史⑧田村容子⑧買俊業，農業機械学会

関西支部報，86121－122，199臥

乳製晶凝固過程のインピーダンス測定　北村豊⑧藤

浦建史⑧中尾清治⑧大井亜紀，農業機械学会関西支

部報，86：123－124．1999。

紫外線照射による液体食晶の殺菌（2）一紫外線照射⑧

殺菌特性一。北村豊⑧藤浦建史⑧中尾清治⑧石長由

華，農業機械学会関西支部報，86125－126．1999．

　　　　　　　　〔学会発表〕

水の有効利用化に関する基礎的研究一水の電気分解

によるpH，ORP変化一．竹山光一⑧喜多威知郎⑧

藤本陽子，第6回日本国際雨水資源化学会講演要，

9＿13．　19984

インターネット上に掲載されている雨水利用施設に

対する自治体の助成制度，喜多威知郎⑧竹山光一⑧

北村邦彦⑧古庄由里恵，第6回日本国際雨水資源化

学会講演要旨，5＆62．1998．

中国における第2回雨水利用シンポジューム及び雨

水利用学術全国討論会に参加して。竹山光一ヲ平成
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　　1O年11月第6回日本国際雨水資源化学会講演要旨

　　pp．48～51．

4ストック苗選別移植ロポット土肥誠⑧藤浦建史⑧

　　山口宏樹⑧植原麻衣，第58回農業機械学会年次大

　　会講演要旨，393－394．1999

5．農業用6足歩行ロポット（GAによる歩容の形成）

　　土肥　誠1藤浦建史⑧土肥香織，日本機械学会ロポ

　　ティクス⑧メカトロニクス講演会’99講演論文集，

　　2A1－03－028．1999．

6．HACCP対応型食晶検査システムの確立（1）一平

　　板培養法による細菌数検査の迅速化一。北村豊⑧池

　　田延雄⑧豊田浄彦，第58回農業機械学会年次大会

　　講演要旨，203－204，199乱

7．メタン発酵システムによる厨芥のバイオガス変換

　　（第1報）一生ごみスラリーの酸生成特性一．買俊

　　業⑧北村豊⑧藤浦建史⑧田村容子，第58回農業機

　　械学会年次大会講演要旨，427－428．1999

8．メタン発酵システムによる厨芥のバイオガス変換

　　（第2報）一高濃度有機酸スラリー生成に関する比

　　較研究一．賢俊業⑧北村豊⑧蒋偉忠⑧倉林宏行⑧藤

　　浦建史，1999年度農業施設学会大会講演要旨，106－

　　107．　1999，

9．Dry　MethaneFermentat1on　SystemforL1Yestock

　　Manure（1）．蒋偉忠⑧北村豊⑧賢俊業⑧石東宣明，

　　1999年度農業施設学会大会講演要旨，108－109．

　　1999．

10．電気インピータンスによるヨーグルト加工のモニタ

　　リング北村豊⑧藤浦建史⑧石束宣明⑧豊田浄彦⑧

　　日本食晶科学工学会第46回大会講演集，89．1999。

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．農作業の機械化（「農学研究の歩みと21世紀への展

　望」所収）．藤浦建史，鳥取大学大学院連合農学研

　究科，pp380，（195－210頁を分担），1998．

z排水処理装置。北村豊，食晶製造流通データ集収録

　産業調査会，199＆

3．農業施設用語（17語）．北村豊，農業施設用語事典

　収録，農業施設学会，199＆

4．メタン発酵システムについて．北村豊，循環型社会

　の構築に向けて，政策総合研究所，pp岨18，199＆

地域環境工学講座

　　Eng1neenng　on　Reg1ona1Deve1opment

福　櫻　盛　一　　⑧

Sh1gekazu　FUKUsAKURA

福　島　　　晟

Ak1ra　FUKUsHIMA

武　田　育　郎

Ikuo　TAKEDA

石　井　将　幸

Masayuk1IsHII

鳥　山　胱　司

Koush1T0RIYAMA
野　中　資　博

Tsuguh1ro　N0NAKA

木　原　康　孝

Yasutaka　KIHARA

森　　　也寸志

Yasush1M0RI

　本講座では，農村地域の水文⑧水質環境，農地環境の

整備⑧保全，農業施設⑧構造物，農村地域計画に関わる

工学的手法による基礎的あるいは応用的研究により，農

村地域の生産環境⑧生活環境の新たな整備方向を勘案し

た学術研究活動が行われている．

　福櫻は，最も基本的な土壌侵食である雨滴侵食の機構

の研究，農地侵食（流亡土砂量）の実態の研究，土壌流

亡の防止法の研究を行い，これらの成果は農地造成地に

おける表土流亡の抑止と周辺の環境汚染防止に役立てら

れてきている．

　鳥山は，土木構造物の材料としての砂礫材の勇断強度

特性と設計に用いる強度定数の取り方を検討し，次いで，

締固め土と飽和した正規圧密，過圧密土の勢断特性を比

較し，両者を同じ勇断特性を持っとする従来の見方が過っ

ていることを明らかにしつつある．

　福島は雨水流モデルと長短期流出両用モデルとを統合

した流出モデル（KiWSモデル）の活用，モデル定数の

有効桁を設定した流出モデルの同定手法について検討し

ており，農山村地域の流域数値モテルと洪水流出予測手

法，農業水管理を考慮した雨水流出システムのモテル化

を検討課題としている．

　野中は，「水貯留コンクリート構造物の設計と耐久性」

という研究テーマの下に研究を進めており，潅概排水，

上下水道などに関わるコンクリート構造物の設計法，維

持管理，補修改修にっいての論理を統合化するのを目標

としている．

　武田は，集水域からの水質汚濁物質の流出機構とその

制御に関する研究，特に，汚濁負荷の実態が把握しにく

く，人為的な制御が困難であるノンポイント汚染源負荷

に関する研究を実施している．そして，斐伊川流域の数

地点で水質汚濁物質の動態と水資源の循環利用による水

質汚濁物質の流出削減効果を実証的に考察している。こ
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れらの研究は，流域スケールにおける水文循環に伴う物

質循環機構の解明及び水域の水質改善を目指している．

　木原は，土壌中の移動現象に関する基礎的研究を様々

な角度から進め，土壌の吸着イオンが土壌の物質移動に

与える影響を明らかにした．あわせて，乾燥地において

問題となる塩類集積現象についても実験及び理論的研究

を行っている。

　石井は，水資源計画を行う上で重要な地下水の利用と

環境保全に関して，数値解析と最適化手法を用いた研究

を行っている　水利用の面では，地下水の局度利用を可

能とする地下ダムを対象とし，適切な設計と運用を行う

ための数値モデルについて研究している．地下水環境の

面では，沿岸部における地下水塩水化の現地観測を行い，

有効な観測手法と塩水化対策について研究を進めている。

　森は軟X線で土壌中の鉛直下方への水移動を可視化す

る手法を用い，土壌がマクロポァとマトリックスという

二重間隙構造性を持っており，かつ土壌中の水移動がこ

れらの構造に強く影響されることを明らかにした．そし

て，現在TDR法，4極法センサーなどによって，その

移動量の定量測定を検討中である．

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．水質の基礎（丸山利輔⑧三野徹編著「地域環境水文

　学」所収）．武田育郎，朝倉書店，東尿，pp126－

　132．　1999．

z流出負荷（丸山利輔⑧三野徹編著「地域環境水文学」

　所収）．金木亮一⑧武田育郎，朝倉書店，東尿，pp

　132＿137．　1999．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．締固め土と正規圧密⑧過圧密土の勇断特性の比較．

　鳥山胱司，島根大学生物資源科学部研報，3：11－18．

　1998．

2．モデル定数の有効桁を設定した流出モデルの同定手

　法とその適用例，福島晟⑧武田育郎・森也寸志

　島根大学生物資源科学部研報，3：19－26，199＆

a　コンクリート防食材の接着安定性に関する検討．糸

　井徳彰⑧藤澤健一⑧野中資博，コンクリート構造物

　のリハヒリテーンヨンに関するンンポジウム論文集，

　101－108，日本コンクリートエ学協会，199＆

4　A　study　on　est1mat1on　of　deter1orat1on　depth　on

　comp1ex　carbonat1on　corros1on　of　concret巳

　YANG，W　and　TNONAKA，セメント⑧コンクリー

　　ト論文集，No．52，704－709．1998．

5
．

6
．

7
．

A　study　on　est1mat1on　of　deter1orat1on　depth

on　m1crob1a1corros1on　of　concrete　YANG，W

and　TNONAKA　セメント⑧コンクリート論文集，

No52　726－733．1998．

A　study　on　the　remova1method　of　deteno－

rated　concrete　m　wastewater　treatment　p1ants

YANG，W，KFUJISAWA，NITOI　and　TNONA
KA，農業土木学会論文集，No201，81－87，199乱

信頼性理論に基づいた逆丁形擁壁の剛体安定に関す

る部分安全係数の算定．野中資博⑧相野秀樹，長谷

川局士先生退官記念論文集，81－88，199臥

＆Effect　of　rema1nder　S042－10ns　on　durab111ty　of

　concrete　protect1ve　coatmg　FUJISAWA，K，

　WYANGandTNONAKAProcofthe2ndInt
　RILEM　Symp　ISAP’99，531－543，199軌
9
．

1O。

11．

12．

被覆肥料を用いた畑地からの窒素負荷の流出削減一

傾斜ライシメータからの汚濁負荷流出に関する研究

（I）、成松克彦⑧武田育郎⑧福島　晟⑧森　也寸

志，農業土木学会論文集，198911－919，199＆

畑地からのリンとCOD成分の表面流出　一傾斜ライ

シメータからの汚濁負荷流出に関する研究（II）、

成松克彦⑧武田育郎⑧福島　晟⑧森　也寸志，農業

土木学会論文集，198921－927，199＆

水循環型流域における水質環境の改善と水生植物の

役割に関する研究。武田育郎，河川美化緑化調査研

究論文集，8：91－110，199臥

Soft　X－ray　rad1ography　of　dra1nage　patterns　of

structured　s011s　Mor1，Y，T．Maruyama　and　T

M1tsuno，S011Sc1Soc　Am　J63（4），733－740．

1999。

岨軟X線による非破壊土壌中の水移動機構の解明．森

　　也寸志，ESI－NEWS17，129－139，199λ

14． D1scr1mmat1ng　the　mf1uence　of　so11texture　and

management－mduced　changes1n　macroporef1ow

us1ng　soft　X－rays　Mor1，Y，K　Iwama　T

Maruyama　and　T　M1tsuno　S011Sc1164，467－482．

1999．

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．緩い締固め粘性土の一面聾断試験結果について．鳥

　山胱司，53農土学会中国四国支部講演要旨，147－

　149．　1998．

zまさ土の締固めと正規⑧過圧密での勇断特性の比較

　鳥山胱司，平11農土学会大会講演要旨，564－565，
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　　1999．

3．モデル定数の有効桁を設定した流出モデルの同定手

　　法とその適用例，福島　晟，53回農土学会中四国支

　　部講演要旨，69－71．1998

4流域の部分的開発を考慮した集中定数型流出モテル

　　とその適用，福島　晟，平11農土学会大会講演要

　　旨，130－131．1999．

5．プレストレストコンクリートタンクの施工直後に生

　　じる温度ひびわれにっいての研究。中村裕大⑧野中

　　資博，53回農土学会中四国支部講演要旨，181－183．

　　1998．

6．　Bacter1c1da1　act1v1ty　　of　　hydrota1c1te　　for

　　concrete　repa1r　YANG，W，TSATO　and　T

　　NONAKA，53回農土学会中四国支部講演要旨，

　　193＿195．　1998．

7．廃カラスのコンクリート2次製晶への利用に関する

　　基礎的研究．野中資博⑧高田龍一⑧加藤隆志，平

　　11農土学会大会講演要旨，640巧41，199臥

8．Ant1m1crob1a1act1v1t1es　and　phys1ca1propert1es

　　of　repa1r　mortar　w1th　hydrota1c1te1n　waste－

　　water　treatment　p1ants　YANG，W，TNONAKA

　　and　T．SATO，平11農土学会大会講演要旨，648－

　　649．　1999．

9．針葉樹人工林の下層植生の消失が汚濁負荷流出に与

　　える影響，武田育郎⑧景山明彦，日本水環境学会シ

　　ンポジウム講演集：71－72．1999

10．非等温条件下における土壌カラムからの蒸発にっい

　　て　木原康孝⑧福桜盛一，53回農土学会中四国支

　　部講演要旨：167－169，199＆

11．大型カラムを用いた水分⑧塩分⑧熱の移動実験につ

　　いて．木原康孝⑧森　也寸志⑧井上光弘⑧大槻恭一亀

　　坂口義英，平11農土学会大会講演要旨，802－803．

　　1999．

12．軟X線による飽和土壌粗間隙の透水⑧幾何学的特性

　　の解析。森　也寸志⑧福島　晟⑧丸山利輔⑧三野

　　徹，第53回農業土木学会中国四国支部講演会講演

　　要旨，PP．164－166，199＆

13．Mu1ti－step　outf1owによる非破壊土壌の不飽和透

　　水係数の推定．森　也寸志⑧木原康孝⑧井上光弘⑧

　　平成11年度農業土木学会大会講演会講演要旨集，

　　pp．744－745．　1999．

z

a

4

5

a

7
。

＆

軌

の比較。鳥山胱司，農業土木学会ダム研究委員会報

告書，51－58．1999

画像処理による農山村地域の流域数値モデルの表現

と洪水流出予測への応用，福島晟⑧武田育郎⑧森

也寸志，平成8年度～平成10年度科学研究費補助

金（基盤研究（B）（2）），研究成果報告書，v＋100p

叫，1999．

宍道湖及び中海圏域における農業水管理の変遷と水

文⑧水質環境への影響評価，福島　晟⑧武田育郎⑧

森也寸志，平成9年度～平成10年度科学研究費

補助金（基盤研究（B）（2）），研究成果報告書，v1＋

80pP乃　199臥

コンクリート防食被覆工法の耐久性に関する調査研

究報告．糸井徳彰⑧藤澤健一⑧野中資博，平成10

年度農業集落排水技術研究発表会，31－39，日本農

業集落排水協会，1998。

コンクリート下水道施設における腐食⑧劣化対策の

視点．野中資博，コンクリート構造物の劣化に対す

る防食樹脂ライニングの効果的利用方法＜特別セミ

ナーテキスト＞，5／1－5／8，日刊工業新聞社⑧樹

脂ライニングエ業会，199臥

農山村地域の水と物質移動の動態とそのモデル化

（科学研究費基盤研究（B）（2）「画像処理による農

山村地域の流域数値モデルの表現と洪水流出予測へ

の適用」所収）武田育郎，pp4ホ75，199臥

農業水管理と水質環境への影響評価（科学研究費基

盤研究（B）（2），「宍道湖および中海圏域における農

業水管理の変遷と水文⑧水質環境への影響評価」所

収）武田育郎，pp25－58，199λ

湖沼非特定汚染源対策強化実証調査，武田育郎，環

境庁水質保全局委託業務結果報告書，37皿199臥

SOFT　X－RAY　VISUALIZATION　AND　ANA－

LYSIS　ON　HYDRAULIC　AND　GEOME－TRICAL

PROPERTIES　OF　SOIL　MACROPORE　Mor1，Y

Ph　D　Thes1s，Kyoto　Univers1ty，1999。

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．水浸した締固め土と正規圧密⑧過圧密土の勇断特性
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　　　　附属教育研究センター

Education　and　Research　Center
　　for　Bi〇五〇gica1Resources

　附属教育研究センターは，設立の母体である附属演習

林，附属農場，臨海実験所をそれぞれ森林科学部門，農

業生産科学部門，海洋生物科学部門と位置づけた3部門

からなっている。

　当センターでは，各部門が従来の単独施設として果た

してきた機能を維持⑧継承をしながら，さらにそれぞれ

部門が連携して，森林・耕地⑧海洋の関係を相互的⑧一

体的に解析することを目的としている．

　このため，教育面では各部門が一体となったカルキュ

ラムをくんでいる．また研究面においても，部門間の教

官が共通認識に基つた研究テーマを企画している。具体

的な教育科目，研究テーマは次の通りである．

　○共通的教育

　　⑧共通教育科目　「自然を語ろう」

　　⑧専門基礎科目　「森林から耕地，海へ」

　　⑧専門教育：「自然環境学」

　　⑧社会人教育（公開講座）　「隠岐の自然と農業」

　○共通的研究課題

　　⑧森林一耕地一海の生態系に関する研究

　　⑧森林，耕地，海洋を一体的にとらえた物質循環の

　　　研究

　　⑧森林から耕地，海洋へと流化する水と生活環境の

　　　関係に関する研究

　　⑧地域マネーシメントに関する研究

森林科学部門

　　Section　of　Forest　Science

瀧　本　義　彦　　⑧

Yosh1h1ko　TAKIM0T0

橋　本　　　哲　　⑧

Tetsu　HAsHIM0T0

西　野　吉　彦

Yosh1h1ko　NIsHIN0

山　下　多　聞

Tamon　YAMAsHITA

　森林科学部門は，森林の生産力を持続的に，最大限に

発揮させることを目的に林学⑧林産学に関する教育⑧研

究を行うと共に，流域生態系の上流部に位置する森林の

自然環境の保全に関する教育⑧研究を展開する。

　当部門は，森林資源学と森林保全学の2分野で構成さ

れている．また，当部門には匹見演習林（美濃郡），三

瓶演習林（大田市，飯石郡），松江試験地（松江市）の

森林と林産加工場（川津キャンパス）を有する．

　森林資源学分野，「演習林」がこれまで行ってきた内

容を継続しっっ，持続的な森林資源の利用のための森林

施業，地域森林計画などの維持⑧管理に関する教育⑧研

究を行う．

　森林保全学分野，森林生態学，森林立地学及び森林防

災学などを基礎として，森林の持つ環境機能の保全⑧利

用などに関する教育⑧研究を行う．

○研究主題

　森林資源管理学分野，森林労働科学に関する研究，木

　　材物理学に関する研究，地域密着型林業経営に関す

　　る研究

　森林環境保全分野，森林土壌学に関する研究，森林生

　　態系内の物質循環に関する研究，森林防災に関する

　　研究

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．N1trogen　dynam1cs　of　decompos1ng　Japanese

　cedar　and　Japanese　cypress11tter1n　p1antat1on

　forests　Yamash1ta　T，Tob1ta，H　and　Takeda，

　H　In　（K　Sassa　Ed）Env1ronmenta1Forest

　Sc1ence，Forest　Sc1ence　Ser1es　Vo154，p215－22

　1K1uwer　Academ1c　Pub11shers，Dordrecht，1998．

　　　　　　　　　〔学術論文〕

1．同一作業を床の上とはしご上で行う場合の強度差。

　松原周信，瀧本義彦，尿府大学報50　16－19．1998

zカラーイメージスキャナーによる木材材鑑のデジタ

　ル画像化と色彩測定への応用．西野吉彦⑧晶川良平，

　木材工業，54（4），167－1691999

3．　Automat1c　detect1on　method　for　damaged

　bandsaw　　teeth　　TANAKA　　Ch1ak1，　ZHU

　Nanfeng，NISHINO　Yosh1h1ko　KECHEN　L1ng，

　Proceed1ngs　of　the14th　Intemat1ona1Wood

　Machmmg　Sem1nar，vo1　1，203－210　Par1s

　Epma1C1uny－France　September12－19．1999

4。異なる光環境と施肥強度のもとで栽培されたスギと

　ヒノキの2年生実生の成長．山下多聞⑧金塚　洲，

　島根大学生物資源科学部研究報告347－52，199＆

5．タイ国森林土壌における化学性および養分蓄積。山

下多聞⑧中西麻美⑧徳地直子⑧武田博清，森林応用

　研究8：89－94．1999．
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α　タイ国森林土壌における窒素無機化の特性徳地直

　子⑧中西麻美⑧山下多聞⑧武田博清，森林応用研究

　8　　：85－88．　1999．

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．島根県産小径広葉樹材の色彩測定．西野吉彦，第49

　回日本木材学会大会研究発表要旨集，951999

2。丸太の自然乾燥過程における縦振動特性関恵兀⑧

　西野吉彦，第49回日本木材学会大会研究発表要旨

　集，77．1999．

3．エネルギー供給源としてのスギ人工林の利用．西野

　吉彦⑧北野大輔，日本木材学会中国⑧四国支部第

　11回研究発表会要旨集，98－991999

4．N1trogen　dynam1cs　of　decompos1ng　Japanese

　cedar　and　Japanese　cypress11tter1n　p1antat1on

　forests　Yamash1ta，T，Tob1ta，H　and　Takeda，

　H，IUFRO　D1v1s1on8Conference，1998

5　タイ国森林土壌における化学性およぴ養分蓄積　山

　下多聞⑧中西麻美⑧徳地直子⑧武田博清，第49回

　日本林学会関西支部大会，199＆

6．タイ国森林土壌における窒素無機化の特性徳地直

　子⑧中西麻美⑧山下多聞⑧武田博清，第49回日本

　林学会関西支部大会，199＆

7．光および窒素量の異なる環境で生育するスギ⑧ヒノ

　キ2年生苗の成長。山下多聞⑧金塚　洲，第110回

　日本林学会大会，1999

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．第110回日本林学会大会短信一立地．山下多聞，林

　業技術686　10－11．1999．

麗業生産部門

　　Sect1on　of　Agricu1tura1Sc1ence

専任教官

　　植　田　尚　文　⑧

　　H1sahum1UEDA
兼任教官

　　伊　藤　憲　弘　⑧

　　Nor1h1ro　IT0

　　浅尾　俊　樹　⑧

　　Tosh1k1　AsA0

　　山　岸主　門

　　Kazuto　YAMAGIsHI

中　野　尚　夫

H1sao　NAKAN0

青木　宣　明

Nor1ak1　A0KI

大　西　政　夫

Masao　O0NIsHI

　農業生産科学部門は，農業生産技術学と耕地環境管理

学の2分野から構成されている．農業生産技術学分野で

は，安全，多収，高晶質の食糧生産や花卉など観賞植物

生産のための新しい栽培技術や作業技術の開発，実証と

これら技術の体系化を目指している．耕地環境学分野で

は，耕地生態系を構成している土壌，水，雑草などの環

境諸要因やそれらに影響を与える栽培技術との相互関係

を動的⑧総合的に検討⑧分析し，自然生態系機能を維持

した農業生産，っまり持続型農業の成立要因解明を目指

している。

　専任教官の主な研究課題は次の通りである。

①ブルーベリーのタイプ⑧晶種の地域適応性

②ブルーベリーの作型および鉢植え栽培

③砂丘地におけるダイズなど畑作物の生育特性

④ダイズの栽培的要素と生育⑧収量の関係についての

　　理論的解析

⑤不耕起播種栽培を前提とした輸作体系における合理

　　的作物選定，組合わせの解明（特にアレロパシー物

　　質との関連から）。

　　　　　　　　　　［論　文］

1．緑肥作物立毛中に不耕起播種した水稲の苗立ち。中

　野尚夫⑧杉本真一，日作紀，68357－363，199乱

　なお，兼任教官の研究課題，研究業績は，農業生産学

科（生産技術管理学講座）の頁に示されている．
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海洋生物科学部門

　Sect1on　of　Marme　B1o1og1ca1Sc1ence

大津浩三⑧丸山好彦
Kohzoh　OHTsU　Yosh1h1ko　MARUYAMA

　当該部門は，隠岐諸島の島後に位置し，海流と複雑な

地形に影響され，暖流性、寒流性生物の混在する特異な

生態系を構築する　部門は，「海洋生態学」と「海洋分

子生物学」の2分野からなる．則者は，多様な環境に対

する動物の適応戦略を，感覚生理学的観点から理解する

ことを目指す．後者は，古典的な生態学とは一線を画し，

海産動物の生殖の観点から生態系の理解を模索する．ま

た，両分野は，生態系の微妙な経年変化を協力して監視

し，環境破壊のかすかな前兆を察知することに努める。

　教育面では，生物多様性への理解を深めるべく，豊富

な生態系を利して，分類学，生理学，発生学をテーマに

した臨海実習がそれぞれ行われている．専門的な知識よ

りも，むしろ，環境維持と多様な生物相との関連性につ

いて主眼が置かれている．

　また試料生物の潤沢な立地的メリットを生かし，実験

材料を供給することにより，間接的に発生学，生化学等，

他分野の研究⑧教育をバックアップする．

2
．

3
．

4
．

dunng　the“catch”contract1on　of　c1am　smooth

adductor　musc1e　ce11s　Tanaka　T，Is1da，H，

Ohtsu，K，and　Matsuno，A，ZooZ　Sα，15
855＿859．1998．

Absorpt1on　spectra　of　p1anar1an　v1sua1p1g－

ments　and　two　states　of　the　metarhodopsm

mtermed1ates　Azuma，K，Iwasak1，N，and

Ohtsu，K，Photochem　Photob1o1，69（1）99－104．

1999．

Loca11zat1on　of　a　v1sua1Gq　protem　m　the

photoreceptors　　of　　a　　Po1ychaet，　Pθれ〃θκゐ

伽舳α㈹∫（Anne11da）　M1yako－Shmazak1Y，

Sh1mazak1Y，Ohtsu，K，andYamamoto，M，
Cθ〃　1ゼs8ωθ1三θs．，296：427＿431．1999

Structura1and　funct1ona1d1fferences　of　tw0

forms　of　GTP－bmdmg　prote1n，Gq，m　the

cepha1opod　retma　Nar1ta，K，Suzuk1T，Ohtsu，

K，Se1dou，M，K1to，Y，and　Tsukahara，Y，

Co妙励ocん肌肋鋤oZ（3），123（3）：319－327．

1999．

　海洋分子生物学分野　下等無脊椎動物（クラゲ，タコ

　　等）の視物質，初期光受容過程に関する研究におい

　　て，これまで用いられてきた組織学，電気生理学，

　　生化学的手法に加え，分子生物学的手法を導入して

　　研究を行う．合わせて，生態学，系統分類学的見地

　　から生理現象を傭賊し，部門内隣接分野との技術的

　　融合を計る．

　海洋生態学分野：臨海実験所周辺海域に棲息する海産

　　無脊椎動物（ヒトデ，ウニ，ナマコ等）の発生に関

　　する教育⑧研究を行う．

○研究主題

　　海洋分子生物学　海産無脊椎動物の視物質蛋白，光

　　受容細胞の初期光受容過程及び，系統分化に関する

　　研究

　　海洋生態学分野　臨海実験所の周辺海域に棲息する

　　海産無脊椎動物（ヒトテ，ウニ，ナマコ等）の発生

　　に関する研究．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．　U1trrastuctura1stud1es　of　ca1c1um　1ocation
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1 Ultrastructural studies of the liver innervation 

in guinea pig. Akiyoshi H and lchihara K. In 

Electron Microscopy, vol. 3 : pp2931-2932, Imura 

T, Maruse S, Suzuki T (eds). JEM, Tokyo, 1986 

2. Scanning electron microscopic studies of the 

nerves in the guinea pig gallbladder. Gonda T, 

Akiyoshi H and lchihara K. In : New Trends m 

Autonomic Nervous System Research. pp273-274, 

Yoshikawa M, Uono M, Tanabe H, Ishikawa S 

(eds). Excerpta Medica, Amsterdam, 1991 

3. Electron microscopic studies on the distribution 

of nerve fibers and terminals in the cirrhotic 

liver in guinea pig. Akiyoshi H, Gonda T, Adachi 

M and lchihara K. In: New Trends in Auto-

nomic Nervous System Research, pp275-276 

Yoshikawa M, Uono M, Tanabe H, Ishikawa S 

(eds). Excerpta Medica, Amsterdam, 1991 

4 Immunohistochemical studies on the distribution 

of peptidergrc nerve fibers in the guinea pig liver 

Akiyoshi H, Gonda T and lchihara K. In: New 

Trends in Autonomic Nervous System Research 

pp277-278, Yoshikawa M, Uono M, Tanabe H, 

Ishikawa S (eds). Excerpta Medica, Amsterdam, 

1991. 

5. Scannmg electron microscopic observations of 

mtercellular contacts in rat hepatocytes in 

primary cultures. Akiyoshi H, Kohno Y, Ichihara 

K and Breipohl W. In: Electron Microscopy, vol 

3B: pp925-926, Jouffrey B, Colliex C (eds). Les 

Editrons de Physique Les Ulis, Pans, 1994 

6. Characteristic innervation of the fibroblast and 

the myofibroblast in the cirrhotic liver in carbon 

tetrachloride (CCl+ ) administration rats. Aki-

yoshi H and lchihara K. In: Electron Microscopy, 

vol. 3B : ppl241-1242, Jouffrey B, Colliex C (eds) 

Les Editions de Physique Les Ulis, Paris, 1994. 

1
.
 

1
.
 

2
.
 

3
.
 

4
.
 

5
.
 

6
.
 

7
.
 

8
.
 

9
.
 

1 O. 

1 1. 

C~{~¥ ~}a) 

lchihara K, Akiyoshi H. Innervation of the Liver 

A review of anatomical and pathological ap-

proaches. Yonago Acta medica, 39: 1-23, 1996 
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Akiyoshi H and lchihara K. Innervation of the 

mammalian liver, with special reference of liver 

fibrosis. J Clin Electron Mrcroscopy 15: 410-411, 

1982. 

Kobayashi H, Tsuneki K, Akiyoshi H, Koba-

yashi Y, Nozaki M and Ouji M. Histochemical 

distribution of peroxidase m ascidians with 

special reference to the endostyle and the 

branchial sac. Gen Comp Endocrinol 50: 172-187, 

1 983. 

Akiyoshi H and lchihara K. Electron microscope 

study of intrahepatic innervation. J Clin Electron 

Microscopy 16: 458-459, 1983. 

Akiyoshi H and lchihara K. Scannmg electron 

microscopic observation of the liver innervation 

in guinea pig. J Clm Electron Mrcroscopy 17 
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15秋吉英雄，Kusman　W1djaja，井上貴央。ラット舌

　　の神経内に認められた肥満細胞の微細形態について。

　　第41回日本電子顕微鏡学会学術講演会，札幌　6

　　月，1985．

16秋吉英雄，宮本和哉，市原問一．妊娠時における肥

　　大肝細胞の電子顕微鏡的観察一特にコルジ装置を

　　中心として一．第17回日本臨床電子顕微鏡学会総

　　会，名古屋　9月，1985．

1τ井上貴央，秋吉英雄，竹内亘，平井啓介．S　EMの

　　臨床応用とその問題点　一試料作製法と観察法を中

　　心に一．第17回日本臨床電子顕微鏡学会シンポジ

　　ウム，名古屋　9月，1985．

1＆秋吉英雄，市原問一，坂本巌．マウス妊娠肝におけ

　　る肝細胞の超微構造　一ホルモン代謝を中心に一．

　　第75回日本病理学会総会，仙台　4月，1986．

19加藤信介，秋吉英雄，市原問二悪性リンパ腫を伴っ

　　たRendu－Os1er－Weber病の一剖検例．第75回日

　　本病理学会総会，仙台　4月，198a

20上田昌彦，秋吉英雄，市原問一．エストラジオール

　　投与マウス肝における形態計測および電顕的観察。

　　第76回日本病理学会総会，東京　3月，198τ

21．山崎郁雄，秋吉英雄，上田昌彦，市原問一．低Ig

　　血症のない胸腺低形成を伴う重症先天性免疫不全症

　　の一剖検例．第76回日本病理学会総会，東京　3

　　月，198τ

22秋吉英雄，上田昌彦，市原問一．高オルニチン血症，

　　高アンモニア血症，ホモシトルリン尿症症候群の肝

　　臓の電顕的研究．第19回日本臨床電子顕微鏡学会

　　総会，東尿　9月，1987．

23．秋吉英雄，岡本勲，上田昌彦，市原問一。総胆管結

　　紮後の視細胞外節および網膜色素上皮細胞における

　　走査電顕的研究．第19回日本臨床電子顕微鏡学会

　　総会，東尿　9月，198τ

24北村幸郷，上崎善規，伊藤忠雄，秋吉英雄，市原問

　　一。含硫アミノ酸のアセトアミノフェン肝障害抑制

　　作用．第8回日本臨床薬理学会総会，松江　11月，

　　1987．

2a北村幸郷，上崎善規，伊藤忠雄，秋吉英雄，市原問

　　一．アセトアミノフェンによる肝障害におけるシス

　　テインの肝保護作用．第10回含硫アミノ酸研究会

　　シンポジウム，1987．

2a秋吉英雄，上田昌彦，権田辰夫，市原問一．特異な

　　肝細胞内小器官の変化を呈した，アミノ酸異常を示

　　す遺伝性代謝疾患の1例．第77回日本病理学会総

　　会，札幌　5月，198＆

2τ北村幸郷，上崎善規，伊藤忠雄，秋吉英雄，市原問

　　一．アセトァミノフェン肝障害におけるシスタチオ

　　ニンの肝保護作用．第30回日本消化器学会総会，

　　鹿児島　10月，198＆

2＆秋吉英雄，権田辰夫，市原問一．コラゲナーゼ消化

　　法を用いた肝臓内神経線維の走査型電顕による観察。

　　第20回日本臨床電子顕微鏡学会総会，福岡　9月，

　　1988．

2乱権田辰夫，秋吉英雄，市原問一，奥間政昭．角膜お

　　よび毛様体に分布するコリン性神経の走査型電顕に

　　よる観察。第20回日本臨床電子顕微鏡学会総会，

　　福岡　9月，198＆

3α北村幸郷，上崎善規，伊藤忠雄，秋吉英雄，市原問

　　一．シスタチオニンのアセトアミノフェン肝障害に

　　対する肝保護作用。第9回日本臨床薬理学会総会，

　　東呆　11月，198＆

31．秋吉英雄，権田辰夫，市原問一　肝臓の線維化過

　　程における，コリン作動性神経線維と線維芽細胞と

　　の相互関係。第78回日本病理学会総会，京都　3

　　月，198乱

32。権田辰夫，秋吉英雄，市原問一．胆嚢におけるコリ

　　ン性⑧アドレナリン性神経およびペプチド性神経線

　　維の局在に関して。第78回日本病理学会総会，京

　　都3月，1989

3a秋吉英雄，権田辰夫，則川希貞，市原問一．肝硬変

　　症における神経支配　一コリン作動性神経と線維芽

　　細胞との関係一。第21回日本臨床電子顕微鏡学会，

　　神戸　9月，1989

34。権田辰夫，秋吉英雄，則川希貞，市原問一．胆嚢に

　　分布する壁内神経の光顕およぴ透過電顕による観察．

　　第21回日本臨床電子顕微鏡学会，神戸　9月，

　　198λ

甑秋吉英雄，権田辰夫，則川希貞，三原聡，市原問一
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　　数種の動物肝におけるペプチド性神経線維の局在部

　　位に関する観察　第79回日本病理学会総会，福岡

　　3月，1990．

3巳権田辰夫，秋吉英雄，則川希貞，三原聡市原問一．

　　胆嚢の神経線維一走査電顕による観察．第79回日

　　本病理学会総会，福岡　3月，1990，

37三原聡，秋吉英雄，権田辰夫，則川希貞，市原問一．

　　ラット膀胱結合組織あ発育と加齢にともなう形態学

　　的変化　第79回日本病理学会総会，福岡　3月，

　　1990．

38秋吉英雄，権田辰夫，足立正光，市原問一．剖検肝

　　におけるペプチド性神経の抗原性と局在部位に関す

　　る観察．第80回日本病理学会総会，大阪　4月，

　　1991．

39．足立正光，権田辰夫，秋吉英雄，市原問一．実験的

　　R　a　tうっ血肝に於ける線維化と伊東細胞の関係．

　　第80回日本病理学会総会，大阪　4月，1991．

40権田辰夫，秋吉英雄，足立正光，市原問一．ヒト胆

　　嚢のペプチト性神経の分布．第80回日本病理学会

　　総会，大阪　4月，1991．

41秋吉英雄，権田辰夫，足立正光，市原問一．肝硬変

　　症における神経支配皿：筋線維芽細胞による線維形

　　成過程と血行循環の維持．第23回日本臨床電子顕

　　微鏡学会，富山　9月，i991．

42．足立正光，秋吉英雄，権田辰夫，市原間一．うっ血

　　性肝線維症の実験的モテル作成と中心静脈周囲の線

　　維化における伊東細胞の観察。第23回日本臨床電

　　子顕微鏡学会，富山　9月，1991．

43権田辰夫，秋吉英雄，足立正光市原問一．モルモツ

　　ト膀胱に分布するコリン性神経の走査電顕による観

　　察．第23回日本臨床電子顕微鏡学会，富山　9月，

　　1991．

44．秋吉英雄，市原問一．実験的肝細胞癌の発生過程に

　　おける神経線維の分布と局在に関する観察．第81

　　回日本病理学会総会，仙台　5月，199Z

45．河野由美，白木和夫，秋吉英雄．新生仔ラット肝細

　　胞における毛細胆管の形成と細胞骨格の発達変化の

　　形態学的観察．第95回日本小児科学会総会，199Z

侃河野由美，白木和夫，秋吉英雄，市原問一．新生仔

　　ラット初代培養肝細胞の毛細胆管様構造とその機能

　　におよぼすホルモン，薬剤の影響．第8回初代培養

　　肝細胞研究会，東呆　6月，199Z

47．秋吉英雄，河野由美，北村幸郷，元井信，市原問一．

　　新生仔初代培養肝細胞の細胞間接着およぴ毛細胆管

4＆

49．

形成に関する走査電顕および透過電顕的観察．第

24回日本臨床電子顕微鏡学会，岡山　9月、199a

秋吉英雄，加藤雅子，北村幸郷，元井信，市原問一．

肝類洞周囲筋線維芽細胞の収縮への神経支配の関与。

第82回日本病理学会総会，東尿　4月，199ユ

北村幸郷，元井信，加藤雅子，秋吉英雄，市原問一，

加藤信介，大浜栄作。HAMの一剖検例および本邦

報告例との比較検討．第82回日本病理学会総会，

東尿　4月，199a

5α元井信，北村幸郷，加藤雅子，秋吉英雄，市原問一．

　　組織球性増殖性疾患の種々な病像と病型。第82回

　　日本病理学会総会，東尿　4月，199＆

51。河野由美，福永真紀，白木和夫，秋吉英雄，武良哲

　　雄。新生仔ラット肝細胞における毛細胆管と細胞骨

52．

5a

54．

格の発達変化の形態学的観察　第2報　エストラジ

オール，人乳の影響．第96回日本小児科学会総会，

1993。

河野由美，福永真紀，白木和夫，秋吉英雄，武良哲

雄．新生仔ラット初代培養肝細胞の毛細胆管構造と

その機能におよぼすエストラジオール，人乳添加の

影響。第9回初代培養肝細胞研究会，徳島　6月，

1993。

権田辰夫，秋吉英雄，市原問一婁吾郷昭夫，ヒトの

胆石症における胆嚢内ペプチド性神経の分布。

第37回日本平滑筋学会総会，横浜　7月，1995．

秋吉英雄，W1mch　Bre1poh1，加藤雅子，北村幸

郷，元井信，市原問一．RC　Sラット網膜血管にお

ける神経支配一血管病変と血管支配神経の相関に

関する形態学的観察一．第85回日本病理学会総会，

東尿　4月，1996

楓北村幸郷，加藤雅子，秋吉英雄，元井偉市原問一．

　　SV40温度感受性伊東細胞株における大型丁抗原の

　　発現および増殖と分化第85回日本病理学会総会，

　　東尿　4月，199a

5α秋吉英雄，寺田忠史．実験的肝線維症における，筋

　　線維芽細胞一マスト細胞一神経終末複合体の観察。

　　第86回日本病理学会総会，札幌　6月，199τ

57．

5＆

寺田忠史，北村幸郷，秋吉英雄，加藤雅子。膵

Intraductal　Pap111ary－Muc1nous　Neop1asm（IPN）

および膵浸潤癌における内分泌細胞。第86回日本

病理学会総会，札幌　6月，199τ

秋吉英雄，中村貴史，寺田忠史，佐藤健ご　ラット

肝硬変症の遺伝子治療の基礎的研究ムα6Z組換え

アデノウイルスのラット肝硬変症での発現．第29
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　　回日本臨床電子顕微鏡学会，札幌　10月，199τ

5臥中村貴史，秋吉英雄，佐藤建ニ　アテノウイルスベ

　　クターを用いた肝硬変症ラットヘの遺伝子導入

　　第2回関西遺伝子治療研究会，大阪　2月，199＆

60．秋吉英雄，寺田忠史．ラット肝硬変症におけるLαo

　　Z組換えアテノウイルスヘクターの感染と遺伝子発

　　現部位．第87回日本病理学会総会，広島　4月，

　　1998．

61。中村貴史，秋吉英雄，大澤徳哉，武良哲雄，佐藤建

　　三Adenov1rus－transferredHNF3γgene1eadto

　　conservat1on　of11ver　funct1on，and　to　hepato－

　　protect1ve　effects　aga1nst　CC14－1nduced　11ver

　　1njur汎第4回日本遺伝子治療学会，東呆7月，

　　1998．

62．中村貴史，秋吉英雄，大澤徳哉，斉藤きよ子，武良

　　哲雄，佐藤建三．アデノウイルスベクターを介した

　　HNF3γ遺伝子導入による肝機能維持効果と肝保護

　　効果．第71回日本生化学大会，名古屋　10月，

　　1998．

6＆内藤富夫，秋吉英雄，山下雅遣，三嶋美佐子，

　　R1chard　Wassersu＆オタマンヤクシ消化管の神経

　　支配第13回日本宇宙生物科学会，東尿　9月，

　　1999．

64。内藤昌夫，山下雅道，R1chard　Wassersug，秋吉

　　英雄．オタマジャクシ消化管内VIP神経線維およ

　　ぴNO神経線維の分布．第70回日本動物学会大会，

　　山形，9月，1999

1
。

1
．

2
．

3
。

4

5
．

α

山　口　啓　子

Ke1ko　YAMAGUcHI

　　　　　　　　〔著　書〕

二枚貝の固着機構と硬組織の機胞山口啓子，和田

浩爾⑧小林巌雄編「海洋生物の石灰化と硬組織」，

東海大学出版会，東尿，pp191－204，199a

　　　　　　　　〔論　文〕

Cementat1on　and　re1ated　she11structure　m

oysters　Yamaguch1K，Neues　Jahrbuch　fur

Geo1og1e　und　Pa1aonto1og1e，Abhand1ungen，Abt

B，且9⑪：347－348，199＆

She11　structure　　and　　behav1our　　re1ated　　to

cementat1on　m　oysters　Yamaguch1，K，Marme

Bio1ogy，u8：89－100．1994．

固着性二枚貝カキ類の殻構造と固着機構山口啓子，

化石研究会会誌，2918－24，199α

Cementation　v＆mobi1ity　－　Deve1opment　of

cemented　byssusandf1ex1b1e　mob111tyofλ〃o舳α

○肋肋㈹s　Yamaguch1，K，Marme　B1o1ogy，132

651＿661．1998一

豊川下流域の貝類相．松岡敬二⑧木村妙子⑧木村昭

一⑧三谷水産局校増殖クラブ⑧山口啓子⑧高安克己，

豊橋市自然史博物館研究報告，⑨：15－24，199乱

中海本庄水域におけるアサリの成長と生残一関連

する要因の予察と潮通しパイプの効果の検討一．山

口啓子⑧門脇義雄⑧藤森恒次⑧立見博俊，

LAGUNA（汽水域研究），6145－156．1999．

7。中海における炭酸塩殻生物の潜在的分布能力．瀬戸

　浩二⑧山口啓子⑧田中源吾，LAGUNA（汽水域研

　究），筍：247－260，199臥

＆中海本庄工区におけるベントス相と環境特性（予報）．

　藤本真子⑧高安克己⑧山口啓子⑧園田武，

　LAGUNA（汽水域研究），筍：107－117，19阻

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．渥美半島高松貝層（第四系）における貝化石の産状

　山口啓子，日本古生物学会1988年年会，198＆

zカキの固着部にみられる殻構造の特徴．山口啓子，

　日本古生物学会1990年年会，199α

＆固着からみたナミマガシワの足糸と構造山口啓子，

　日本古生物学会1992年年会，1992

4．Cementat1on　and　re1ated　she11structure　m
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　　oysters　Yamaguch1，K，29th　Intemat1ona1

　　Geo1og1ca1Congress，1992

5．固着性二枚貝の固着部の構造と形成．山口啓子，日

　　本ベントス学会第6回大会，1992．

6．固着からみたナミマガシワの足糸と構造（その2）；

　　石灰質足糸のSEM観察。山口啓子，日本古生物学

　　会1993年年会，1993

7。固着性二枚貝ナミマガシワの移動能力．山口啓子，

　　日本古生物学会1994年年会，1994

8．動く“Cement1ng　B1va1ve”ナミマカンワ，山口啓

　　子，日本ベントス学会第8回大会，1994．

軌固着にともなう殻構造の変化とその機能について。

　　山口啓子，「海洋生物の石灰化と硬組織」シンポジ

　　ゥム，1994．

10．She11Cementat1onが殻体構造形成に与える影響．

　　山口啓子，日本古生物学会1995年年会，1995

1Lナミマカシワの固着戦略の特性とその意義。山口啓

　　子，日本ベントス学会第9回大会，1995．

12．固着機構は二枚貝の固着生活への進化にとのように

　　関わったのか　山口啓子，日本古生物学会1996年

　　年会，1996．

1＆二枚貝類の固着部にみられる硬組織の形態変化とそ

　　の適応的意義．山口啓子，第5回マリンバイオテク

　　ノロジー研究発表会，1996．

14．カキの固着機構からみたその進化過程．山口啓子，

　　日本ベントス学会第10回大会，1996．

15．Cementat1on　vs．mob111ty－Deve1opment　of

　　cemented　byssus　and　f1ex1b1emob111tyofλ〃o舳α

　　o〃〃θ㈹s　Ph111pp1Yamaguch1，K，MOLLUSCS

　　97，Sympos1um　on　the　Mo11uscs　ofthe　Indo－West

　　Pac1f1c　and　Austra1as1an　Res1on，1997

16。白亜系御所浦層群から産出したナミマカシワω〃o舳α）

　　の足糸化石．山口啓子⑧小松俊文，日本古生物学会

　　1998年年会，1998

17。二枚貝殻体の炭素⑧酸素同位体比と中海⑧本庄水域

　　の汽水環境特性山口啓子⑧瀬戸浩二⑧高安克己，

　　日本地質学会第105回学術大会，1998．

1＆アサリは生きのびることができるか？一中海本庄

　　干拓予定水域への潮通しパイプとアサリ生存成長実

　　験一．山口啓子⑧汽水域環境研究チーム，日本ベン

　　トス学会第12回大会，1998．

19．汽水性二枚貝の炭素⑧酸素同位体比による沿岸古環

　　境復元の可能性にっいて，山口啓子⑧瀬戸浩二・高

　　安克己，日本古生物学会1999年年会，1999

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．　Two　modes　of　cementation　in　biva1ves；

　Structures　of　cementat1on　apParatus　and

　behav1ours　re1ated　to　cementat1on　m　anom11ds

　and　oysters　Yamaguch1K，京都大学理学部地質

　学鉱物学教室博士論文，p皿1－110．1994

z汽水域の環境変化に呼応した貝殻成長の特徴と安定

　同位体比の相関に関する研究．山口啓子，平成10

　年度笹川科学研究助成金研究報告書，1999

a中海本庄工区におけるアサリの成長と生残率一関

　連する諸要因の予察と潮通しパイプの効果の検討一．

　山口啓子⑧門脇義雄⑧藤森恒次⑱立見博俊，平成

　9－10年度科学研究費助成金（基盤研究B2）「本庄

　工区の生物多様性と生能系調査（代表　清家泰）」

　研究成果報告書，pp161－179．1999

4中海本庄工区におけるマクロベントスの分布と環境

　特性藤本真子⑧山口啓子⑳高安克己，平成9－10

　年度科学研究費助成金（基盤研究B2）「本庄工区

　の生物多様性と生態系調査（代表：清家泰）」研究

　成果報告書，pp125－143．1999
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大　西　政　夫

Masao　OHNIsHI

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．日本型畜産構築の課題．（1）水田農業と畜産の結合

　b田畑輪換農法とサステイナビリティc田畑輸換

　農法における有機物供給源としての畜産dわが国

　水田の飼料供給力．大西政夫（水間豊編「畜産の近

　未来」所収）川島書店，東尿，312－320．1991．

2．　R1ce　product1on1n　Japan　under　current　and

　futurec11matesHor1e，T，HNakagawa，M
　Ohn1sh1and　J　Nakano　In　R　B　Matthews　et　a1

　eds“Mode111ng　the　Impact　of　C1mate　Change

　on　R1ce1n　As1a”CAB　Intemat1ona1，Oxon，UK，

　143＿164．1995．

aエネルギーと労力．大西政夫（堀江武⑧高見晋一監

　訳．「食料生産の生態学　皿。食料生産と資源管理」

　所収）農林統計協会，東示，113－147，199エ

4オーストラリア　1．リベリナ地域の自然条件と水

　稲の栽培概要　2．リベリナ地域におけるコリヒカ

　　リの生育概況．大西政夫（日本作物学会北陸支部⑧

　北陸育種談話会編「コシヒカリ」所収）農文協，東

　京，612－616，199a

5オーストラリア　3．リベリナ地域と長野県の多収

　と日射利用効率．堀江武⑧大西政夫（日本作物学会

　北陸支部⑧北陸育種談話会編「コシヒカリ」所収）

　農文協，東示，616－617．1995．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．水稲の青刈り飼料化と再生に関する研究．栽植密度

　が青刈飼料および再生稲の収量⑧晶質に及ぼす影響．

　大西政夫⑧牛田　成⑧中野淳　⑧堀江武．近畿作育

　研究33：1－4雪1988．

2水稲の青刈り利用と再生稲の子実生産に関する研究

　第I報　作期および青刈りの時期と高さが青刈り稲

　並びに再生稲の収量，飼料価値に及ほす影響．大西

　政夫⑧堀江武．日作紀59：419－425，199α

3生育抑制物質と窒素の水稲生長に対する相互作用．

　森野真⑧大西政夫⑧堀江武．近畿作育研究366－8．

　1991．

4．水稲の穎花数に及ほす体内窒素と非構造性炭水化物

　の影響。小林和広⑧大西政夫⑧堀江武．近畿作育研

　究36：59－61．1991．

5．水稲多収穫栽培の実態（I）．俣野敏子⑧稲葉伝⑧

6
．

7
．

＆

9
。

丸山悟⑧春日照夫⑧山下和也⑧大西政夫⑧堀江武。

信大農学部農場報告6　137－145，199Z

水稲多収穫栽培の実態（■）．俣野敏子⑧萩原素之⑧

三輸素康⑧丸山悟⑧春日照夫⑧山下和也⑧大西政夫⑧

井上直人⑧堀江武．信大農学部農場報告6　147－

153．　1992．

飼料作物畑における土壌中全炭素量の推定と予測．

中野淳　⑧大西政夫⑧長谷川利拡。日草誌38408－

415．　1993．

A　compar1son　of　the　growth　and　y1e1d　of

Japanese　and　Austra11an　nce　cu1t1vars　at

YancomAustra11a．Ohn1sh1M，J　F　Angus，

L　Lewm　and　T　Hone．Rep　Soc　Crop　Sc1

Breed，Kmk138　31－33．1993

Pred1ct1ng　m1nera11zat1on　m　a且ooded　s011and

N－uptake　by　a　r1ce　crop　from　anaerob1c

1ncubat1ons　W1111ams，R　L，M　Ohn1sh1，J　F

Angus　and　T　Hor1e　Proceed1ngs　of　Temperate

R1ce　Conference－Ach1evements　and　Potent1a1

489＿494．1994．

1α　Phys1o1og1ca1character1st1cs　of　h1gh　y1e1d1ng　r1ce

　　mferred　from　cross－1ocat1on　experiments　Horie，

　　T，MOhn1sh1JFAngus，LGLewmand
　　T　Matano　Proceed1ngs　of　Temperate　R1ce

　　Conference－Ach1eyements　and　Potent1a1635－

　　650．1994．

11．水稲晶種コシヒカリの安定多収栽培　1．多収栽培

　　の成立要因の解杭三輸素康⑧萩原素之⑧大西政夫⑧

　　山下和也⑧井上直人⑧堀江武⑧丸山悟⑧俣野敏子。

　　信州大学農学部紀要311－9．1994

1Z　A　pre11mmary　study　to　pred1ct　net　n1trogen

　　mmera11zat1onm　af1ooded　nce　s011usmg　anaero－

　　b1c1ncubat1onAngus，JF，MOhmsh1，THor1e

　　and　R　L　W1111ams　Aust　J　Exp　Agnc34　995－

　　999．1994－

13．　Effect　of　ant1c1pated　change1n　g1oba1env1ron－

　　mentonncey1e1dsmJapanHone，T，MJ
　　Kropff，H　G　Centeno，H　Nakagawa，J　Nakano　H

　　YK1mandMOhn1sh1InSPengeta1eds
　　Proceed1ngs　of　Sympos1um　on　C11mate　Change

　　and　R1ce291－302．1995

14　Rad1at1on　use　eff1c1ency　of　h1gh－y1e1d1ng　r1ce1n

　　re1at1onton1trogenuptakepattern　Ohn1sh1M，

　　THor1e，MHag1wara，JFAngusandT
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　　Matano　In　R　Ish11and　T　Hor1e　eds　Proceed1ngs

　　of2nd　As1an　Crop　Sc1ence　Conference　Crop

　　Research1n　As1a　Ach1evements　and　Perspect1ve

　　183－186．1996．

15　R1ce　cu1t1var　d1fference　m　nonstructura1carbo－

　　hydratecontentatheadmgstageLub1s，I，M
　　Ohn1sh1and　T　Hor1e　In　R　Ish11and　T　Hor1e　eds

　　Proceedmgs　of2nd　As1an　Crop　Sc1ence　Con－

　　ference　Crop　Research1n　As1a　Ach1evements

　　and　Perspect1ve512－513．1996

16界面活性剤の土壌混和が水稲の苗の生長に及ほす影

　　響．大西政夫．近畿作育研究4137－39，199a

1τオーストラリアのリベリナ地域における精玄米収量

　　11t／haを記録したコシヒカリの生育。大西政夫1

　　J　F　Angus・堀江武．近畿作育研究4157－61．

　　1996．

18。水稲の登熟に及ぼす登熟初期の非構造性炭水化物の

　　影響．塚口直史⑧堀江武⑧大西政夫。日作紀65：

　　445－452．　1996．

19．S1mu1atmg　r1ce1eaf　area　deve1opment　and　dry

　　matter　product1on　m　re1at1on　to　p1ant　N　and

　　weatherOhn1sh1，M，THor1eandY　KorodaIn

　　MJKropffeta1，edsProceed1ngsof
　　2nd　Systems　Approaches　for　Susta1nab1e

　　Agricu1tura1　Deve1opment．　App1ications　of

　　System　Approaches　at　the　F1e1d　Lev’e1Vo12

　　271＿284．1996．

20．水稲個体群落の分光放射測定一栽培様式による生育

　　差異の検出一．尾崎耕二⑧稲村達也⑧堀江武⑧大西

　　政夫．近畿作育研究42：51－53，199τ

21．Phys1o1og1ca1character1st1cs　of　h1gh－y1e1d1ng　r1ce

　　1nferred　from　cross－1ocat1on　exper1ments　Hor1e，

　　T，MOhn1sh1JFAngus，LGLew1n，T
　　Tsukaguch1and　T　Matano　F1e1dCropsRes52

　　55＿67．1997．

22．オーストラリアの稲作　一気象生産力と多収水稲の

　　栽培生理一．大西政夫．近畿作育研究4363－67．

　　1998．

23．中山間地域の水田で稲作を行う必要はあるのか．大

　　西政夫．中山間地域の転作田における粗飼料生産，

　　平成10年近畿中国農業試験研究推進会議。畜産推

　　進部会研究資料，1－8，199＆

24重量法による水稲各器官中の非構造性炭水化物の簡

　　易定量法．大西政夫⑧堀江武．日作紀68：126－136，

25。

2a

27．

28．

29．

30．

1999．

群落表面温度の隔測に基づく高温⑧高CO。濃度環

境下の水稲の蒸散⑧熱収支特性の解析。本間香貴⑧

中川博視⑧堀江武⑧大西宏明⑧金漢龍⑧大西政夫．

日作紀68：137－145，199臥

Mode1mg　and　eya1uat1on　of　productiv1ty　of

ramfedncemNortheastTha11andOhn1sh1M，T

Hor1e，K　Homma，S　Kondo，H　Takano，T

Inamura，C　Thongtha1and　N　SupapoJ　In　T

Hor1e　et　a1，eds　Proceedmgs　of　Intemat1ona1

Sympos1um　Wor1d　Food　Secur1ty　and　Crop

Product1on　Techno1og1es　for　Tomorrow173－176．

1999．

Re1at1onsh1p　between　ce11wa11matena1contents

and　water－uptake　ab111ty　m　nce　roots　under

water－stressed　cond1t1ons　H1ramatsu，U，T

Inamura，MOhmsh1andTHor1eInTHor1eet
a1，eds　Proceedmgs　of　Intemat1ona1Sympos1um

Wor1d　Food　Secunty　and　Crop　Product1on

Techno1og1es　for　Tomorrow310－311．1999

Est1mat1on　of　So11Product1v1ty　for　R1ce1n

NortheastThai1andHommaK，MOhn1sh1T．
Hor1e，S　Kondo，H　Takano，T　Inamura，C

Thongtha1and　N－Supapoj　In　T　Hor1e　et　a1，

ed＆Proceed1ngs　of　Intemat1ona1Sympos1um

Wor1d　Food　Secunty　and　Crop　Product1on

Techno1og1es　for　Tomorrow318－319．1999

Long－term　effects　of　chem1ca1fert111zer　and

farmyard　manure　app11cat1ons　on　s011property

and　crop　Product1v1ty　m　a　contmuous　ma1ze－

bar1ey　rotat1on　cropPmg　L1，K，J　Nakano　H

Kagata，N　Inoue，M．Ohn1sh1，T　Inamura，T

Sh1ra1wa　and　T　Hone　In　T　Hor1e　et　a1，

eds　Proceedmgs　of　Internat1ona1Sympos1um

Wor1d　Food　Secur1ty　and　Crop　Product1on

TechnoIog1es　for　Tomorrow320－321．1999

環境からみた水稲収量成立過程のモテル化と多収性

の解析。大西政夫．学位請求論文1－113．1999

31．Y1e1d，feedmg　ya1ue　and　chem1ca1compos1t1on　of

　　s011m　a　rotat1on　cropP1ng　system　of　ma1ze－

　　bar1ey　as1nf1uenced　by　bamyard　manure　and

　　chem1ca1fert111zerKagata，H，NInoue，M

　　Hag1wara，MOhn1sh1andJNakanoGrass1Sc1
　　45：42＿51．1999．
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　　　　　　　　　　　〔国際学会〕

1．Phys1o1og1ca1character1st1cs　of　h1gh　y1e1d1ng　r1ce

　　1nferred　from　cross－1ocat1on　exper1ments　Hor1e，

　　T，MOhn1sh1，JFAngus，LGLew1nandT
　　Matano　Temperate　R1ce　Conference－Ach1eve－

　　ments　and　Potent1a11994

2．Pred1ctmg　m1nera11sat1on　m　a　f1ooded　s011and

　　N－uptake　by　a　r1ce　crop　from　anaerob1c　mcuba－

　　t1ons　W1111ams　RL，M　Ohn1sh1J　F　Angus，and

　　T　Hor1e　Temperate　R1ce　Conference－Ach1eve－

　　ments　and　Potent1a11994

a　Rad1at1on　use　eff1c1ency　of　h1gh－y1e1dmg　r1ce　m

　　re1at1onton1trogenuptakepattemOhn1sh1，M，

　　THor1e，MHag1wara，TMatanoandJF
　　Angus　Abstract　of　the　Second　As1an　Crop

　　Sc1ence　Conference　12．1995

4．R1ce　cu1t1yar　d1fference1n　non－structura1carbo－

　　hydratecontentatheadmgstageLub1s，I，M

　　Ohn1sh1and　T　Hor1e　Abstract　of　the　Second

　　As1an　Crop　Sc1ence　Conference　57．1995

5　A　s1mp11f1ed　mode1for　s1mu1at1ng1eaf　area

　　deve1opment　and　dry　matter　product1on　of　r1ce

　　1n　re1at1on　to　p1ant　N　and　weather　cond1t1ons

　　Ohn1sh1，M，T　Hor1eandY　Koroda　Book　of

　　abstract　Second　Intemat1ona1Sympos1um　on

　　System　Approaches　for　Agricu1tura1Deve1op－

　　ment（SAAD）：30．1995．

6．Pi1ot　project，Mode1comparison．3．SIMRIW．

　　Ohn1sh1M　and　T　Hor1e　START－WCRP－

　　IGBP／GCTE　Workshop　C1mate　Vanab111ty，

　　Agr1cu1tura1Product1v1ty　and　Food　Secur1ty1n

　the　As1an　Monsoon　Reg1on1997

7．　Eva1uat1on　of　potent1a1product1v1ty　of　ra1nfed

　r1ce1n　Northeast　Tha11and　A　mode1synthes1s　of

　NHm1ttypeOhn1sh1，M，T　Hor1e，S　Kondo，H

　Takano，T　Inamura，C　Thongtha1and　N
　Supapo］Inter－Project　Sem1nar　on　Susta1nab1e

　Landuse　and　Agr1cu1ture1n　Northeast　Tha11and

　1997．

8　Mode1mg　and　eva1uat1on　of　product1v1ty　of

　ra1nfedr1ce1nNortheastTha11and　Ohn1sh1M，

　T　Hor1e，K　Homma，S　Kondo，H　Takano，T

　Inarnura，C　Thongtha1and　N　Supapoj　Abstracts

　of　Internat1ona1Sympos1um　Wor1d　Food

9
．

1O．

11．

Secunty　and　Crop　Product1on　Techno1og1es　for

Tomorrow　226－227．1998

Est1mat1on　of　s011product1v1ty　for　r1ce　1n

NortheastTha11andHommaK，MOhn1sh1T
Hor1e，S　Kondo　H　Takano，T　Inamura，C

Thongtha1　and　N　　Supapo1　Abstracts　of

Intemat1ona1　Sympos1um　　Wor1d　Food
Secur1ty　and　Crop　Product1on　Techno1og1es　for

Tomorrow　336－337．1998

Long－term　effects　of　chem1ca1fert111zer　and

farmyard　manure　app11cat1ons　on　s011property

and　crop　Product1v1ty　m　a　contmuous　ma1ze－

bar1ey　rotat1on　cropPmg　L1，K．，J　Nakano　H

Kagata，NInoue，MOhn1sh1，TInamura，T．

Sh1ra1wa　and　T　Hor1e　Abstracts　of　Intemat1ona1

Sympos1um　Wor1d　Food　Secunty　and　Crop

Product1on　Techno1og1es　for　Tomorrow　340－

341．1998．

Effect　of　ce11wa11mater1a1contents　on　water

uptake　ab111ty　of　nce　root　H1ramatsu，U，T

Inamura，MOhn1sh1andTHor1eAbstractsof
Intemat1ona1Sympos1um　Wor1d　Food　Secur1ty

and　　Crop　　Product1on　　Techno1og1es　　for

Tomorrow　340－341．1998

1Z　Assessmg　the1mpact　of1and　degradat1on　on　r1ce

　　product1onmNortheastTha11and．Ohn1sh1，M．，T

　　Hor1e，K　Homma　S　Kondo，H　Takano，T

　　Inamura，C　Thongtha1　and　N　　Supapoj

　　Abstracts　of2nd　Internat1ona1Land　Degradat1on

　　Conference，47－48．1999

1
。

　　　　　　　　　〔国内学会〕

水稲の青刈り飼料化と再生に関する研究（1）刈り

取り時期と高さが青刈り飼料および再生稲の収量，

晶質に及ぼす影響．大西政夫⑧宮崎昭．日作紀54

別2：48－49．1985。

Z水稲の青刈り飼料化と再生に関する研究（2）施肥

　量の違いが青刈飼料および再生稲の収量，晶質に及

　　ほす影響．大西政夫⑧谷内賢三⑧堀江武⑧宮崎昭．

　　日作紀55別1：80－81，198a

＆水稲の青刈り飼料化と再生に関する研究．栽植密度

　が青刈飼料および再生稲の収量⑧晶質に及ぼす影響。

　大西政夫⑧牛田　成⑧中野淳一⑧堀江武。日本作物

　学会近畿支部会第111回例会，198τ
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4．水稲の青刈り飼料化と再生に関する研究（3）栽植

　　密度が青刈飼料および再生稲の収量⑧晶質に及ぼす

　　影響．大西政夫⑧中野淳一⑧堀江武．日作紀56別

　　2　：119－120．　1987．

5．水稲の青刈り飼料化と再生に関する研究（4）晶種

　　の違いが青刈飼料および再生稲の収量⑧晶質に及ぼ

　　す影響．大西政夫⑧中野淳一⑧堀江武．日作紀57

　　別2：17－18．1988．

6．水稲の青刈り飼料化と再生に関する研究（5）水稲

　　の青刈り実取り兼用利用とホールクロップ利用の比

　　較大西政夫⑧中野淳一⑧堀江武⑧鶴崎一郎日作

　　糸己58易u2　：11－12．　1989．

7水稲の生育⑧生産過程に及ほす窒素栄養の影響に関

　　するンステム解析（2）窒索栄養を考慮した葉面積

　　の生長モテル．堀江武⑧来田康男⑧長谷川利拡⑧大

　　西政夫．日作紀58別2：27－28，198臥

8．生育抑制物質と窒素の水稲生長に対する相互作用．

　　森野真⑧大西政夫⑧堀江武．日本作物学会近畿支部

　　会第120回例会，199α

9水稲の穎花数に及ほす体内窒素と非構造性炭水化物

　　の影響．小林和広⑧大西政夫⑧堀江武．日本作物学

　　会近畿支部会第122回例会，199α

10　A　compar1son　of　the　growth　and　y1e1d　of

　　Japanese　and　Austra11an　nce　cu1t1vars　at　Yanco

　　mAustra11aOhn1sh1，M，JAngusLLewmand
　　T．Horie．The128th　Am．Meet．ofthe　Crop　Sci．in

　　Kmk11992
11．オーストラリアのリベリナ地域における水稲栽培．

　　大西政夫⑧堀江武．日作紀62別1　46－47．1993．

12．A　compar1son　of　the　growth　and　y1e1d　of

　　Japanese　and　Austra11an　r1ce　cu1t1vars　at　Yanco

　　1nAustra11aOhn1sh1M，JAngus，LLewmand
　　T　Hor1e　JPn　J　Crop　Sc162extra1　48－49．1992

13．水稲の登熟支配要因とその晶種間差異に関する研究

　　（1）日本晴および密陽23号の登熟初期の利用可能

　　炭水化物量と登熟．塚口直史⑧堀江武⑧大西政夫

　　日作紀62別1：46－47．1994

14晶種⑧地域比較栽培試験に基づく水稲の生育特性の

　　比較解析と多収機構（1）オーストラリア⑧ヤンコ，

　　伊那および京都でのコシヒカリの収量と太陽エネル

　　ギー利用効率の比較．大西政夫⑧堀江武⑧J．F．

　　Angus⑧萩原素之⑧俣野敏子．日作紀63別2　49－

　　50．1994．

15．水稲の生育⑧生産過程に及ほす窒素栄養の影響に関

16．

17．

18。

19

するシステム解析（7）窒素吸収モデル。長谷川利

拡⑧堀江　武⑧小林和広竃中山博貴⑧大西政夫。日

作紀63別2：89－90．1994

水稲苗の生育におよほす界面活性剤の育苗培土への

添加の影響。大西政夫．日本作物学会近畿支部会第

135回例会，1995．

オーストラリアの水稲多収地帯における痛玄米収量

12t／haを記録したコシヒカリの生育概況，大西政

夫⑧堀江武⑧工R　Angus．日本作物学会近畿支

部会第135回例会，199a

水稲の強勢⑧弱勢穎果の登熟過程における内生AB

A濃度変化。塚口直史⑧堀江武⑧腰岡政二⑧大西政

夫．日作紀65別1：11〇一11，199a

東北タイ天水田地帯の水稲潜在生産力と生産阻害要

因に関する研究（1）窒素吸収と生育⑧収量との関

係．近藤智⑧稲村達也⑧堀江武⑧大西政夫⑧C．

ThOngthai⑧S．Tippayaruk。日作紀65別2：

117－118．　1996。

2α　R1ce　cu1t1var　d1fference　m　the　y1e1d　as　affected　by

　　smkandsources1z巳Lub1sI，THor1e，M

　　Ohn1sh1andHTakanoJPnJCropSc165extra
　　2：251＿252．1996。

21。

22．

23．

24．

25．

26．

水稲群落動態の分光放射測定一栽培様式による生

育差異の検出一．尾崎耕二⑧稲村達也⑧堀江武⑧

大西政夫。日本作物学会近畿支部会第140回例会，

1996．

水稲中の非構造性炭水化物の簡易定量法の検討（1）

重量法と比色法との比較．大西政夫．日作紀66別

1　：162－163．　1997．

水稲中の非構造性炭水化物の簡易定量法の検討（2）

近赤外分光分析法と重量法の組合わせによるNS　C

の推定⑧定量法．大西政夫．日作紀66別1　164－

165．　1997。

オーストラリアの稲作一気象生産力と多収水稲の栽

培生理一。世界の稲作一稲作地域から明日の農業を

考える一．大西政夫。日本作物学会近畿支部会第

142回例会（公開シンポジウム），1997。

東北タイ天水田地帯における堆厩肥及び緩効性肥料

の水稲への施用効果一特に窒素利用効率に着目してr

高野浩⑧堀江武⑧稲村達也⑧大西政夫⑧C．

Thongtha1⑧N　Supapoj。熱帯農業41別2　11－

12，199τ

直播水稲の生育予測に関する研究（2）乾物生産量

の予泓酒井究⑧井上健一⑧佐藤勉⑧大西政夫⑧中
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　　川博視⑧堀江武．日作紀66別2：8臥90．1997．

27．東北タイ天水田地帯の水稲潜在生産力と生産阻害要

　　因に関する研究（2）窒素制限型の水稲生長モテル

　　の構築．大西政夫⑧堀江武⑧稲村達也⑧近藤智⑧高

　　野浩⑧C　Thongtha1⑧N　Supapoエ日作紀66別2

　　95－96．　1997．

28。東北タイ天水田地帯の水稲潜在生産力と生産阻害要

　　因に関する研究（3）水環境と生育⑱収量との関係．

　　本間香貴⑧稲村達也⑧堀江武⑧大西政夫⑧山本憲⑧

　　YKhonboon⑧CThongtha1⑧N　Supapoj。日作

　　糸己67男u1　：16－17，　199＆

29．中山問地域の水田で稲作を行う必要はあるのか．大

　　西政夫　平成10年近畿中国農業試験研究推進会議．

　　1998。

成10年度科学研究費補助金（基盤研究（B）（2），

課題番号08456010）研究成果報告書，1－38，199軌

　　　　　　　　　　〔その他〕

1。水稲の発育動態予測システムの開発．堀江武⑧中川

　博視⑧中野淳一⑧大西政夫⑧天野高久⑧田中英彦⑧

　佐々木忠勝⑧鶴田正昭⑧伊五沢正光⑧山本良孝⑧竹

　前杉⑧岡野利明．平成元年度科学研究費補助金（試

　験研究（1），課題番号62860002）研究成果報告書，

　1＿160．　1990．

z水稲の生育⑧生産過程の動的予測モテルの開発。堀

　江武⑧井上直人⑧大西政夫⑧中川博視⑧松井勤。平

　成6年度科学研究費補助金（一般研究（A），課題番

　号03404007）研究成果報告書，1－167．1995

3．水稲の生育⑧収量の広域モニタリング⑧予測システ

　ムの開発．堀江武⑱稲村達也⑧大西政夫⑧中川博視⑧

　松井勤⑧清野害谷⑧井上吉雄⑧佐々木忠勝⑧須藤健一⑧

　井上健一．平成9年度科学研究費補助金（基盤研究

　（A）（1），課題番号06556003）研究成果報告書，p

　1＿144．　19961

4．Mode1mg　and　smu1at1on　ofpotent1a1product1on

　of　ra1nfed　r1ce　1n　re1at1on　to　techno1ogy　and

　g1oba1c11mate　change　Research　Report　for

　1995－1998Hor1e，T，MOhn1sh1，KHommaT
　Inamura　and　T　Sh1ra1wa　Cooperat1ye　Research

　Projectbetween　UbonRice　Research　Center，Rice

　Research　Institute，Department　of　Agricu1ture，

　Tha11and　and　Laboratory　of　Crop　Sc1ence，

　Graduate　Schoo1　of　Agr1cu1ture，　Kyoto

　Un1vers1ty，Japan1－30．1998

民イネの水ストレス抵抗性に及ぼす根の形成深度別吸

　水機能の解明．稲村達也⑧大西政夫⑧中川博視。平



140　　　　　　　　　　　　　　　　島根大学生物資源科学部研究報告　第4号

　　　石　束　宣　明

　　　Nor1ak1IsHIzUKA

　　　　　　　　　　　〔著　書〕

　1新⑧酪農機械のすべて．岡村俊民編著，テーリーマ

　　ン，p66－71．1979．

2．農林水産研究とコンピュータ．斎尾乾二郎編著，農

　　業技術協会，p221－225．1984

a農作業試験法浅川正彦編著，農業技術協会，p139

　　＿155．　1987．

4。人工知能と新しい農業技術．木谷収編著，農林統

　　計協会，p111－124．1989

a新稲作事陰武政邦夫偏，地球社，p11キ125．1992．

α生物生産機械学．木谷収編著，コロナ社，p240－

　　251，　p251－262．　1993．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．牧草の圃場における乾燥にっいて。谷　喜久治・小

　　泉武紀⑧高梨文孝⑧石束宣明，農作業研究5：92－

　　97．　1968．

2．数量化手法によるフォレーシ⑧ハーベスタの作業条

　　件の解析．谷　喜久治⑧石束宣明⑧高梨文孝，農事

　　試験場研究報告15：1－10．1971．

3水田墨作牧草の収穫作業システムのシミュレーショ

　　ン　石束宣明⑧井上喬二郎，農事試験場研究報告

　　21　：119＿160．　1974．

4．結球野菜収穫機の開発研究。唐橋需⑧井上喬二郎⑧

　　澤村宣志⑧石束宣明，農業機械学会誌39（2）　163－

　　170．　1977．

a肉牛生産のンステム解杭石束宣明，農業機械学会

　　誌41（3）：469－477．1979．

a塔型牧草乾燥施設による乾草生産．石束宣明⑧大根

　　田譲⑧松山龍男⑧前岡邦彦⑧小寺栄，北海道農業

　　試験場研究報告127二173－186．1980．

τ　ビッグ⑧ラウンド⑧べ一ラの作業性臨前岡邦彦⑧

　　藤岡澄行⑧石束宣明⑧松山龍男，北海遣農業試験場

　　研究報告127：187－211．1980．

＆細断形ロード⑧ワコンの性能に関する研究．藤岡澄

　　行⑧前岡邦彦⑧石束宣明⑧小寺栄，北海道農業試

　　験場研究報告127：213－230．1980．

乱農業生産シミュレーンヨンのための気象モテノレ。石

　　束宣明，農業機械学会誌42（1）141－148，198α

1O粗飼料生産のシステム解析一乾草生産体系のモテル

　　化一．石束宣明，農業機械学会誌42（4）543－550，

　　1981．

11．粗飼料生産のシステム解析一乾草生産体系のシミュ

　　レーションー。石束宣明，農業機械学会誌43（1）

　　127＿134．　1981．

1Z転換畑作業シミュレータの開発．石束宣明⑧長野間

　　宏，農業研究センター研究報告4　131－206．1985．

1a作業体系シミュレータ。石東宣明，農業機械学会誌

　　48（1）：107－113，198a

14圃場生産におけるシステム化石束宣明，システム

　　農学4（1）　19－28，198＆

岨Deve1opment　of　Farm　Operat1on　System
　　Smu1ator石束宣明，国際農業工学会論文集（11）

　　2633＿2638．　1989．

16．オフジェクト指向；…語による穀物乾燥機故障診断シ

　　ステムの開発石束宣明，農業機械学会誌52（2）

　　67＿72．　19900

17．シミュレーションによる水田作機械化作業のコスト

　　分析。石東宣明，農業機械学会誌52（3）43－52．

　　1990．

1＆農作業計画策定支援システムの開発．石束宣明，農

　　作業研究25（3）：242－251．1990．

1λ農業生産作業システムの総合評価のためのコンピュー

　　タ解析手法の開発．石束宣明，農業機械学会誌53

　　（3）：2．1991．

2α農業生産システムシミュレータ．石束宣明，オペレー

　　ションズ⑧リサーチ36（1O）：490－494．1991．

21。部分耕田植機の開発。石東宣明⑧佐藤清美⑧下名迫

　　寛⑧澤村篤，農業機械学会誌55（2）　117－124，

　　199a

2Z意思決定支援システムの開発とその適用によるカン

　　キツ生産作業体系選択過程の分析．宮崎昌宏⑧石東

　　宣明，農作業研究34（3）：191－201，199臥

2ユ園地改良と小型機械化体系導入による急傾斜地カン

　　キツ園の軽作業化及び省力化宮崎昌宏⑧高辻豊二⑧

　　山本博⑧猪之奥康治⑧関野幸二⑧石束宣明⑧田中宏

　　明，農作業研究34（3）：203－210，199乱

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．地域農業複合化における物流システムの策定。石束

　　宣明，農業研究センター研究125－32，198a

zパーソナルコンピュータ用シミュレーション言語一

　　丁1ny－DYNAMO一の開発。石束宣明⑧長野間宏，

　　農業研究センター研究資料4　1－47，198民

＆高分子材粋川村登⑧石束宣明他，農業機械学会
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　　農業機械の新技術開発調査研究報告書　2365－2381．

　　1985．

4農業機械利用におけるソフトテクノロシーの役凱

　　石束宣明，日本学術会議農業機械学研究連絡委員会

　　ンンポジウムー農業機械学の新しい将来像　22－31．

　　1986．

5機械化計画支援プロクラム．石束宣明，日本学術会

　　議農業機械学研究連絡委員会シンポシウムー農業機

　　械化のソフトテクノロジー：11－20．1988．

a稲部分耕移植の効用と実際．石束宣明，農業及び園

　　芸66（5）：601－605．1991．

τ営農計画支援システムの現状と将来農業機械学会

　　農業機械機械分野の革新技術に関する調査研究報告

　　書1991Nα1：281－287．1991．

＆農業機械研究1開発のターゲットー知能化と情報

　　石束宣明，農業機械学会シンポジウムー21世紀に

　　向けて，生物生産におけるニューテクノロジ：22｛1．

　　1991．

軌水稲の部分耕同時移植技術．石束宣明，機械化農業

　　1991（9）　：24－28．　1991．

10．Report　on　Systems　Techn1ques　for　Agr1cu1tura1

　　Prob1ems　Nor1ak1Ish1zuka，JICA－DGHE／IPB

　　Project　JTA－9a（132）：1－133．1991．

11．不耕起田植機のしくみと利用．石束宣明，農山漁村

　　文化協会農業技術大系作物編2追録第13号522

　　の9節：10－13

12．大規模農家の機械装備．石束旦明，機械化農業199

　　2（9）：13－16．1992．

13．数年先実用可能な二酸化炭素発生の抑制技術　移植

　　技術．石束宣明，農業機械学会　環境保全機能向上

　　のための農業生産技術調査報告書1993No7　20｝

　　240．　1993．

14．穀類生産システム（水稲移植システム）．石束宣明，

　　日本農業工業会　農業機械の技術革新に関する調査

　　研究事業報告書第3章　5－25，199＆

15近未来新技術の導入と展望．石東宣明，農業機械学

　　会：環境保全型農業技術の生産コスト調査報告

　　1995No．12：27－34．1995

1αホローニャ会議概要と海外調査報告．石東旦明，生

　　物系特定産業技術研究推進機構海外技術調査報告書

　　（平成8年度）：138－154．1997．

17．地域農業と試験研究。石束宣明，農業機械学会誌59

　　（4）：1－2．1997．

1
．

2
。

3
．

全

5
．

石　井　将　幸

Masayuki　IsHII

　　　　　　　　〔論　文〕

地下ダムにおける地下水流の流動解析とその利用．

長谷川高士⑧石井将幸，土と基礎，42（11）：5－1O，

1994．

ニューラルネットワークを用いたコンクリートダム

景観の定量的評価．長谷川高士⑧工藤庸介⑧石井将

幸，農業土木学会論文集，17931－37．1995

不完全貫入遮水壁の効果を考慮した水平二次元被圧

地下水流動解析．石井将幸⑧村上章⑧長谷川高士，

農業土木学会論文集，19325－34．1997

地下ダム設計のための地下水流動解析に関する研究

石井将幸，京都大学学位論文，1－109．1997

数値流体解析によるForchhe1mer則の導出と地下

水シミュレーションヘの応用。岡　太郎⑧石井将幸，

応用水文，10：36－41，199τ

αR1chards式に基づく地下タム止水壁越流の三次元

　　解析．石井将幸⑧岡　太郎，応用水文，1014外47．

　　1997．

τ地下ダムを対象とした三次元飽和一不飽和浸透流解

　　析。石井将幸⑧岡　太郎⑧長谷川高士，水工学論文

　　集，42：331－336．1998．

＆電気探査による塩水浸入状況推定．石井将幸⑧岡

　　太郎⑧大年邦雄，応用水文，11：23－29．1998．

軌比抵抗法による電気探査を用いた塩水浸入調査．石

　　井将幸⑧岡太郎⑧大年邦雄，水工学論文集，43：

　　187＿192．　1999．

1α地下水の利用と保全一高知県春野町における地下水

　　の塩水化に関する実態調査i．岡　太郎⑧石井将幸⑧

　　大年邦雄⑧松田誠祐⑧神野健二⑧杉尾　哲，京都大

　　学防災研究所水資源研究センター研究報告，1957－

　　71．　1999．

　　　　　　　　　　〔その他〕

1．京都大学農学部メールサーバの利用状況石井将幸⑧

　松野隆一⑧長谷川高士，平成9年度情報処理研究集

　会講演論文集，357－360．1997

a地下水の利用と保全　高知県春野町における地下

　水の塩水化に関する実態調査　．岡　太郎⑧石井将

　幸⑧大年邦雄⑧松田誠祐⑧神野健二⑧杉尾　哲，

　京都大学防災研究所水資源研究センター平成10年

　度水資源セミナ　報告，60イ2．1998
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a高知県春野町における地下水塩水化の実態調査．大

　年邦雄⑧松田誠祐⑧岡　太郎⑧石井将幸，京都大学

　防災研究所一般共同研究報告書　地下水環境汚染の

　実態調査と対策に関する研究，1－19．1999

4．比抵抗電気探査による塩水浸入調査．石井将幸竃岡

　太郎，京都大学防災研究所一般共同研究報告書　地

　下水環境汚染の実態調査と対策に関する研究，20－

　26．　1999．

5．地下水流動と汚染物質の移流⑧拡散に関する有限要

　素法モデル。岡　太郎⑧石井将幸，京都大学防災研

　究所　般共同研究報告書　地下水環境汚染の実態調

　査と対策に関する研究，27－34．1999．

　　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．宮古島砂川地下ダムの地下水流動解杭長谷川高士⑧

　　石井将幸⑧浜口俊雄，第49回農業土木学会京都支

　　部研究発表会講演要旨集，52－53．1992．

2．ポロノイ分割図を用いた井戸酉遣の決定石井将幸⑧

　　長谷川高士，平成5年度農業土木学会大会講演会講

　　演要旨集，314－315．1993．

3ポロノイ分割による井戸配置の決定と砂川地下タム

　　湖への適用　石井将幸⑧長谷川高士，土木学会第

　　48回年次学術講演会講演概要集，II：312－313．1993．

4傾斜した基盤層が揚水に与える影響についての数値

　　実験．石井将幸⑧長谷川高士，第50回農業土木学

　　会京都支部研究発表会講演要旨集、124－125．1993

a地表湛水を考慮した水平2次元地下水流動モデル．

　　石井将幸⑧長谷川高士⑧田窪一雄，平成6年度農業

　　土木学会大会講演会講演要旨集，352353．1994

6．定常鉛直2次元塩水侵入解析．石井将幸⑧長谷川高

　　士，第51回農業土木学会京都支部研究発表会講演

　　要旨集，6企65．1994．

7　フィルタムコアに発生した亀裂が断面流量に与える

　　影響　石井将幸⑧長谷川高士，第52回農業土木学

　　会京都支部研究発表会講演要旨集，170－171．1995．

＆亀裂が生じたフィルタムコア内浸透流の非定常解肝

　　長谷川高士⑧石井将幸，平成8年度農業土木学会大

　　会講演会講演要旨集，610－611．1996．

9大気接触面上流速に着目した鉛直2次元浸透解析．

　　石井将幸⑧長谷川高士，第53回農業土木学会京都

　　支部研究発表会講演要旨集，94－95．1996．

1α遮水壁の効果を考慮した水平被圧浸透流解析．石井

　　将幸⑧村上　章⑧長谷川高士，平成9年度農業土木

　　学会大会講演会講演要旨集，596巧97．1997．

11．

12．

1a

14。

15．

16。

GMS赤外画像によるバングラデシュ北東部の雨量

推定大久保豪⑧岡　太郎⑧石井将幸⑧鈴木秀樹，

平成10年度土木学会関西支部年次学術講演概要，

II－6．　1998．

メクナ河上流域の洪水流出量の推定。岡　太郎⑧石

井将幸⑧大久保豪⑧鈴木秀樹，平成10年度土木学

会関西支部年次学術講演概要，II－23．1998

バングラデシュ国における流入河川の流量推定．岡

太郎⑧石井将幸⑧鈴木秀樹，平成10年度農業土木

学会大会講演会講演要旨集，88－89．1998．

衛星画像とニューラルネットワークによる降雨推定

石井将幸⑱岡　太郎⑧大久保豪，平成10年度農業

土木学会大会講演会講演要旨集，92－93．1998

高知県春野町における地下水塩水化の実態調査と平

面二次元解株成戸章典⑧岡　太郎⑧石井将幸⑧大

年邦雄，平成11年度土木学会関西支部年次学術講

演概要，IH8．1999．

大型要素に対応した比水分容量定義手法石井将幸，

平成11年度農業土木学会大会講演会講演要旨集，

162＿163．　1999．
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橋本　　哲

Tetsu　HAsHIM0T0

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．表層融雪量に及ほす森林の影響に関する基礎的検討

　　太田岳史⑧橋本　哲⑧石橋秀弘雪氷，52（4）：pp

　　289＿296．　1990．

2落葉樹林が表層融雪量に与える影響に関する熱収支

　　的検討。、橋本　哲⑧太田岳史⑧石橋秀弘雪氷，54

　　（2）：　pp131－143．　1992．

＆Energy　budget　compar1son　of　snowme1t　rates1n

　　a　dec1duous　forest　and　an　open　s1te　Ohta，T，

　　THash1moto，HIsh1bash1Anna1s　of　G1ac1o1ogy，

　　18：pp53－59．1993．

4　Heat　ba1ance　ana1ys1s　of　forest　effects　on　surface

　　snowme1t　rates　Hash1moto，T，TOhta，Y

　　Fukush1ma，T　Ish11Snow　and　Ice　Coyers

　　Interact1ons　w1th　the　Atmosphere　and

　　Ecosystems，IAHS　Pub1，223pp247－258．1994

5密度の異なる森林及び開地での表層融雪量観測．鈴

　　木和良⑧太田岳史⑧児島　淳⑧橋本　哲．東北の雪

　　と生活，9pp15－17．1994．

6．森林の幾何学的構造を用いた林内放射量と林内融雪

　　量の推定手法に関する研究。橋本　哲．岩手大学学

　　位論文二104pp，1997．

τCharacter1st1cs　of　Energy　Ba1ance　on　Snowme1t

　　1n　Forested　areas－Forest　Effects　on　Long－wave

　　Rad1at1on－Hash1moto，T　and　TOhta　Research

　　Report　of　IHAS，Nagoya　Un1v，No3　pp46－50．

　　1997．

8。森林の3次元構造を用いた林内下向き放射量と林内

　　融雪量の空間代表性（1）推定方法橋本　哲⑧太

　　田岳史⑧中村　勉　水文亀水資源学会誌10（6）pp

　　524－536．　1997．

9．森林の3次元構造を用いた林内下向き放射量と林内

　　融雪量の空問代表性（2）シミュレーションによる

　　検討　橋本　哲⑧太田岳史⑧中村　勉．水文⑧水資

　　源学会誌11（1），pp13－21，199＆

1O．A　numer1ca1Mode1of　the　Heat　Transfer　for

　　Permafrost　Reg1eons　Ma，X，T　H1yama，Y

　　Fukush1ma　and　T　Hash1moto　工Japan　Soc

　　Hydro1＆Water　Resour11（4），1998

11．App11cat1on　of　a　s1mp1e　SVAT　mode1m　a　moun－

　　ta1n　catchment　under　temperate　hum1d　c11mate

MA，Y⑧Y　Fukush1ma⑧T　Hashmoto⑧T　H1ya

ma⑧T　Nakash1ma　J　Japan　Soc　Hydro1＆

WaterResour12（4），1999

　　　　　　　　　　〔その他〕

1。山地における表層融雪量の熱収支解析一森林が表層

　融雪量に与える影響一．橋本哲⑧太田岳史．暖候⑧

　寒冷地域における融雪機構の解明に関する比較水文

　学的研究（平成4年度科学研究費補助金研究成果報

　告書（研究課題番号02454069，研究代表者　福鴬

　義宏），PP1ホ44，199a

z魚眼レンズを用いた森林の間接的推定手法の確立に

　向けて．橋本　哲。広域的適用を目指した森林の間

　接計測手法開発と分散型テータ処理技術手法の構築

　（文部省科学研究費補助金研究成果報告書（研究課

　題番号07558196，研究代表者　福蔦義宏），pp114－

　122．　1998．

　　　　　　　　　〔学会発表〕

1．岩手山南面の落葉樹林内および林外における融雪量

　観泓太田岳史⑧橋本　哲．平成2年度日本雪氷学

　会全国大会，1990

z落葉林内およぴ林外における積雪期の微気象観泓

　太田岳史⑧橋本　哲⑧石橋秀弘平成2年度日本雪

　氷学会東北支部研究発表会，1990

a林内外における融雪の熱収支解析。橋本　哲⑧太田

　岳史⑧石橋秀弘．第102回日本林学会大会，1991．

4樹種の違いによる林内融雪量の変化について。橋本

　哲⑧太田岳史⑧福鴬義宏⑧大手信人．平成3年度日

　本雪氷学会全国大会，1991．

a落葉樹林内外における融雪の熱収支解析。橋本哲⑧

　太田岳史⑧石橋秀弘。第103回日本林学会大会，

　1992．

a森林による放射環境および表層融雪量の変化橋本

　哲⑧太田岳史⑧石橋秀弘第104回日本林学会大会

　1993．

τスギ林蒸散量の比較計飢鈴木雅一⑧窪田順平⑧滝

　沢英紀⑧吉川　賢⑧小林達明⑧田中隆文⑧大手信人⑧

　橋本　哲．第104回日本林学会大会，199a

8．森林内の放射環境の全天空写真による解析と森林内

　融雪量の推定橋本哲⑧黒羽洋恵⑧太田岳史．平

　成5年度日本雪氷学会全国大会，199a

乱立木密度の違いによる表層融雪量の変化鈴木和良⑧

　太田岳史⑧児島淳⑧橋本哲．平成5年度日本雪
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　　氷学会全国大会，1993

10．森林内放射環境の鉛直分布の観泓橋本　哲⑧太田

　　岳史⑧石橋秀弘．第105回日本林学会大会，1994

11．樹冠状態の変化による森林内の放射変軌黒羽洋恵⑧

　　橋本哲⑧太田岳史．第105回日本林学会大会，

　　1994．

1Z森林蒸散量共同観測’93とその観測結果鈴木雅一⑧

　　吉川　賢⑧田中隆文⑧小林達明⑧戎　信宏⑧中村彰

　　宏⑧滝沢英紀⑧橋本　哲．第105回日本林学会大会，

　　1994．

13．渦相関法と表面温度計測による森林蒸散量の推定の

　　比較について．戎信宏⑧木内桂・小川滋⑧鈴

　　木雅一⑧執印康裕⑧田中隆文⑧中村彰宏⑧橋本哲

　　第105回日本林学会大会，1994

14．乱流変動法と改良型幹熱収支法を用いた顕熱，潜熱

　　フラックスの観泓田中隆文⑧内田恵美⑧執印康裕⑧

　　清水貴範⑧戎　信宏⑧中村彰宏⑧橋本　哲．第105

　　回日本林学会大会，1994．

15．亜局山帯における融雪の観泓児島淳・太田岳史⑧

　　橋本　哲⑧鈴木和良。1994年度日本雪氷学会全国

　　大会，1994

16．森林状態の違いによる雪面上熱収支特性の変化にっ

　　いて．鈴木和良⑧太田岳史⑧児島　淳⑧橋本　哲．

　　1994年度日本雪氷学会全国大会，1994

17．森林状態の違いによる雪面上乱流輸送特性及び熱収

　　支の変化鈴木和良⑧太田岳史⑧児島’淳⑧橋本

　　哲．1995年水文⑧水資源学会発表会，1995

1＆森林内放射環境の空間分布にっいての検討一森林の

　　3次元構造をもとに一。橋本　哲．第107回日本林

　　学会大会，199α

19．森林の幾何学的構造を用いた森林内下向き放射量と

　　森林内融雪量の空間平均値の推定．橋本　哲．第

　　108回日本林学会大会，1997．

20．魚眼レンズを用いた森林のLAIの推定と検証。橋

　　本哲⑧田中隆文⑧福蔦義宏。1998年水文水資源

　　学会発表会，199＆

21．　Heat　ba1ance　character1st1cs　of　snow　pack

　　durmg　snowme1t　season1n　a　borea1forest　ov．er

　　the　eastern　s1ber1a　Hash1moto，T，T　Ohat，T

　　Toba，T　C　Max1mov，AVKononoy　Th1rd
　　1nternat1ona1　sc1ent1f1c　　conference　　on　　the

　　g1oba1energy　and　water　cyc1e，Be1］1ng，Ch1na

　　1999．

2Z東シベIノア北方林の融雪期における積雪およ凍土の

熱収支特性1999年度日本雪氷学会全国大会。橋

本哲⑧太田岳史⑧鳥羽妙，199臥
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丸　山　好　彦

Yosh1h1ko　K　MARUYAMA

　　　　　　　　　　〔著　書〕

1．ナマコ類（団勝磨竃関口晃一⑧安藤裕⑧渡辺浩共

　編「無脊椎動物の発生下」所収）稲葉伝＝郎⑧丸

　山好彦，培風館，東尿，pp39映409，昭和63年1月

2．辣皮動物⑧ナマコ類（石川優⑧沼宮内隆晴　共編

　「海産無脊椎動物の発生実験」所収）丸山好彦，培

　風館，東京，pp．167－174，昭和63年6月．

　　　　　　　　　　〔論　文〕

1．Pattem　of　b1astu1a　format1on　m　sea　urchm

　deve1opment　Maruyama，Y　K　and　N　Satoh，

　Pub　Seto　Mar1ne　B1o1Lab，241－8．1977

2．A11near　re1at1on　between　the　egg　s1ze　and

　average　rateofembryomc　vo1ume1ncreasemsea

　urchms　Satoh，N　and　Y　K　Maruyama　Zoo1

　Ma＆，86：137－140．1977．

3．Art1f1c1a11nduct1on　of　oocyte　maturat1on　and

　deve1opment1n　the　sea　cucumbers肋Zo肋㈹α

　Zωoos〃o肋and　HoZoカん閉αクα〃α伽Maruyama，

　Y．K”Bio1．Bu11．，158：339－348．1980．

4　Deve1opment　of　sw1mmmg　behav1or　m　sea

　urch1n　embryos　I　Maruyama，Y　K，J　Exp　Zoo1，

　215：163－171．1981．

5．Deve1opment　of　sw1mm1ng　behav1or　m　sea

　urchm　embryos学位論文丸山好彦1981

6　Deve1opment　of　sw1mm1ng　behav1or1n　sea

　urchmembryos　II　Maruyama，Y　K，J　Exp　Zoo1，

　217：251－259．1981．

7　Precoc1ous　breakdown　of　the　germma1ves1c1e
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ogenes1s　Maruyama，Y　K，Yamamoto，K。，M1ta－

M1yazawa，I，Kommam1T　and　S－I　Nemoto，

Methods　in　Ce11BioL，27：325－344．1986．
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cucumber　oocytes　Maruyama，Y　K，Deve1op

Growth　and　D1ffer，30412．1988

Archenteron－formmg　capac1ty　m　b1astomeres
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